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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　布石　Fuseki

第二章　暗躍　Anyaku

第三章　迷走　Meiso

第四章　選択　Sentaku







　第一章　布石　Fuseki







　　　　一





「第五回　鳳ほう城じよう学園祭　10月２日（土）・３日（日）午前９時～午後３時30分」

「戦国絵巻をキャンパスに──戦国時代衣装総揃ぞろえの学園祭！」

「一日目　高等部企き画かく　演劇・模も擬ぎ店・ホラーハウス・ステージ発表・その他

　　　　　中等部企画　合唱コンクール・ステージ発表・戦国パレード・その他」

「二日目　高等部中等部合同　戦国合戦──八王子城の攻こう防ぼう」

「戦国グッズの保護者バザーあります」






　自前のポスターにそう謳うたい上げてある、鳳城学園の大だい胆たんな戦国学園祭が、ついに開かい催さいの日を迎むかえた。

　二日間の天気は、どうやらもちこたえそうな気配だ。とくに、土曜の朝によく晴れたのが幸さい先さきよかった。

　街角や学校掲けい示じ板ばんでポスターを目にして、家族以外の一いつ般ぱんの人たちも、戦国衣装総揃えに興味を抱だいた様子だ。交通の便がいいとは言えない学園だが、朝からちらほら来場者が顔を見せはじめた。

　第五回学園祭と銘めい打うっているが、第三回までは中等部のみだった、まっさらの新設校の鳳城学園だ。世間的にはまだまだ知名度が低い。積極的に外部にアピールして、次年度生徒募ぼ集しゆうにつなげようという、学園経営者のはっきりした思おも惑わくがあった。見物客は多く訪おとずれなければならない──高額の予算を投じて開催する意味がないのだ。

　高等部生徒会の面々は、すべり出しのよさにひとまず胸をなで下ろしたが、まだまだ気を抜ぬくわけにはいかなかった。運営スタッフのてんやわんやは、前日準備からずっと続いている。ほぼ全員が徹てつ夜や明けだった。

　全校生徒の衣装揃えがどれほど大変かは、準備段階のうちに思い知らされていた。中高合わせても六百数十名の生徒数は、学校規模としては小さいものだが、業者の手で講堂ラウンジに運びこまれた、貸し衣装や小道具類のうずたかい山を見上げれば、とんでもない大事業だということがよくわかった。

　梱こん包ぽうを解いて数量確かく認にんをし、各クラスの求めに応じて配り終えるには、日付が変わるころまでかかった。その上、開場までに正門とグラウンドのモニュメントを設置しておかねばならない。執しつ行こう部ぶメンバーは、学生寮りように帰る余よ裕ゆうもなかった。

　一年女子の泉水いずみ子こと真ま響ゆらも、とうとう自分たちの部屋にもどれず、ラウンジのいすで短い仮か眠みんをとっただけだった。

　寝しん具ぐのない場所で夜を明かしたことなど、泉水子には生まれてはじめての経験だった。わずかにうとうとしただけで、体のあちこちが凝こってしまい、まるで休息したという気がしない。それでも、大がかりなお祭りさわぎの興奮が伝でん染せんしているせいか、あまり苦にならなかった。非日常がおもしろいとさえ思うのだった。







　前日準備のさなか──

　戦国衣装の全校配布には、中等部の実行委員や生徒会メンバーもやってきて、講堂でいっしょに作業をした。

　高等部から入学した泉水子は、中学生の顔をほとんど知らなかった。先々週の着付け講習会で、中等部のお姫ひめ様モデルをつとめるはめになり、大勢の中学生に囲まれて、やっと彼らを意識したくらいなのだ。

　けれども、学園内で中高の交流はそれほどめずらしくなかった。中三と高一で共通の授業もいくつか設置してある。運動系の部活動も合同練習をもうけている。双そう方ほうから参加する自主サークルも多かった。これはただ、泉水子が、はじめての東京暮らしに手いっぱいで、中学生に目を配ることができなかったというだけの話だった。

　鳳城学園の正門からキャンパスに足を踏ふみ入れると、右手に高等部校舎が見え、左手に講堂が見えて、中等部校舎は目立たないものだ。高等部校舎の向こう側に、背中合わせに建っているせいだ。境にある並木づくりの植え込みが目め隠かくしになり、通りからはあまり見えない。だが、校舎同士の距きよ離りとしてはすぐそばにあった。

　中等部に在ざい籍せきする立場から見ると、そちらもけっして奥にあるわけではなかった。東向きを校舎の正面として、中等部のグラウンドと専用門をもっているのだ。彼らの学生寮や食堂、屋内運動場も、校舎の並びに建っている。

　高等部の生徒は、学生寮へ行くにも自分たちのグラウンドや体育館へ行くにも、丘きゆう陵りようの坂道を上ったり下ったりしなければならないが、中等部の生活空間は、窪くぼ地ちの平らな部分にまとまって収まっていた。同じ敷しき地ち内にあるわりに、あまり居場所が重ならないのだ。

　泉水子も、春先には深み行ゆきにつれられ、中等部の食堂を訪れたためしはあった。だが、その後は一度も近づかなかった。だから、中等部の生徒会長、高たか遠とお信しん之の介すけや、副会長の緑みどり川かわみつばといった生徒をまじまじと見たのは、これが最初だった。

（わたしが卒業した紀き伊い山地の中学生とは、やっぱりどこかちがっているな……）

　中等部には留学生の受け入れもなく、去年の三年は三分の一が他校へ進学したと聞く。それでも、全国から募集している点では高等部と同じだった。生徒会に選ばれる生徒ともなれば、泉水子の目には人当たりよく賢かしこそうに見えた。

　同じ高等部一年でも、中等部から在籍していた真響は、当然彼らを後こう輩はい扱あつかいしている。中三の二学期に編入してきた深行でさえ、生徒会役員とは顔見知りのようだ。だが、泉水子には、気安い調子で中学生に声をかけることができなかった。相手が年下であろうと、人見知りが先に立ってしまうのだ。

　そのため、だれの手伝いもたのまずに、ラウンジの隅すみで黙もく々もくと点数確認に取り組んでいた。華はなやかな武具には多くの生徒が関かかわりたがったので、それ以外の衣装を揃える地味な作業だった。

　高等部生徒は、演劇関係を除いて、一日目は平時の衣装と決めてある。武将の具足を中等部の戦国パレードにゆずってやり、翌日改めて合戦じたくを整えるからだ。数の上から言えば、鎧よろいよりも小こ袖そでや平ひら袴ばかまのほうが多かった。

　泉水子が、かがみこんでクリップボードの表にチェックした数を書きこんでいると、耳慣れない呼こ称しようが聞こえた。

「鈴すず原はら先せん輩ぱい」

　顔を上げると、高遠と緑川の二人が前に並び、緊きん張ちようした面おももちで立っていた。

「はい……？」

　高遠は、人気で選出されたとわかるような少年だった。長めのくせっ毛がはねて、生徒会長より、音楽バンドやサッカーで活かつ躍やくするほうが似合いそうに見える。緑川は、小こ柄がらで小動物を思わせる女の子だ。頭が切れそうだが、過か敏びんなところがありそうで、落ち着かなげな目をしていた。

　高遠が、固くなった口調で確認した。

「あの、先輩ですよね。中等部のお姫様モデルになってくれたのは」

（そうは見えないって、言われるのかな……）

　泉水子はとっさに考えた。素す顔がおはこれほど地味なのかと驚おどろかれるくらいなら、あまり話にのりたくなかった。

「しかたなかったんですけど……」

「いえ、あの、ありがとうございました」

　高遠と緑川の二人が、深々と頭を下げた。

「すみませんでした。中等部で女子をうまくまとめきれず、先輩にまでご迷めい惑わくをかけてしまって」

　泉水子はびっくりし、感心した。礼れい儀ぎ正ただしく尊重されるとうれしいものだと、急に気がつく。今まで、ほとんど体験したことがなかったからだ。気持ちが和なごんで、思わずほほえんだ。

「あやまられるほどのことじゃないです。気にしてません」

「よかった。おわびのついでで何ですが、じつは、鈴原先輩にお願いしたいことがあったんです」

「わたしに？」

　高遠会長は、力をこめてうなずいた。

「そうなんです。明日の戦国パレード、先輩がお姫様になることってできませんか。いきなりな話で、驚かれるのはわかってますが」

「どうして、高等部のわたしが」

　よくのみこめず、泉水子は目をぱちくりさせた。

　緑川が、ピッコロのような細い声を出した。

「あの日の不始末を反省して、私たち、ミスコンをどうすればいいか、もう一度話し合ったんです。だけど、話せば話すほどこじれていくばかりで……もう、だれが選ばれても、あとあとしこりが残りそうで」

　小さな顔に深刻さを浮うかべ、緑川は嘆たん願がんした。

「だれもが納なつ得とくするお姫様といったら、鈴原先輩しかいないんです。他の子たちも、鈴原先輩がお姫様なら、納得して侍じ女じよになると言ってます。どうか、中等部の恒こう久きゆう平和のために引き受けてくれませんか」

「恒久平和のためって……」

　紛ふん争そう地域の和平使節のような言い方をされても、困るものは困るではないか。

「それって、まずいと思う。中等部が企画したパレードなのに、メインのお姫様に高等部の人間がなってはまずいよ」

　高遠がうなずいた。

「おれたちも、ぎりぎりまで考えたんです。でも、着付け講習会のときの先輩が、だれの目にも焼きついてるんです。お守りみたいに画像をもっている生徒もいます」

　たじろぐばかりの泉水子だった。

「そんな……わたしのせいみたいに言われても……」

「先輩にとっては、ただの代役だったとわかってます。でも、おれたち、これがお姫様だと納得したんです。鈴原先輩さえウンと言ってくれるなら、他の人はおれたちが説得してみせますから」

　高遠が言うと、緑川も続けた。

「私たち、一日目のパレードで失敗できないんです。お願いします。後輩を救うと思って」

「無理です、そんなの」

　ことわったつもりなのに、中等部生徒会の二人はさらに迫せまってきた。

「高等部からパレードに参加する人は、他ほかにもいますよ。馬術部からも、騎き馬ば武者参加をしてもらうし。お姫様だって、いけないってものじゃないですよ」

「どうすれば無理じゃなくなりますか。条件を教えてください、何とでもしてみせます」

　返事ができずにいると、ありがたいことに助け船が現れた。真響だった。

「あんたたち、こそこそ何を話してるかと思えば、ずいぶん無茶なことを持ちかけてるじゃないの」

　高遠と緑川はあわてて態度を改めた。宗そう田だ真響は畏い敬けいする先輩だということが、はた目にも見てとれた。

「宗田先輩……これはですね……」

「恥はずかしくないの。自分たちで企き画かくしたイベントに高等部の力を借りようなんて」

　真響はきっぱり言いわたした。

「鈴原さんがパレードに参加する可能性は、ゼロパーセントです。高等部生徒会が、なぜ、当日に黒くろ子この衣装を着ることにしたか、少しは気を回しなさい。イベント全体へ目配りをするメンバーが、必要不可欠だからよ。一人だって持ち場を抜けられないし、着き飾かざっている暇ひまなどありません」

「……すみませんでした……」

　高遠たちは、すごすごと引き下がった。

　ちょっとかわいそうな気もしたが、泉水子も、安あん堵どの気持ちのほうが大きかった。ため息をついて真響に言った。

「助かった。ことわってくれて、ありがとう」

　真響はかぶりを振ふった。

「持ち上がり組としては情けないよ。後進をうまく育てられなかったみたいで」

「ううん、あの日にモデルをしたのは自分の判断だもの。わたしにも、責任があるんだと思う」

　泉水子はかみしめる口調で言った。中学生に、たくさんの携けい帯たいカメラで写されたことを思い出す。

　画像をみんなが持っていると言われたことに、心中穏おだやかでなかった。あの日、どうしてわざわざひと目にさらされる場所へ出ていったのか、今となっては、自分にも理由がわからないのだった。







　当日の早朝──

　黒子の衣装は、笑ってしまうほど着るのが簡単だった。

　講堂の控ひかえ室しつで、真響とともに黒子に着き替がえた泉水子は、動きやすさにはしゃぎたくなった。他の生徒が、慣れない時代衣装に四苦八苦するのがわかっているので、なおさらのことだ。黒子になじむには少しも時間がかからなかった。

　黒い下ばきの部分は、ゆったりしたズボンとほとんど変わらない。黒い上うわ衣ごろもに細帯を結び、黒い手てつ甲こう、脚きや絆はん、紗しやの垂れ布付きの頭ず巾きんを身につけるだけで、手軽に一人前が完成した。さらに、履はき物ものは歩きやすい地下足袋たびだった。

　控え室の鏡に自分の姿を映し出して、泉水子は急に思いついた。かたわらの真響に声をかける。

「ねえ、黒子って、忍にん者じやとよく似ているよね」

「エンターテインメントの範はん囲いではね」

　実家が正真の忍者組織である真響は、苦く笑しよう気味に答えた。

「闇やみにまぎれる隠おん密みつってことで、黒装束が忍者の定番だけど。その固定観念は、ある意味ではありがたいのよ。本当はぜんぜんちがうものだから」

「ちがうものなの？」

「忍者の本質を言うなら、そこまで低レベルの隠いん遁とん術ではないわけ。明るい昼間に見てしまえば、この衣装、逆によく目立つよね」

「そうだよね……目立つよね」

　はじめて気がついて、泉水子は同意した。真響は言葉を続けた。

「如月きさらぎ会長は、全体運営をする生徒の特権として、黒子の衣装を選んだの。いるのを目にしても、いないと見なすのが黒子のルールだからよ。でも、だからといって、大勢の目に見えていないわけじゃない」

（……なるほど……）

　講堂のホールへもどってみれば、真響の言うとおりだとはっきりした。全身黒の執しつ行こう部ぶメンバーは、広い会場で見てもひと目でわかった。実行委員の生徒たちは、まだ体育のジャージ姿で作業していたためだ。

　ステージ設営があらかた片づくと、実行委員もそれぞれの戦国姿になりに出ていった。執行部だけで集合してみると、あまりにも黒々しているので、どこかの盗とう賊ぞく一味のようだった。お互たがいを見回して、思わず笑いがもれてしまう。

　泉水子は、真響や生徒会長の如月・ジーン・仄ほの香かといった女子メンバーをながめ、もったいないと評した学園祭実行委員長の発言も、少し理解できると考えた。黒頭巾の垂れ布をめくった顔立ちが華やかなだけに、もっと彩いろどりのある衣装を着せたくなってしまうようだ。

　その一方で、男子組は不思議なほど引き締しまって見えた。宗田真ま夏なつ、相楽さがら深行の二人は、泉水子でもこっそり見なおすほど、黒い着物と低い腰こし帯おびがさまになっていた。へたをすると、学園の制服より似合っているくらいだ。

　真夏が忍者一族の末まつ裔えいで、深行が山やま伏ぶし一族の末裔だという事実は、それほど根こん拠きよにならなかった。今どき、安易に外見に表れるものではないと、泉水子も承知している──真夏の父も、深行の父も、まるっきりそう見えるタイプではないのだ。それでも、彼らの男子としての何かが、黒の衣装の決まり方に反映するかのようだった。

　割り増しでかっこよく見えると、実行委員の女子たちが、はばからずに当人に伝えていた。ふだんから、それなりのファン層をもっている二人だが、学園祭の最中はさらに株が上がるかと思うと、泉水子はなんとなく胸がざわついた。

（真響さんが言っていたっけ。学祭の期間には、カップルがたくさん成立するって……）

　執行部二年の星ほし野のと大おお河内こうちは、まわりの生徒から特とく殊しゆな趣しゆ味み人扱あつかいされてしまう男子なのだが、その二人でさえ、黒子になったらきりりとして見えた。総じて、これは男子が得する装束なのかもしれなかった。

　如月会長が笑うのをやめ、執行部一同を見回した。

「いよいよ本番です。私たちの今日の役割を、遊ゆう撃げき部隊と考えてほしい。実行委員が定位置につくぶん、動き回ってイベント全体に気を配り、トラブルの芽を未然に摘つむこと。それから、来校者向けのパンフには、案内が必要なときは黒子に声をかけるよう、大きく明記してあるから、親切な対応をね。自分たちのクラス出展が気になるだろうけど、中立の立場はわきまえて」

　みんながうなずくと、仄香は、校舎二階の放送室に早はや川かわ実行委員長が待機していると告げた。

「何かまずいことが起きたら、情報はそちらに集約を。全体アナウンスの判断は、早川が行います。では、執行部の今後のミーティングは、十一時半と、二時と、終しゆう了りよう直後にこの場所でね」

　メンバーは、大河内が配る個別のタイムスケジュールを受け取った。各自の懐ふところにコピーを押し込み、その場を解散する。

　泉水子は、しょっぱなのパトロールをまぬがれたことをうれしく思った。最初だけでも、一年Ｃ組の模も擬ぎ店にいられるからだ。

　中立の立場はわかっていたが、人気投票の対象になるクラス出展を、まるで気にするなというのは無理な話だった。調理班の一人として、今日まであれこれ心を砕くだいてきたのだ。

　真夏のパトロール分担もまだだったので、二人は肩かたを並べて教室へ急いだ。

　泉水子を見やった真夏は、笑いながら言った。

「三つ編みお下さげがないと、一いつ瞬しゆんだれかと思っちゃうよ。あのお下げ髪がみはけっこうトレードマークだったのな」

　泉水子は苦笑したくなった。

「前からよく言われる。お下げしか目につかないって」

「そんな意味じゃないよ。だけど今日は、髪、どういうふうにしてるの？」

　黒頭巾の角かどに手をやった泉水子は、真夏に説明した。

「やっぱり三つ編みだけど、いつもより上のほうに結んで、お団子に丸めてみたの。真響さんも手伝ってくれて」

「チャイナガールみたいに？」

「真響さんもそう言ってた。これじゃ、戦国じゃなく中ちゆう華かだろうって」

「見たいな、見せてよ」

　真夏は期待したが、泉水子はかぶりを振った。

「だめ、学祭にはふさわしくないんだもん。終わるまで頭巾は脱ぬがない」

　全員がコスプレをする当日に、三つ編みをやめられないことが情けなかったが、編まないわけにもいかなかった。姫ひめ神がみが出現する危険性を、わずかでも減らさなければならないのだ。母の暗示がすべて消えたと確信するまでは、放置する勇気はもてなかった。

　それでも、肩かた先さきにゆれる二本のお下げがないことは、本人にとっても一大変化だった。十分仮装に参加した気分になれる。すれちがう生徒たちの戦国姿を目にすると、しだいにわくわくしてきた。

　校舎を見わたせば、いつもの風景がまったく様変わりしていた。

　純和風のポスターや看板が窓や壁かべを彩り、あちこちに戦国仕様の幟のぼりが立っている。開場時刻を間近に控え、呼び込みのプラカードを持つ生徒が、陣じん羽ば織おりを着たり旅装束を着たりして立っている。来場受付のテントは陣じん屋や仕立てだ。

「おもしれー、どこもがんばってるな」

「来るお客さん、きっと喜ぶね」

　声をはずませてから、泉水子はふと顔をくもらせて真夏を見た。どういう関係者が来場してもおかしくないという点を思い出したのだ。

　陰おん陽みよう師じの一団が、学園内に特殊な結界をつくったことははっきりしていた。だが、真響と真夏のきょうだいが、具体的にどう対たい抗こうするかは聞かされていなかった。

「今日って、どうなるの。真夏くん、陰陽師の結界の影えい響きよう、今も感じる？」

「あんまりわかんないけど、あるんだろうな。たぶんね」

　真夏は否定しなかったが、気に病やむ様子も見せなかった。

「そういうの、何か起きる前から考えなくていいよ。学祭を楽しめるときにはいっぱい楽しもうよ。お祭りって、楽しんだ者のほうが勝ちじゃん」

「……そうだよね」

　深行だったら、ここまで安易なことを言わないだろうし、姉の真響でも言わないはずだった。けれども、真夏ののんきさには心地ここちよい伝でん染せん力があった。泉水子は、急に気が軽くなるのを覚えた。

　教室まで来ると、一年Ｃ組も奮戦しているのがわかった。前日にクラスを手伝えなかった二人は、派手な立て看板を見て歓かん声せいをあげた。

　特大看板二枚に「風雲、急を告ぐ」「下げ克こく上じよう」の文字。

　そのデザインと色づかいは、漁船の大漁旗みたいだった。渋しぶい和風の色合いを見てきた者には、目にまぶしすぎる原色アートだ。

「なんか、すげえ」と、真夏。

　中に入ってみると、戸外の見立てで、舞ぶ台たい装置になる松や竹の植え込みが飾かざってあった。カタログに、レンタルできる大道具小道具があったので、そのへんから選んできたのだろう。

「風雲わたあめ」の屋台、「下克上焼きそば」の屋台は、時代考証を無視していたが、教室の一角に朱しゆ塗ぬりの鳥居が立っているのがユニークだった。神社の縁えん日にちというコンセプトなのだ。奥には小さい祠ほこらも設置してあり、向かい合ったキツネの像が並べてある。稲荷いなり神社なのだった。

　ぽかんと社を見ていた泉水子の後ろで、くすくすと笑い声が上がった。ふり向くと、波は多た野の美み優ゆうが立っていた。

「おかしい、マックロクロスケだ。かえって目立つんじゃないの、黒くろ子こって」

　波多野自身は、若草色の丈たけの短い着物を着て、袖そでを赤いたすき帯でくくり、前まえ掛かけをつけていた。わら草ぞう履りを履き、頭は手ぬぐいで包み、束たばね髪の付け毛を垂らしている。

　泉水子は目を見はった。

「波多野、すごくかわいいよ」

「でしょでしょ」

　得意げに両袖を広げて、波多野はまた笑った。

「高望みしないで庶しよ民みんを選んだうちのクラスって、大正解だったよ。着やすいし、動きやすいし」

　女子は全員その恰かつ好こうの色いろ違ちがいで、男子は茶系の短い袴はかまをはき、頭に柔やわらかい烏え帽ぼ子しを被かぶっていた。わら草履はちょっと履き慣れないものの、だれもが活発に動き回っている。

「本当だね、大正解だね」

「今日は、うちが一番売りまくるからね」

　波多野は鼻息荒あらくすごんだ。

「知ってた？　一Ａの模擬店って、天てん正しよう遣けん欧おう少年使節だって。ひだ襟えりだってよ、バテレンだってよ」

「ひだ襟──バテレン？」

　泉水子がめんくらうと、波多野は肩をすくめた。

「喫きつ茶さで、カステラを売り物にするんだって。カステラってポルトガル語なんだってね。それもたしかに戦国時代だけど、ヨーロッパ仕様ってずるくね？　ひだ襟衣装を見て、留学生が大さわぎなのよ」

　そういえばと、泉水子も歴史教科書を頭に描えがいた。十六世紀ヨーロッパ王室の肖しよう像ぞう画がには、エリマキトカゲのようにひだ襟がついているものだ。

「……そんなの、カタログで見なかったよね」

「自前だと思うよ。留学生のつてなのかも。反則すれすれだよ」

　自分たちの考証無視を棚たなに上げて、波多野は不満そうだった。

　泉水子はうなずいたが、胸の内ではずいぶん驚おどろいていた。

（……高たか柳やなぎくんのすることが、ヨーロッパ仕様？　バテレン？）

　真夏を見やったが、そのとき、屋台にいた古ふる田たから声がかかった。

「おーい真夏、早く手伝え。綿わた菓が子し機、自分で動かしてみたかったんだろ」

「やるやる。やらせて」

　一度は泉水子の顔を見た真夏だったが、呼ばれてあわてて行ってしまった。波多野もわれに返り、きびきび言った。

「鈴原も、少しは裏方やっていけるでしょ。最初の一時間、チーフの長谷はせ川がわが来られないから、調理班はてんてこまいなの。少しでも手が欲しいよ」

「ああ、うん」

　屋台の裏側に回り、手指消毒にかかる。裏では、机にビニールシートを敷しきわたし、調理班女子がまな板でキャベツを切り刻んでいた。並んだ背中のたすき結びがかわいらしく、実際以上にかいがいしく見える。

　泉水子は、蒸むし麵めんの袋ふくろをせっせと破りながら、話に聞いた一年Ａ組の模擬店が気になっていた。高柳一いち条じようの動向は、二重三重に気がかりだったからだ。

　Ｃ組のライバル店長としても、気にしているのはたしかだが、それは学園祭の見える場所にあるものごとだった。水面下では、さらに深刻な争いが進行している。

　彼が、現代に組織をもつ陰陽師集団のホープであり、泉水子が、そのことを直接に知る数少ない生徒であり、しかも、高柳と手を組むことを拒きよ否ひしているから問題なのだった。

　高柳は自分たちの術を駆く使しして、この学園のトップに立とうとしている。その阻そ止しに立ちはだかるのが、宗田真響、真夏のきょうだいだった。高柳の目的は、学園トップにしかなれない世界遺産候補に選ばれることであり、真響のねらいも同じところにある。

　真響の言うところでは、学園トップの実績に、学力やスポーツなどの決まった基準はないそうだ。何らかの形で、学園生徒全体から突とつ出しゆつした点を認められ、人望に並ぶものがないと思われたとき、トップの生徒が確立する。高柳と真響の術者同士の駆かけ引きも、学園生徒全体を自分の味方にできるかどうかでせめぎあっているのだ。

　いつ、どんな場面で、生徒の総意による学園トップが確立するかは、判定者として存在する影かげの生徒会長、村むら上かみ穂ほ高だかが決定権を握にぎっていた。キャンパスにほとんど姿を見せないほど隠かくれた存在だが、生徒会長の仄香を通し、学園事情にはよく通じているらしい。

　高柳は泉水子に、学園祭で真響との決着をつけると明言していた。そして、顔の知れない仲間とともに、当日のキャンパスに結界を仕し掛かけている。その結界が、戦国時代の城しろ跡あとから亡ぼう霊れいを呼び寄せていることまでわかっている。これを不ふ穏おんでないとはとても言えなかった。

（ヨーロッパ仕様にも、何かの意味があるのかな。結界に関かかわることとか……）

　思いめぐらせても、泉水子にわかるものではなかった。真響も深行も同じ一年Ａ組なのだから、事前に知らないはずはなく、問題があれば行動に出ていたと思いなおす。

　しかし、泉水子は、個人的にも高柳が気になっていた。数日前、面と向かって彼を怒おこらせてしまったからだ。どこかで仕返しがありそうな気がしている。さらに言えば、世界遺産候補は、泉水子にもそれほど他人ごとではなくなってきている。

（わたしに憑ひよう依いする姫神は、すでに世界遺産になったことがある……姫神にとっては過去であり、わたしには未来にあたるどこかの時点で……）

　姫神の未来が、自分の未来と同じものかどうかも判然としなかった。泉水子には、まだ、姫神の言葉をすべて理解できるとは言えなかった。だが、あいまいながら不安なわだかまりとして、心の内から消えないのだった。







「鈴原ー、いつもの長い髪、どうやって収納してるの？」

　波多野が声をかけたが、泉水子はぼんやり考えごとをして無反応だった。波多野はいたずらっぽい表情になると、泉水子の黒頭ず巾きんにそっと手を伸のばした。

「えいっ」

「あっ、だめ」

　あわてて押さえようとしたが、間に合わなかった。頭巾を取り去った泉水子をひと目見た波多野は、教室中に響ひびきわたるような声を上げた。

「ぎゃー、それいい。それいいよ鈴原。その髪かみ型がた、最高」

　たちまちクラスメイトの目が集中し、泉水子はうろたえた。

「だめだってば」

　じつは、真響に遊ばれてしまい、三つ編みを丸めたお団子には、色のちがう髪ゴムが使ってあるのだった。しかも、蛍けい光こうピンク、グリーン、黄色だ。頭巾を脱がないならいいでしょうと説得され、髪に時間をかける余よ裕ゆうもなかったので、直さないままになっていた。

「頭巾、返してよ」

　顔を赤くして取りもどそうとしたが、波多野は悪ガキのように飛びのいた。
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「隠すなんてもったいない。ねえ、みんな、今日の鈴原すっごくいいよね？」

　波多野が周囲に声をかけたので、みんながさらに寄ってきてしまった。

「おおっ、チャイナガール」とは、真夏の声だ。

「ほんとだ、チャイナだ」

「鈴原、キュート」

「シャンハイ雑ざつ伎ぎ団だん？」

　泉水子は、穴があったら入りたくなった。もともと、他人の視線が集中することがひどく苦手なのだ。頭を両手で押さえ、耳まで真っ赤になって口走った。

「戦国には変だって、よくわかってるから……ただ、頭巾を被るための頭だから……あんまり言わないでよ」

　会場班の佐さ川がわが進み出てきて、妙みようにまじめな口調で言った。

「チャイナでいいよ。そのセンセーションはすぐれものだよ。Ｃ組は下克上がテーマなんだから、何でもありなのがいいじゃん。鈴原、裏方をやめて、呼び込みをいっしょにやらない？」

「何言ってるの」

　黒子はクラスに肩かた入いれしてはならないことを、佐川に説明しなければならなかった。開場時刻がせまったので、佐川も泉水子にプラカードを持たせることをあきらめたが、波多野は一向に頭巾を返してくれず、パトロールまで辛しん抱ぼうすることになった。

　とはいえ、すぐに、髪型などは気にしていられない忙いそがしさになった。

　開場のアナウンスが全体に流れると、しょっぱなに持ち場のない生徒たちは、待ちかまえたようにＣ組に押し寄せたのだ。屋台ものの勝利だろう。「風雲わたあめ」にはたちまち人だかりができ、会場班の生徒が順番待ちの誘ゆう導どうをつとめるありさまだった。

　透とう明めいビニールで囲いを立てた綿菓子機には、製作中をめずらしがる生徒が群がり寄っている。その勢いを借りて「下克上焼きそば」も、昼食には早い時間から、そうとうな売れゆきを見せていた。

　泉水子には、あっというまに時間が過ぎ去ったように思えた。時計を見れば、もうパトロールの時刻だ。繁はん盛じようする屋台が楽しくなってきたところだったので、この場を離はなれるのは残念だった。

「鈴原さん、古田がこれ、ご苦労さま賃だって」

　頭巾を被ろうとしていた泉水子に、真夏が走り寄り、やや小ぶりの「風雲わたあめ」をさしだした。思わず手を止め、ピンクの綿菓子をからめた割りばしを受け取る。

「あっ、うれしい。一度食べてみたかったの」

　甘い香かおりのするふわふわのあめをほおばると、口のまわりでべとついて、舌の上でたちまち消えてしまう。目をまるくして驚き、せっせとかぶりついた。

「食べた気がしないね」

「もしかして、今まで、こういうの食べたことなかったの？」

「うん、今日がはじめて」

　泉水子は笑え顔がおで答えた。よっぽどうれしそうだったと見え、真夏は感心したようにながめた。

「鈴原さん……幸せそうだよ」

　屋台の向こうの人だかりから、こちらを指さして笑う声が聞こえた。

「あっ、あれ、鈴原さんだ」

「わたあめ、食べてる」

「髪型、かわいいー」

　裏方とはいえ、素す通どおしで客から見えることは見えるのだった。泉水子は、自分が黒子姿でよく目立つこと、顔をさらしたままだということを思い出した。時刻からいえば、もうパトロールに出ているべきでもある。

　まずいと思って頭巾を被ろうとするが、被ってしまうと綿菓子が食べられない。しかし、食べずに出ていくのはあまりに惜おしい。葛かつ藤とうにおちいって挙動不ふ審しんになっていると、ついに真夏が笑い出した。

「いいから持っていきなよ。廊ろう下かを歩きながら食べてる人なんて、たくさんいるよ」

　歩き食いをした経験もなかった泉水子なのだった。なるほどとうなずいて、ようやく教室を後にした。




　　　　二




　廊下に出ると、歩くほうが目立たないとよくわかった。ピンクの綿菓子を持った黒くろ子こがいようと、他ほかに目を引くものがたくさん往来しているので、歩く人の視線はすぐにそれてしまうのだ。

　廊下を流し歩く呼び込みの生徒たちは、みな、入念に着き飾かざっていた。泉水子でさえ、きょろきょろしながら歩いてしまう。よそ見をしながら真夏にたずねた。

「真夏くんのパトロール場所はどこ？」

「最初は講堂」

「わたしは校舎。それじゃ、つぎの集合までここでお別れだね」

　真夏は、ふいにたずねた。

「ひとりでパトロールして、本当にだいじょうぶ？」

　びっくりして見上げると、真夏は自分の後頭部に手をやった。

「あ、いや、泉水子ちゃんが、今日は小さい子みたいで。真響だったら絶対そう言うよなと思って」

「失礼だなあ」

　握りしめた綿わた菓が子しの割りばしが後ろめたかったが、泉水子は憤ふん慨がいしてみせた。

「わたしだって、執しつ行こう部ぶの一員だし、自分のやるべきことくらいわかっているよ」

　泉水子が口調に力をこめると、相手もうなずいた。しつこく言わないのが真夏だった。

「うん、そうだね。じゃあ、また後でね」

　一年Ａ組の前を通り過ぎたが、こちらもずいぶん人だかりができていた。

　Ａ組ではどうやら、カステラの試食品を配っているらしい。長い僧そう服ふくを着た大きな金きん髪ぱつの男子が人ひと垣がきの隙すき間まに見え、高たか柳やなぎと仲のよいルームメイトのクラウスのようだ。彼がいる場所には高柳もいるはずなので、泉水子は急いで階段を上ることにした。

　踊おどり場ばの窓から外を見下ろすと、校舎前の通りには、一いつ般ぱん来場者の歩く姿がだいぶ多くなっている。だが、校舎の三階は展示発表だけのせいか、まだまだ見物人が少なかった。綿菓子を食べてしまうことにする。

（……何も起こらないうちは楽しもうって、真夏くんが自分で言ったくせに……）

　そう思うと、泉水子は、意地でも楽しんでやるという気がしてくるのだった。

　三階の展示発表で、泉水子が気にかけているのは、日本史研究会だった。会員の名のりをあげたにもかかわらず、まるっきり手を貸せなかったことが悔くいになっているのだ。代表取とり締しまり役やくの両りよう国ごくが、やらなくていいと言ってくれたとはいえ、あいさつくらいしておくべきだった。

　真響か深行が顔を出しているかもしれないという、わずかな期待もあった。Ａ組の二人がどのへんをパトロールしているか、自分のスケジュール表を見てもよくわからなかった。真響はともかく深行とは、昨日も今日も話を交かわしていない。深行が一年生のくせに、生徒会幹部並みに、あちこちの指示に飛び回っていたせいだった。泉水子が話しかけようとしても、他のだれかにすぐに先を越こされ、たちまち視界から消え去ってしまうのだ。

　三年教室を使った日本史研究会をのぞくと、内部をパネルで仕切り、模造紙大に拡大した、文章の多い展示がずらりと並んでいた。研究テーマは「戦国時代の忍にん者じやの実態」だ。

　入り口には、濃こ紫むらさきの忍者装束を身につけた会員が座っていた。覆ふく面めんをつけ、忍者刀を背中に差した、ずばりエンターテインメントの忍者である。

「いらっしゃいませ。あっ、鈴原さんだ」

　すぐに名を呼ばれた。泉水子のほうは彼の名前が出てこなかった。

「ええと。たしか……」

　忍者は気を悪くせずに名のった。

「ひらの太おお田た黒ぐろです。一Ｂの」

　教室には、展示をながめる生徒が一人か二人いたが、日本史研究会のメンバーは他にいなかった。少し失望しながらも、太田黒におわびを言うことにした。

「何も手伝えなくて、ごめんなさい。今も、執行部のパトロールに来たところだったりして」

「気にしない気にしない。生徒会所属じゃそうなるって、はじめからわかってたって」

　会員が自分だけのせいか、太田黒は営業マンポーズを捨て、気さくなしゃべり方になっていた。

「でも、せっかくだから、鈴原さんも見ていってよ。戸と隠がくし取材も生かしてあるよ」

　彼がガイド役のようについてきたので、泉水子はたずねてみた。

「その衣装、日本史研究会の人たちはみんな着るの？」

「受付当番だけだよ。みんな、クラスとの掛かけ持ちが多いし」

　展示自体は、歴史説明の文章が多く、特とく殊しゆな武器や非常食の説明など、泉水子にもおもしろそうな部分はあったが、全体に目を通すというわけにいかなかった。学問っぽく手て堅がたい発表だと感じる。すると、太田黒は途と中ちゆうを飛ばし、順路の最後に貼はってある一覧表の前につれていった。

「手っ取り早く言えば、これが研究成果とその応用だよ。われわれが追究した忍しのびの本質っていう、結論のところを見ていってほしいな」

　そこに掲かかげてある表は、忍者とも歴史とも無関係だった。合唱コンクールの優勝クラス予想、そして、夕方行われる人気投票の優勝クラス予想。最後にある表は、明日あしたの合戦チームの組み合わせ予想と倍率だった。

「これ……研究成果？」

　泉水子がきょとんとして見つめると、同じく表をながめていた見物の男子生徒が、太田黒を見て確かく認にんした。

「ここに書いてあるオッズは固定？　それともまだ変動あり？」

「そこはですね……」

　太田黒は営業マンに早変わりし、てきぱきと説明を行った。男子生徒が納なつ得とくして出ていってから、泉水子はたずねた。

「オッズって、何のこと？」

「予想配当のことだよ。この賭かけにのったとき、どのくらいの倍率でもうかるか」

「賭け？　それが忍者の研究？」

　泉水子は思わず声が大きくなったが、太田黒は平然としていた。

「情報収集と情報操作ってことだよ。戦国における忍者の役割がそうなんだ。うちの学祭で、おれたちが当時の忍者の真の役どころを実じつ践せんしてみせるわけ。奥が深いっしょ」

「でも、賭け事なんて」

　泉水子が非難めいた口調になると、太田黒は声をひそめて告げた。

「ないしょだよ。賭と場ばの胴どう元もとは、じつは早川委員長なんだ」

「ええっ」

　のけぞる泉水子に、太田黒はにこやかに言った。

「つまり、学祭の盛り上げに一役買っているだけだよ。現金が動くわけじゃない。ポイント交こう換かん制で、今日の打ち上げにお楽しみがあるってお遊びなんだ。おもしろいでしょ」

（そうか、おもしろいのか……）

　動どう揺ようはおさまったものの、泉水子は、知らない世界をかいま見た気分だった。模も擬ぎ店部門の優勝予想が、一年Ａ組になっていることだけ目にとどめ、いそいそと教室を後にした。







　二年Ｂ組の模擬店は、茶さ道どうクラブの会長が抹まつ茶ちやをたてる大名屋や敷しきだった。

　つまり、もっとも正統派の店がまえだ。最初からそれが予想できたからこそ、一年クラスがどちらも奇きをてらったとも言える。

　店内は、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの黄金の茶室をモチーフとして、目もあやな金ぴかだった。もてなす人々の衣装も豪ごう華かだ。中をのぞいた泉水子は、これにもすなおに感心した。

　綿菓子を食べ終えたので、黒頭ず巾きんの紗しやの垂れ布を下ろしてしまうと、パトロールはとても気楽だった。顔を隠かくしたとたん、黒子ルールを実感できる。顔のない人間というものは、やはり存在感をなくしているのだ。

　校舎内の演劇会場を見て回り、自信を深めた泉水子は、思い切って一年Ａ組の教室に入ってみた。黒子は他に見当たらない。代わりに、接客係に高柳一条を見み出いだして、あわてて回れ右するはめになった。

（……危ないところだった）

　高柳が着ている衣装は、たしかに白いひだ襟えりのある西洋ものだった。胸むなもとに派手な赤い刺し繡しゆうのある、淡たん黄おう色しよくのジャケットと膝ひざ丈たけのズボン、白のハイソックス、茶の革かわ靴ぐつといったいでたちだ。寮りようの部屋着が白しろ袴ばかまだった高柳なので、今さら和装をしてもおもしろくないのかもしれない。店内には、同じ服装の生徒があと三人くらいいたので、あれが遣けん欧おう少年使節なのだと納得する。

　他にも、陣じん羽ば織おりの装束に白いひだ襟をつけ、長い髪かみを束ねた若武者がいた。「島原の乱」の天あま草くさ四し郎ろうだろうと思われた。バテレンつながりなのだろう。テーブルは満席で、待ち行列ができ、彼らの給きゆう仕じはおおいに受けていた。

「イカガデスカ。信ジル者ハ救ワレマス」

　キリスト教の伝道師が配っている、試食用のカステラやビスケットも、たちまち消えていく。泉水子も味見がしたかったが、顔を見られたくないのでがまんした。

（でも、これで、校舎内の発表はぜんぶ目を通したかな……）

　どの発表にもたいしたトラブルは起きていなかった。外部の見学者も楽しげに見える。執行部のみんなが喜ぶ報告ができそうなので、足取りは軽かった。

　泉水子が何の心がまえもなく、正門通りの広場を歩いていたときだった。行き交かう人の多い場所で、ふいに女子生徒の声が上がった。

「あっ、あの人。きっと、そうじゃない？」

「そうかも」

「声、かけてみたら？」

「マユがかけなよ」

　けげんに思ってふり返ると、中等部のブラウスを着た女子が四人ほど、泉水子のもとへ駆かけ寄ってきた。全員、美少女風にスタイルがよく、紺こんチェックの短いスカートがよく似合う。並ぶとアイドルユニットか何かのようだ。

　大きな目の印象的な一人がたずねた。

「あのっ、もしかして、鈴原さんじゃないですか？」

「えっ……」

　顔を隠しているのに言い当てられて、泉水子は思わず棒立ちになった。

「やっぱり鈴原さんですよね。そうですよね」

「ええと、はい、そうですけど……」

「よかったー、もう見つからないかと思った」

　困こん惑わくして泉水子はたずねた。

「あなたたち、戦国衣装は？」

「合唱コンが終わったところなんです。着き替がえるのはこれからです」

　言われて、そうだったと気がついた。コンクール優勝予想の表を思い出し、思わず垂れ布をめくって聞いてみる。

「どのクラスが優勝したの？」

「一位は三Ｂです。でも、三Ａと三Ｃが同列三位になっちゃって、決着がつかなかったんです。だから私たち、また決められなくなっちゃったんです」

　髪をショートにした女の子が早口に言った。

「一番負けたクラスの子が、お姫ひめ様になるはずだったけど、私たち、どうしてもどうしても、お姫様になりたくないんです」

「なりたく──ないの？」

　泉水子はまばたいた。この少女たちが、中等部のミスコン候補者だったということは、簡単に見当がつく。だが、お姫様の取り合いではなく、逆だとは思っていなかったのだ。

「だれもなりたくないの。どうして？」

　ひとりが声を震ふるわせ、泉水子に答えた。

「たたりがあるんです。お姫様になると」

　どきりとして一同を見回す。全員そう信じていることは、深刻な顔つきから明らかだった。泉水子は、最初に声をかけてきたマユという子を見やった。

「ひょっとして、着付け講習会にだれも来なかったときから、そういう事情だったの？」

　彼女は大きくうなずいた。

「すみません。最初、私がモデルをやるはずだったんです。でも、決まったときから、おかしなことがつぎつぎあって。いやがらせをされてると思いこんで……」

「ワコに替かわったら、ワコは見ちゃったんです、着物を着た女の幽ゆう霊れい」

「トモがなったら、お味み噌そ汁しるに長い髪の毛が入っていたんです」

「ペンダントが壊こわれたんです」

「櫛くしが壊れたんです」

　少女たちは勢いづいて、一いつ斉せいに言いはじめた。声が重なって聞き取れなくなったが、泉水子も、候補者たちが全員泣いてしまったトラブルは、そこから発生したのだと理解することができた。お互たがいのいやがらせを疑い、のちには、自分たちが何かにたたられていると信じはじめたのだ。

「それなら、だれもならなくてもいいと思う。無理をしてお姫様をつくらなくても」

　きりがないので、泉水子がさえぎって言うと、マユがふいに一歩つめ寄った。真しん剣けんな声こわ音ねで念を押す。

「鈴原さんは、お姫様になっても何ごとも起こらなかったんですよね？」

　泉水子は少々たじろいだ。後ろめたく姫神の憑ひよう依いを思い出すが、たたりとは言えないと思いなおす。

「……おかしなことはなかったけど」

「宗田さんもですよね？　高等部の女子寮って、幽霊が出た話を聞かないですよね？」

「うん、ないと思う」

「どうすれば、たたりがなくなるんですか」

　困った質問だった。しかも、中学生たちは大まじめで、気休めを言ったのでは承知しない表情を浮うかべている。これも、執しつ行こう部ぶが介かい入にゆうするべきトラブルと言えるのだろうかと、泉水子は頭を悩なやませた。

「ええと。たたりかどうかは、とりあえず……」

「来てくれませんか」

　最後まで聞かずに、マユがさえぎった。

「うちの生徒会役員が申し出て、ことわられたことは知ってます。でも、もう、時間がないんです」

「そんなことを言っても、このわたしが本番でお姫様をするわけには」

「いいえ、できます。鈴原さんか宗田さんでなくては、きっと、戦国のお姫様になってはいけなかったんです」

「ちょっと待ってよ──そんなの、だめだってば」

　中学生たちは強ごう引いんだった。泉水子が止めようとしても、まるで聞く耳をもたない。四人がかりで泉水子をせき立て、腕うでに腕をからめ、後ろから肩かたを押してまで、中等部校舎へ向かおうとした。たぶん、校舎まで行ってしまえば、さらに大勢で囲んで泉水子を説とき伏ふせることができるからだろう。

　泉水子も、そうなってまで拒こばみきれるかどうかわからなかった。ひどくあせるものの、彼女たちを乱暴に扱あつかい、声を荒あららげて怒おこることは、泉水子にはできない相談だった。ずるずるといっしょに歩き出してしまう。

「そこ、何やってるの。中等部」

　男子生徒の声がかかり、少女たちはさすがに足を止めた。ふり返ると、すらりと背の高い黒くろ子こが立っていた。顔に垂れ布を下げているが、泉水子には、腕を組んだポーズをひと目見ただけで、だれかはすぐにわかった。

「執行部はこれからミーティングなんだ。勝手につれて行かれちゃ困る」

　大またに歩み寄り、相楽深行は垂れ布を払はらって顔を現した。中学生たちは目に見えてたじろいだ。

「あっ、相楽さん……」

　四人全員が、彼がだれかを承知していた。深行の顔は、中等部にもかなり売れているらしかった。上背があるせいで、間近に立たれると真っ黒な姿に威い圧あつ感かんもある。

「おまえたち、鈴原なら直じき訴そで押し切れると思ってやしないか。それって、高遠の顔をつぶす行こう為いだぞ」

　確かく認にんするようにひとりずつ顔を見られて、少女たちはもじもじしはじめた。ほおを赤らめる子もいる。やがて、髪をショートにした子が思い切ったように言った。

「鈴原さんが来てくれないと、私かワコがお姫様になるしかないんです。そしたら呪のろわれちゃうんです。高等部の先せん輩ぱいは、そういうの、助けてくれないんですか」

「呪われるって、どういうこと？」

　深行が聞く姿勢になったので、中学生はたたりとしか思えない事情を訴うつたえた。相手が深行になったせいか、前ほどヒステリックな調子をなくしたが、同じ説明をくり返すあたりが、いかにも本当のできごとらしかった。

　聞き終えた深行は、一同に告げた。

「そういうことなら、危険をおかさず、だれもお姫様にならなくていいだろう。パレードのお姫様は、輿こしに乗って登場するそうじゃないか。輿の帳とばりを一度も上げなければ、いなかったとしても何とかなるよ」

　中学生たちはお互いの顔を見合わせた。

「いなくてすむなんて、私たち聞いてません」

「臨機応変に、発想の転てん換かんができなきゃ。お姫様は、下しも々じもの人間にはめったに顔を見せない存在なんだ。そんな演出くらい、いくらでも工く夫ふうしてできるだろう」

「でも……」

　四人は納なつ得とくできずにぐずぐずしている。深行はふいにほほえんだ。真顔のときには目の鋭するどいタイプだけに、笑え顔がおはたしかな効果を生んだ。

「まだ、たたりが怖こわいんだったら、そういう話はおれたちより宗田のほうがくわしいんだ。ミーティングで顔を合わせたら、今の件を宗田に伝えてやるよ。相談に乗ってくれるはずだ」

「本当ですか」

　中学生たちの顔はようやく明るくなった。

「宗田さん、本当に、私たちのことわかってくれます？」

「保証する」

　深行が明言したので、彼女たちはやっとのことで泉水子の腕を放し、自分たちの場所へもどっていった。見送った泉水子は、安あん堵どして力が抜ぬける思いだった。

「よかった……聞き分けてくれて……」

「鈴原も鈴原だぞ。中学生に泣かされていてどうする」

　嘆なげかわしげに深行が言った。泉水子が困りはてて半泣きになったのは事実なので、これには返す言葉もなかった。

「年下の女子になめてかかられるって、あまりに情けなくないか。鈴原って結局、人間相手のときが一番だめなのな」

「だって、あの子たち、すごく必死になっていたんだもの……」

「霊障があるのかもな」

　深行もその点は認めて、急に声を低くした。

「結界の影えい響きようが、中等部のほうに強く出るってのは、おれも気が回らなかった。あいつらのほうが敏びん感かんであっておかしくないんだ。寮りよう暮らしの不安が、おれたちより増ぞう幅ふくしやすい連中だ」

　泉水子はため息をついた。陰おん陽みよう師じのつくった結界が霊を呼びこむ以上、やはり何ごともなくはすまされないのだ。

「たたりの件、今みたいに真響さんに振ふっちゃってよかったの？」

「そりゃ、ここで高柳の名前を出すよりは、ずいぶんましだろ」

　講堂に向かって歩き出しながら、深行は答えた。

「結界の仕し掛かけを放置している点では、宗田だっていくぶん同罪と言えるんだ。宗田も、自分が出ていくことくらい承知しているよ。高柳がやりたがっていることは、たぶん、みんなに除霊の力を見せつけることだ。それが陰陽師の本筋でもある」

（……除霊の力……）

　泉水子は考えこんだ。祓はらい清めの技わざは、神社の神官たちももっているし、深行の父と泉水子の父が属する山やま伏ぶしたちも、同じようにもっている。それは、護身法を身につけた人々の術の延長上にあるものであり、系統や宗派を超こえて、霊と向き合う人々が共通して身につけた技能だと言えた。

　だが、泉水子自身は、除霊に関して何も習得していない。体質的に、霊を祓はらうほうではなく憑つかれるほうだからだ。最近になってやっと、自分ひとりの護身が効くようになったレベルなのだ。

「陰陽師は、有能なら神しん霊れいでも祓えるのかな……」

　泉水子がつぶやくと、深行は空をふり仰あおぐようにして答えた。

「さあな。今のところ、わかっているのは、そのへんが高柳と宗田の勝負のしどころだってことだけだ」

　泉水子は、ふと、講堂のガラスに映った自分の姿を見て、頭ず巾きんがゆがんでいることに気がついた。中学生ともみあったせいのようだ。引っぱっただけではうまく直らないので、一度脱ぬぐことにする。

　深行はふり向いて何か言おうとし、急にあっけにとられた顔つきになった。

「鈴原……なんだ、その頭」

　泉水子のお団子頭を、彼は一度も見ていなかったことを忘れていた。Ｃ組でずいぶん人目にさらしてしまったため、つい、うっかりしていたのだ。言われる前に言ってしまおうと、急いで口にした。

「わかってる。シャンハイ雑ざつ伎ぎ団だんだってことくらい」

　深行が、はったと自分の口を押さえた。吹ふき出したのだ。少しのあいだ、かみ殺そうと努力していたが、ついに力及およばず、大きく肩をゆすって笑い出した。止まらなくなった様子で泉水子に背を向け、かがみこんでまで笑っている。

　大笑いする深行を目の前にしたのは、これがはじめてかもしれなかった。学園では知的でクールな人物として鳴らしていたし、二人きりのときに笑えるものごとは、そう多くなかったのだ。泉水子はぽかんとして、ゆれ動く黒い背中をしばらくながめていたが、徐じよ々じよに憤ふん慨がいしたくなってきた。

「あのね。そこまで、笑うところ……？」

「いや、ちがう。鈴原のせいじゃない」

　さすがに失礼だとわかるらしく、深行はけんめいに咳せきをして笑いの発ほつ作さを静めた。

「……これは、たぶん反動だ。この前、姫神にいい加減びびらされたから」

　表情をもどし、話を再開しようとした深行だったが、泉水子を見やって息を吸ったとたん、また盛大に吹き出した。

「相楽くん、何なのよ」

「わるい……」

　深行は、あきらめて笑い続けた。

「その髪かみ型がたで、姫神が降臨するところ、ギャップありすぎ……」

　泉水子はふくれながら頭巾を被かぶり、まったく始末に悪いと考えた。

　深行は、泉水子の前では、他人に見せない顔を見せる。ある意味、最初の出会いからそうだったので、前に一度、外づらの笑顔を向けられたら、そのほうが痛いことがよくわかった。だから、これもありがたいことなのだろうが、喜んでいいかどうかは微び妙みようだった。

　深行と泉水子の関係が特別なのは、彼氏彼女だからではなく、二人の間に姫神が介かい在ざいしているせいだ。深行の目に、泉水子のだめな部分がとことんだめに映るのも、彼が姫神と関かかわっているせいだった。

（……なんだか、ずいぶん、わりが合わない気がするんですけど）

　だが、そのおかげで、深行に再三助けられていることも、目をそむけられない事実だった。今は執行部メンバーが集まるところで、深行が通りかかっても不思議ではないが、彼が声をかけなかったら事態はもっと紛ふん糾きゆうしていたのだ。

　深行の姿を見てほっとしたことは、これまでにも何度もあった。胸の内のどこかでうれしいのはたしかだ。けれども、深行との身近さになじみ、彼に助けられることが当然になってはいけない気もする。だからこそ、始末に悪いのだった。







　講堂では、午前中のステージが無事に終しゆう了りようしたところだった。ホールの観客がぞろぞろと出て行き、ラウンジの奥では、執しつ行こう部ぶの黒子たちがつぎつぎに頭をそろえた。

「それじゃ、そっちの端はしから順に、あったことを報告して」

　仄香が命じ、最初に深行が話をはじめた。てきぱきと何点かあげた後、中等部パレードのお姫様役が、いまだにもめていたことをつけ加える。女子たちが泉水子にせがみにきたことを語ったが、原因のたたりについては詳くわしく触ふれなかった。

「……というように、この際、お姫様抜きでパレードをするようアドバイスをしときました。以上です」

「当日になってまで、まだお姫様がだめなの。なんだか根が深いね」

　仄香は考えこむ顔つきになった。

「アドバイスは的確だったけど、後で早川委員長が何か言いそうだね」

「華はながないって発言だろう。そりゃそうだ。輿こしの中が空っぽじゃ、あいつはがっかりするよ」

　星野が口を出すと、大河内は反論した。

「ミス中等部候補が、そろって輿の外を歩いているなら、そのほうが見み応ごたえがあるじゃないか」

「いや、お姫様ってのは何か特別なんだよ。見えなくてもさー」

　秋あき之の川かわ女史が冷ややかに言う。

「ここは、当事者の気持ちを思いやるべきでしょう。男子の妄もう想そうを優先することはできません」

　仄香はあっさりうなずいた。

「それはそのとおり。では、次」

　その後の一年生の報告には、検討するほどのトラブルは出てこなかった。校舎内と講堂の発表は、ほぼ順調な流れだ。だが、報告者が二年に移ると、すべてがいいわけではないとわかった。

　メモを見ながら、今いま井いが言った。

「ホラーハウスで気分が悪くなる者が、予想以上にいる。五、六人が保健室で休むことになったそうだ。具合はたいしたことなく、少し休めば帰れる程度だったらしいが、午前中だけでこの人数というのは、ちょっと考えものだと思うな。午後には、中学生や合唱コンに集まった保護者が、こっちの見物にどっと繰くり出してくるんだし」

　仄香が渋じゆう面めんをつくった。

「何それ。ホラーハウスに、やりすぎのパフォーマンスがあるということ？」

　星野が、まばたきしてから急いで否定した。

「ええと、おれはそうまで思わなかったけど。中を見てきたけど、ご愛あい嬌きようのレベルでしかなかったぞ」

　大河内も首をかしげた。

「おれもそうだな。まあまあふつう？　どうすれば、あんなホラーハウスで具合悪くなどなれるんだ」

「あなたたちの感受性がにぶすぎるのかもね」

　仄香は冷めた声で言い、今井に確かく認にんした。

「具合が悪くなった人って、どういう顔ぶれかわかる？　一いつ般ぱん来場の人もいる？」

「そこまでわかっていないが、女子ばかりのようだよ」

「女子ばかり……ね」

　生徒会長は、次の言葉をなかなか言い出さなかった。だが、八王子城じよう跡せきの現地調査に参加したメンバーは、仄香が何をためらうのか察することができた。自分で確認してくるべきだが、できることなら入りたくないのだ。幽ゆう霊れいにはめっぽう弱い仄香なのだった。

　口を開いたのは深行だった。ごくさりげなく言った。

「おれが調査します。午後一のパトロールは、そっちの分担だし」

　真響は、深行の顔をちらりと見てから発言した。

「あ、私も同じ分担ですが、さっき出た、中等部パレードのトラブルが気になるんです。お姫様モデルを経験した身として、中学生と話をしてみたいと思います。分担場所をだれかと交こう替たいしてもらってもいいですか」

　仄香は有能な二人にうなずいた。表情に出さなかったが、ほっとしているのはたしかだった。

「いいよ、適材適所だと思う。それなら、パトロール場所の交こう換かんは一年同士で決めておいて」




　　　　三




　真響はミーティング終了後、話し相手が深行、泉水子、弟の真夏の三人きりになると、さっそく腕うで組ぐみして言った。

「三年のホラーハウスが一番問題になることくらい、最初からわかりきったことだったよね。あからさまに、八王子城の幽霊が出し物なんだから」

　深行は考えこむ顔をした。

「だけど、そこまでやばいものにするかな。客がばたばた倒たおれたら、いくら何でもまずいんじゃないのか」

　宗田きょうだいが、黒くろ子こ姿で並んで立っている。まったく同じ装いをした真響と真夏は、似ているようでもあり、似ていないようでもあった。真夏のほうが肌はだの色が濃こいし、二、三センチ背が高い。男子と女子の体型の違ちがいもいつもより目につく。その一方で、黒頭巾が髪型を隠かくしていると、額ひたいつきや直線の眉まゆの形がそっくりで、顔つきの相そう似じがよく見てとれた。瓜うり二ふたつではない二人だが、同じ遺伝子を持つことが明白だ。

「女子ばかりというのが、何か気になるのよね。中等部のトラブルは、女子寮りようで起こっているし」

　真響は言い、値ぶみする目で深行を見やった。

「相楽って、どのくらいの確率で除霊できるの？」

「知るもんか。それが言えるほど、ふだんからやっているわけないだろ。何が除霊かもよくわかっていないってのに」

　不満そうに答えてから、深行はやや思いなおして続けた。

「だけど、いざとなれば案外できるのかもしれない。神霊を知ってしまった以上、そういうことになるのかもしれない……ところで、そう言う宗田はどうなんだ」

　真響は肩かたをすくめた。

「山伏のほうが、まだしも除霊を扱あつかう環かん境きようにいるかと思ったのに。私たちも、まあ、似たようなものよ。真ま澄すみが式神になった霊を食べてしまったことは知っている……それを除霊と呼んでいいなら別だけど。私たちが自分で除霊する機会には、まだまだ遭そう遇ぐうしなかったってわけ」

　真響と深行は、あとの二人に視線を向けた。泉水子と真夏は、お互たがいの顔を見合わせてしまった。

　ようやく真夏が言った。

「……それでふつうだよな。おれたち、まだ高校生なんだし」

　少ない経験の中で類推するしかないのだ。自分たちは、霊の扱いが職能として身についた大人とはわけがちがう──そう考えながら、泉水子は、ためらいながらも言ってみた。

「中学生たちに、高等部の女子寮には幽霊が出ないって言われて、ちょっと思ったんだけど。もしかすると、前に真澄くんが来たからじゃないかな。神霊が入ってきた場所には、幽霊が寄りつかないのかも」

　泉水子は、自分の寮で幽霊を見るという気がまったくしないのだった。その根こん拠きよを探そうとすると、２０８号室のベッドのはしご段に登り、真響の寝ね顔がおに見入っていた真澄の姿が目に浮うかぶのだった。

「高等部の寮には、そういう神霊のきょうだいを持っている、真響さんがいるからじゃないかな……」

　真響がすばやく口をはさんだ。

「それを言うなら、泉水子ちゃんだって同じでしょ。泉水子ちゃんが女子寮にいるからじゃないの」

「なるほど、そういう考え方はできるな」

　深行が口調をいくらか明るくした。

「そういえば真澄は、男子寮にも入ってきたっけ。神霊というのは、それだけ強力な存在であって、いるだけで場を清めてしまうのかもしれない。神霊とつきあう人間がいることが、知らないうちに除霊になっているのかもな」

　真夏がびっくりしたように言った。

「なんだよ、ここにいる四人とも幽霊がよく見えないって、つまりはそういう話だったのか？」

「見えないからこそ、扱いが難しいってところはあるけどね」

　真響が引き取って続けた。

「でも、守られていると感じるというか。神霊にかかわる人間には、幽霊が寄りつく余地がないなら、私、中学生の力になってやれる気がしてきた。真夏にはいっしょに来てほしいけど……どうする？」

　真夏はすぐにうなずいた。

「行くよ。どういうことになってるのか、おれも知っておきたいし。中等部のパレードには、馬術部の先せん輩ぱいが参加することにもなってるし」

　結論は明らかだった。真響と泉水子がパトロール場所を交換し、午後から体育館へ向かうのが一番いい配置だった。だが、真響は心配そうな顔つきになった。

「相楽はどうなの。ホラーハウスの件、全面的にそっちにまかせてだいじょうぶ？」

「何とかなるはずだ」

　深行はうなずいた。

「人気投票の対象になる学祭の出し物が、手に負えないほど危険な演目になっているとは思えないよ。行ってみれば原因がわかるだろう」

「あんまり甘く見ないほうがいいと思うよ」

　真響が言うと、深行はちらりと笑った。

「おれが、この方面で図にのると思うか？　だけど、除霊できるかどうかはともかく、幽霊になつかれない自信ならかなりある」

　すでに和わ宮みやという神霊に憑つかれているからだ──とは、深行も言わなかった。だが、根拠のある自信だということが、口ぶりや態度に表れていた。真響はそれを見てとったらしく、あれこれ言うのはやめて、泉水子をふり返った。

「泉水子ちゃんは、無理しないでね。危ないものに近づけば、泉水子ちゃんならすぐわかるとは思うけど」

「うん。気をつける」

　泉水子はほほえんで答えた。深行に教わった護身法が効くようになったのだから、術から身を守る点では、自分で自分のめんどうが見られると考えていた。







　四人は、購こう買ばいのパンで立ち食いの昼食をすませると、正門前の広場で二手に分かれた。

　宗田きょうだいは中等部校舎へ向かい、深行と泉水子はキャンパス奥への坂道を上る。

　通りは外部の見物人でにぎわい、ふだんの学園では見られない活かつ況きようだった。正午を過ぎ、人出が増えたのがはっきりわかる。左側に図書館、右側に体育館が見えるあたりまで来ると、思った以上の混雑だった。ホラーハウスの人気のほどがうかがえる。図書館前の保護者バザーをひやかして歩く人も多いようだ。

　頭ず巾きんの垂れ布を下ろして歩きながら、深行が言った。

「鈴原は、ホラーハウスの外で待っていろよ」

「えっ、どうして」

　泉水子が聞き返すと、深行は意外そうに見やった。

「何考えてるんだ。鈴原にはリスクが高すぎるだろ。女子ばかり気分が悪くなってるんだぞ」

　泉水子にとっては、深行がひとりで行く気だったことのほうが驚おどろきだった。

「だって、わたし、真響さんの分担だし。それに相楽くん、人気投票の出し物が危険な演目のはずがないって、自分で言ってたじゃない」

「それは一般論だ。おまえには一般論が通用しない。だから、わざわざ試ためすことなんかない」

「わたしの目なら、見えるものがあるかもしれないのに。それに、危険なものは、わたしのほうがずっと早くからわかるんだから。危なくなる前に、遠くからでもわかるし。ちょっとのぞくことくらい、できるよ」

「切り札にとっておけよ、そういうものは」

　深行は、前を向いたまま低く言った。

「まだ、明日あしたのゲームが残っているんだ。三年に陰おん陽みよう師じの仲間がいたとして……たぶん、その確率は高いが……わざわざ顔を出しに行くことないだろ」

　小さくどきりとして、泉水子はたずねた。

「明日のゲームが本番だって、そう考えているの？」

「人気投票の結果で、チームの組み合わせが決まるんだ。あいつらの仕し掛かけが意味を持つとしたら、その後だと考えて当然だ。今日より明日のほうが全体の監かん視しができないし、何が起こるか本当にわからないのは、明日の合戦だよ」

　深行がそう言う間に、体育館の前までやって来た。外がい壁へきにおどろおどろしい横看板が掲かかげてあり、ホラーのふんいきを高めてある。「八王子城の惨さん劇げき」という血のしたたる文字が浮かんでいた。

　体育館入り口には、入場待ちの列ができていた。最さい後こう尾びのプラカードをもって案内している生徒がいるので、泉水子は感心してながめた。

「人気、すごいね……」

「ここは黒子の特権で、割りこみだな。待ってなどいられるか」

　深行はさっさと行列のわきを通り抜ぬけ、体育館のロビーに入っていった。泉水子が続くと、ロビー内の壁かべには歴史説明のパネル展示があり、これを見ている人も多かった。ホラーハウスは暗幕を下ろしたフロア扉とびらの先だ。数人ずつしか中に入れず、待つ人々の怖こわさと期待をあおっている。

「鈴原は、ロビーか出口で待ってろよ。裏方の三年に話を聞くことになったら、少し時間がかかるかもしれないが、そんなに手間をかけずに出てくるから」

　泉水子は、最近いつもこうだという気がしてならなかった。深行に庇かばわれていると考えてもいいが、それよりも取り残される気分のほうが強かった。

「相楽くんなら、ぜったい危険がないって言えるの？　もう、わたしたち二人とも、高柳くんに術者と見なされるんじゃないの？」

　高柳が、それなりの手を打つと宣言したことが気がかりだった。深行にも彼の術を破る能力があったことが、今では相手に知られているのだ。

「あいつに格下扱いされなくなったことを、こっちも喜ぶところだな」

　垂れ布で表情は見えないが、深行がおもしろがっているのは声でわかった。けんか上等の態度なのだ。

「和宮が憑いてることで、どれほどのことができるようになったか、試してみるにはちょうどいい。おれも術者に対たい抗こうできるってことを、もうちょっと実感してみたいしな」

（それって、十分、図にのっているのでは……）

　泉水子は指し摘てきしたくなったが、和宮が姫神の眷けん属ぞく神であることを思い合わせると、面と向かっては言いづらかった。試したがる深行の口ぶりには、どこか捨てばちなものが含ふくまれているようで、はっとさせられてもいた。

　深行は話を切り上げ、手を振ふるしぐさをして、ホラーハウスの入り口へ向かった。入場を仕切る三年に短くことわりを入れ、暗幕の隙すき間まにすべりこんでいく。

（わたしだって、ホラーハウスがどんなものか体験してみたいってことは、ぜんぜん思いつかないのかな……）

　泉水子は、ため息をついて考えた。

　しかし、そう思うのも身勝手だということは、どこかで承知していた。

　深行は、山やま伏ぶし修しゆ行ぎようをしたとはいえ、これまで霊とは関かかわらない人間だった。今は、和宮とどう折り合いをつけるかで悩なやんでいる。泉水子自身も血筋に憑く姫神をもてあましているが、いきなり降ってわいた度合いで言えば、深行のほうが大きいのだった。見た目以上に必死なのかもしれない。

（そうさせたのは、たぶん、わたしなんだし……）

　重い気持ちで自分に言って聞かせる。深行といっしょに、もっと愉ゆ快かいなことをする道はないのだろうかと、考えずにはいられなかった。







　三年有志によるホラーハウスは、準備段階から生徒のあいだで評判だった。泉水子も、多少は内容を聞き知っていた。

　体育館のフロアを、黒いパネルで仕切って、簡単に出られない迷めい路ろにしてあるのだ。暗幕の隙間にちらりと見ただけでも、内部はそうとう暗い。そこを探さぐりながら歩くと、不意打ちでぎょっとするイベントに出くわすという仕掛けだ。

　女子の大きな悲鳴が、ときおり外までもれてくる。だが、喜んであげている悲鳴のようにも聞こえる。順番待ちで並んでいる人々も、悲鳴を聞くとむしろ期待を高めてざわめいていた。

　けれども、泉水子は、他ほかの人々のように気安く待つ心境にはなれなかった。少しでも気をまぎらわそうと、ロビー展示のパネルを読んでみる。

　壁に掲げた解説は、泉水子もよく知るようになった、八王子城落城の史実だった。戦国時代末期、小田原城の支城だった八王子城が、豊臣秀吉の軍勢に攻せめられ、見せしめとも言える死傷者を出して落城したこと。城主の館やかたの女たちや農民兵が、大量に死んでいったこと。

　館に仕えた女たちは、敵兵に火をかけられて逃にげ場ばを失ったあげく、己おのれを短刀で突つき、またはお互たがいに刺さしちがえて、庭園の滝たきつぼに身を投げたのだった。地元で起こったできごとだけに、どんな気持ちだったかと身に迫せまるものがある。

　泉水子は文章を目で追ったが、侍じ女じよたちの薄はつ幸こうを思いやるよりは、深行のことを考えていた。深行も幸せとは言えないかもしれないと、ふと、そう思ったのだ。

（性格きついけど、そうなるような育ち方をしている。お母さん、早くからいなかったし……）

　父の雪ゆき政まさは、深行が小学生になったころに離り婚こんしていた。父一人子一人だが、まったくの放任で育てたようだ。第一、どこをとっても父親らしい人物ではなかった。見た目には兄でしかなく、実じつ年ねん齢れいで言っても親としてぎりぎりの若さだ。

　深行が何でもひとりでこなす人間になったのは、そうして生きる必要があったからだろう。そつなく周囲とつきあうが、本当は心を開かない。ゆるい態度で他人にまかせるような、甘やかされ、大事にされる暮らしをしてこなかったのだ。

（だから、わたしのこと、すごく歯がゆく思うのはわかる。深行くんと正反対の育ちだからだ。大事にされすぎて、いまだに何もできないと思われている。でも……）

　泉水子には、正反対の自分もまた、幸せだとは思えなかった。姫神憑きの人間は、大事にされてもたいそう孤こ独どくだ。あまりにも他の人々とかけ離はなれているからだ。家族であれ、親身に尽つくしてくれる人であれ、実際には遠く隔へだたっている。

　自分だって、だれかひとりくらいは、もっと身近な場所にいてほしいのだ。その願いが、玉たま倉くら山やまの神しん霊れいを和宮さとるに形作ったとも言えるのだった。

　時間とともにそわそわしてきて、細かい文章を読むのをやめ、泉水子が頭巾の垂れ布をもどしかけたときだった。

「あっ、ちょっと。ちょっと待って、鈴原さん」

　声をかけた男子生徒がいた。泉水子は手を止めてふり向いたが、目にしたのはぜんぜん知らない顔だった。着ている武士の肩かた衣い袴ばかまから類推すると、たぶん二年生だ。

「あの、写真撮とってもいいかな。今日の記念に」

　携けい帯たい電でん話わをかざして見せる。

（……黒くろ子こは、なんでも屋だと思われているのかな）

　一いつ般ぱん来場者に親切にしろと指示されたが、学園生徒の用向きに応じろとは言われていないと考えていると、相手は、泉水子の不ふ審しんさを感じとったようだった。

「あ、いや、おれのじゃなくて……おれのクラスに、たまたま鈴原さんのファンがいて」

　彼と似たような身なりの男子二人が、笑いながら背後にやってきた。

「何、言いのがれてんだよ。潔いさぎよくコクれよ」

　泉水子は後ずさったが、冷やかしの彼らはだいぶぶしつけだった。

「鈴原さん、こいつといっしょにカメラに収まってやってよ。あ、その黒頭巾はとってからにしてね」

「どうしてですか」

　泉水子は、できるかぎり毅き然ぜんとした態度をとろうとした。

「やだなー、すっごいレアだって、もう朝から情報が出回ってるよ」

　目をぱちくりさせていると、そう言った男子は、自分の携帯電話を泉水子にかざしてみせた。

「ほらっ」

　たしかに、蛍けい光こうカラーゴムのお団子頭をした泉水子が写し出されていた。

　一年Ｃ組の屋台裏で働いているとき、いつのまにか撮られていたのだ。「激レア」という、だめ押しのコメントまでついていた。

「だれですか、こんなことした人……」

　泉水子の顔色が変わったのを見て、二年男子は意外そうに言った。

「あれ、承知じゃなかったの。鈴原さんの写真って、このところけっこう出回っているじゃん」

「そうそう。マユラ姫のもう一人のお姫様でしょ」

「ぜひ、今日のレアなところを一つ」

　二年男子は笑って言いつのった。最初に声をかけてきた男子は、一番気の弱そうな笑え顔がおだったが、真しん剣けんに言うぶん、かえってたちが悪いかもしれなかった。

「いや、いっしょに撮らなくていいんだ。ただ、鈴原さんの写真があれば。つきあってくれとか、そういうつもりじゃないんだ。その……考えてくれるなら、もっといいけど」

　泉水子は口を開け閉めしたが、言葉が出てこなかった。必死で左右を見回す。すでに、この場を逃げ出すことしか考えていなかった。

「……わたし、執しつ行こう部ぶの仕事があるんで、失礼します」

　やっとの思いで言ったが、もちろん相手には聞き入れてもらえなかった。

「用事の後でもいいよ。ついていくよ」

「おれたちにも道案内してくんない？　それが黒子のお仕事でしょ」

「いえ、パトロールがあるんです。この中の」

　二年男子を振り切る方角は、もう、そこにしかないようだった。深行が列に並ばずに入ったのだから、自分も入れるだろう。よく考えている暇ひまはなく、泉水子は入場制限をする三年生に頭を下げ、暗幕先のホラーハウスへ逃げこんだ。







（どうして、こんなことになっているんだろう……）

　泉水子は立ちつくし、跳はね上がった鼓こ動どうをけんめいになだめた。

　周囲は真っ暗で、目が慣れるまで、順路を示した足もとの青い明かりしか見えない。けれども、今は自分を包みこむ暗くら闇やみがありがたかった。二年男子が入って来られないとわかると、ようやく深呼吸ができるようになった。

（……真響さんならわかるけど。どうしてわたしが）

　出回る写真を当然に思われていたことが、ずいぶんショックだった。お姫様モデルをつとめてからこちら、何かがどんどん変わってしまうようだ。

　小学校でも中学校でも、泉水子は内気で目立たない女子から一歩も出なかった。見知らぬ上級生が声をかけてくるような、目につく存在ではなかった。お団子頭が携帯電話で取りざたされるなどと、この瞬しゆん間かんまで夢にも思わなかったのだ。

　しばらくは、蛍光カラーゴムを悔くやんだり、お姫様モデルになったことを悔やんだりして、禁じられたホラーハウスに踏ふみこんだことに頭が回らなかった。けれども、気がついてみれば、ロビーへもどるわけにいかなくなっていた。

（……まだ、深行くんもこの中にいるかもしれないし）

　少しひるんだものの、泉水子は思いなおした。体育館の中は暗いが、とくに危険な気配は感じない。このまま出口まで歩いていけるだろう。

　前が見えづらいので、頭ず巾きんの垂れ布をめくりたくなったが、そこはじっとがまんした。顔のない存在の利点は守るべきだった。

　順路は、三、四メートル行くと角に当たり、折れ曲がって進んだ。慎しん重ちように角を二つほど曲がったが、何も起こらなかった。

（まさか、これだけ？　暗いだけ？）

　首をかしげていると、テンションの高い声が背後に聞こえた。

　次の見物客が順路に入ってきたのだ。暗い、怖こわい、帰るとさわぐ女子の声と、げらげら笑いながら話す男子の声が響ひびく。

　泉水子がふり返ると、二人組が角を曲がったとたん、天てん井じようの青いライトがその場をピンポイントで照らし出した。女子が派手な悲鳴を上げた。間近な壁かべが開き、血みどろの鎧よろい武者が瀕ひん死しの様子で出現したからだ。

　照明は数秒間で消え、壁が再び閉まる。今は、二人とも大笑いしていた。

（ああ、そういうことか……）

　ようやくからくりが読めて、泉水子は肩で息いきをついた。

　客が通るタイミングを見はからって、三年のだれかが照明のスイッチを入れるのだ。けれども、泉水子は闇やみにまぎれて見過ごされ、イベントが起きなかったのだ。黒子の衣装が本領を発揮したわけだった。

　壁ぎわにたたずんでいると、スタッフばかりか、客の二人でさえ気づかずに泉水子を追い越こした。もっともこの男女は、寄りそうお互いにばかり夢中で、他へは気が回らないようだ。

　泉水子は、彼らの後ろについて歩くことにした。そうでもしないと、出し物が見学できそうになかったからだ。

　しかし、少しでもびっくりするのは最初の二回が限度だった。生首が頭上からぶら下がってきたり、長い髪かみを口にくわえた女が現れたりするが、こういうものに詳くわしくない泉水子でさえ、星野と大河内の感想が妥だ当とうだと思えてきた。

　前を歩く男女も、とっくに怖がってなどいない。なにしろ、脅おどす人々がカップルをやっかんで、「いちゃつくやつは呪のろってやるぞ」とすごんでいるのだ。笑うしかなかった。

　肩を抱だく二人は、とにかく楽しそうだった。後ろについていく泉水子にも、その高こう揚ようした気分が伝わってきた。

（いいなあ……）

　うらやましさを意識する。泉水子は、今の立ち位置が、これまでの自分を端たん的てきに表しているようだと考えた。

（だれからも見過ごされていた。そのほうが助かると思っていた。そのほうがずっと楽だと思っていた……）

　それなのに、今はなぜ、苦い思いがするのだろう。

（……たったひとりでいるのは、だれであろうと淋さびしい……）

　暗い通路を、今度は複数のライトが照らし出した。少々もたついているが、最後の見せ場のようだ。

　出口に近づいたことは、泉水子も感じていた。かたわらに目をやると、赤黒く血に染まった着物を着た、何人もの女性が見えてくる。

　女たちが滝つぼで死んでいった、御ご主しゆ殿でんの悲劇が、ホラーハウスのイベントになるのは意外ではなかった。三日三晩、血染めの滝の伝説があるくらいなのだ。

（……三年有志って、思ったより女子の先せん輩ぱいがたくさんいたんだな）

　わらわらと現れる女性の亡ぼう霊れいを見て、泉水子は考えた。けれども、すぐにぎょっとするはめになった。彼女たちは、前を行くカップルには目もくれず、泉水子を目がけて集まってきたのだった。

「お方かたさま」

「お方さま。よかった、ここにいらした」

「お方さま、お早く」

「お方さま、お早く」

「すぐに敵方が攻せめ寄せてまいります」

　泉水子は、頭巾の垂れ布の中で目をぱちくりさせた。この場面にデジャヴを感じたのだ。

（わたし、これを前に知っている……どうして？）

　どこかで、お方さまと呼ばれた記き憶おくがある。彼女たちが口々に呼ぶ声を、自分の耳は前にも聞き知っている。

「えっと……あの」

「お急ぎくださいませ。どうぞこちらへ」

「ちょっと……ちょっと待ってよ」

　泉水子は声を上げたが、着物姿の女性たちは、泉水子の腕うでを取り背中を押して、歩みをうながそうとするのだった。

　さっきの中等部女子のようだったが、まるでちがっているところもあった。

　寄ってきた女たちは、何人集まっても氷のような冷気をただよわせていた。

「やめて、わたしは行きたくない」

「いいえ、せめておひとりだけでも──」

　押し問答をしているうちに、泉水子はふと考えた。

（……ああ、そうだ、ここには氏うじ照てるさまがいない。このわたしを守ってくれる人はいない。だから、わたしは、ひとりで行かねばならないのだ）

　何となく納なつ得とくする気分になってから、愕がく然ぜんとして頭を振ふった。今、ぼんやりとでもそう考えた自分が怖くなった。のどもとに恐きよう怖ふがこみ上げてくる。

（ここにいては、いけない……）

　さっきまでは、つまらない仕し掛かけのホラーハウスだった。だが、今、泉水子がいるのは、現実とは言えない空間だった。

　かすかな照明のもとでうごめく女たちは、とても生徒の扮ふん装そうには見えない。着物から水にぬれた匂においがしてくるようであり、肌はだはどこまでも冷えきっている。

　女たちに悪意があるわけではなかった。ただ必死になっているだけだ。とはいえ、彼女たちの言いなりになってはいけなかった。だれかと勘かんちがいさせてはならなかった。

「放しなさいってば」

　泉水子は、力をこめて肩かたを振りもぎった。そのまま出口の方向へ駆かけ出す。けれども、暗い通路は異様に長かった。

　闇の中の時間と距きよ離りが、泉水子の走る方向にどんどん引き延ばされていく。暗がりに浮うかぶ無数の手が、泉水子を追ってさしのべられる。その光景が、背後のことなのにはっきり見えた。

　泉水子が走り続けると、女たちの白い手だけが、あり得ない長さに伸のびてゆらゆらと追いすがってくる。

（追いつかれたら、二度と外へ出られなくなる。わたしが、自分をここの住人だと信じこんでしまう……）

　足の遅おそい泉水子だが、けんめいに走った。ありがたいことに、光の射さしこむ出口が見えてきた。

　四角く切り抜ぬかれた光の向こうに、顔の垂れ布をめくってだれかと話している深行が見える。泉水子には、その姿が救命ブイのように映った。あれを手につかめば助かるのだ。

　けれども、出口を飛び出そうとした瞬間、泉水子の肩に手がかかった。

　低くささやく声。

「……つかまえた」







　耳みみ障ざわりな甲かん高だかい悲鳴が、自分の上げた声だということさえ気づかなかった。泉水子はつんのめり、足を止められず、まるでダイビングする勢いで激しく深行にぶつかった。

「鈴原？」

　かろうじて受け止めた深行が、仰ぎよう天てんした声を出したのは無理もなかった。

「いったい何してんだ。中に入るなって言ったのに」

　説明など無理だった。大きな悲鳴を上げたことで、こらえていたものが堰せきを切ってあふれてしまったのだ。泉水子は、深行の黒い着物の胸むなもとあたりを握にぎったまま、全身を震ふるわせて泣き出していた。

　深行と話していた生徒が、泉水子の背後の人物に文句を言った。

「ばか、体に触さわって脅おどかすのはＮＧだって、ルールを決めただろ。どうするんだよ、泣いちゃったじゃないか」

「わるいわるい。思わず手が」

　言いながら出てきた生徒は、女ものの着物を着て鬘かつらを被かぶっていたが、三年男子だった。着付けはへたくそで、足を開いて歩くので、だれにも女には見えない。

「こんなに怖がってくれるなんて、感激もので、ついつい……ごめんなさいでした」

　泣いている泉水子に、深行が困こん惑わくした声で言いきかせた。

「鈴原、落ち着けよ。このホラーハウス、だれも本気で怖がっていないんだぞ。気分が悪くなる人が出たというのも、ガセだったらしい。おれなんか、途と中ちゆうからあくびが出そうだったぞ」

「そこまで言うか？　一年のぶんざいで」

　しかし、三年男子の二人は、時間をかけて泉水子にあやまり、なだめようと骨を折ってくれた。外のベンチに座らせて、甘い飲みものを自じ販はん機きで買い求め、おわびにくれさえしたので、泉水子もほどなく泣きやんだ。

　気を取りなおしてみると、ひとりで大さわぎしたようであり、決まり悪くてならなかった。心臓が縮むほど怖かったのは事実だが、その後のはこびに拍ひよう子し抜ぬけするので、急速に抜け落ちていく。今は、泣いた顔を隠かくせる黒くろ子この垂れ布が、ひたすらありがたかった。

　三年生が体育館にもどるまで、深行は言葉少なだった。彼らが行ってしまってから、泉水子に声をかけた。

「飲んじゃえよ。待っててやるから」

　泉水子はうなずき、ブリックパックにストローを刺さした。いちご味のフレーバーの甘さには平へい凡ぼんな日常があり、さらに気持ちを静めてくれるようだった。

　黙だまってすすっていると、唐とう突とつに深行がたずねた。

「鈴原、そこにいるか？」

「えっ、どういう意味」

　顔を上げると、深行はあわてて顔をそむけた。

「いや、別にいい。姫神だったらと、ちょっと気になっただけだ」

「姫神は、出てこないよ」

　泉水子は答え、確信をもって言えることに少し驚おどろいた。それから、お団子頭のせいだと気がついた。

（……笑われたからだ……ギャップがありすぎるって）

「あのな、鈴原。本当のところは、中で何を見てきたんだ」

　口調を改めて、深行がたずねた。

「勝手にホラーハウスに入ったことは、この際、怒おこんないから言ってみろよ」

　泉水子は少し間をおき、小声で答えた。

「……はじめて、幽ゆう霊れいを見たんだと思う。滝たきつぼに身を投げた女の人たちがいたの。わたしには見えないと思ってたのに」

「護身しなかっただろう」

　怒らないと言ったくせして、深行は非難する調子になった。

「どうして九く字じを切らないんだよ。基本だろう」

「だって、あの人たち、気の毒だったんだもの」

　怖こわかったのは、女たちの亡霊ではないと考えた。泉水子を真に怯おびえさせたのは、自分の考えたことだった。そして最終的には、生身の男子の手だったのだ。

「まったく……」

　深行は大きなため息をつき、ベンチに座る泉水子の正面に立った。そして、泉水子の頭ず巾きんの上に黒い手てつ甲こうをした手をかざして、しばらく唱えた。けっこう長い唱えごとだった。

「……バン・ウン・タラク・キリク・アク・ウン・カン・マン・ボロン……」

「今のは？」

　終わってから泉水子がたずねると、深行は肩をすくめた。

「おれの知ってる気休めだ。手加持ってやつ」

　泉水子は、深行が現世の救命ブイに見えたことを思い出した。

　そして、本気でそのつもりになって、全力でしがみついたことも思い出した。両手にその感かん触しよくがよみがえってくる。顔がほてって熱くなり、垂れ布がなければ、赤くなったところを見られてしまうところだった。

「ありがと……効くような気がする」

　うつむいたまま、ごく小さな声で言ったので、深行には聞こえなかったようだ。恥はずかしかったので、聞こえなくてもよかった。

　そばで、聞き慣れない声が響ひびいた。

「あっ、黒子さんだ。すみません、保健室ってどう行ったらいいんですか」

　泉水子が目を上げると、おしゃれな私服を着た女子が二人づれで歩み寄ってきた。他校の生徒とひと目でわかるが、どちらも顔色がよく元気そうで、その質問にはふさわしくなかった。

「けが人か病人がいるんですか」

　深行が聞き返した。彼は垂れ布を上げて顔をさらしていたので、二人の少女は、おっという表情になって見守った。

「えっと、友だちが今、保健室にいるらしくて。来てくれってメールをもらって」

「わかりました。案内するから、いっしょに行きましょう」

　すぐに答え、深行は泉水子に言った。

「鈴原も来いよ。気分が悪くなった女子ではあるんだし」

「えっ、わたし、もう平気だけど」

　びっくりして答えたが、深行にあっさり言われた。

「診みてもらえと言うんじゃない、調査の続きだ。保健室に行った人の原因を確かめて、そちらの裏も取っておかないと」
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　他校の少女たちは、近きん隣りんの公立中学の生徒だとわかった。

　おしゃれが大人びていて、泉水子はてっきり高校生だと思っていた。小学校からの友人が、鳳城学園中等部に進学していて、その子の誘さそいでやって来たのだそうだ。

　深行がいくつか質問した。

「友だちが具合悪くなった理由、何か言ってきている？」

「ううん、こっちへ来てってことしかメールに書いてないの」

「きみたち、もう、ホラーハウスに入ってみた？」

「これからだった。混こんでるんだもん」

　保健室は校舎一階にあり、急きゆう患かんが校庭からも出入りできるよう、専用の戸口がもうけてある。泉水子たちはそちらへ向かったが、たどり着くより先に、着物姿の少女が手を振りながら駆けてきた。

「ヨッシー、まりりん、ここだよー」

　つれの中学生たちは驚きの声を上げた。

「何してんの、ミチ。体の具合が悪いんじゃなかったの？」

「びっくりしたでしょ、その逆その逆。じつは、二人に具合悪くなってほしいんだ。外部の人だと優先してくれるかもしれないんだもん」

「ええっ、どういう意味よ」

「いいから、来て来て。早く」

　友人二人の腕うでを引っぱってから、黒子がいることに気づいたミチは、ばつの悪い顔つきになった。察した友人たちが、あわてて深行と泉水子に頭を下げた。

「あっ、すみません。もう会えたんで、ここでいいです。ありがとうございました」

　そろって駆けていく少女たちを、あっけにとられて見送ってから、深行が言った。

「なんだよ、あれ。保健室で、何かイベントをやってるとは聞いていないよな」

（……これ、もしかして、もしかすると……）

　泉水子には、かすかに思い当たるふしがあった。だが、深行にどう伝えるかは、なかなか難しいものがあった。切り出し方に迷ってから、控ひかえめにたずねてみる。

「あの、相楽くん。この土日、相楽先生の勤務がどうなっているか、聞いている……？」

「あいつとは、もう何週間も話してない。学祭準備でそんな暇ひまはなかった」

　深行は答えたが、かなり上の空だった。保健室の外には人だかりがしており、カーテンの隙すき間まをのぞこうとする様子が見えるからだ。学園の生徒も一いつ般ぱん来場者もいるようだが、ほとんどは女子だった。

「ここまで来たからには、中に入ってみるぞ。何が起きているのか知らないが、養護の先生の話くらい聞いておかないと」

　やめておいたほうがいいのでは──とは、泉水子にも言えなかった。どの道、深行の機き嫌げんは悪くなるのだからと思い、あきらめの境地になって後に続いた。

　人だかりを分けて入るとあまりに目立つので、二人は校舎内部から入ることにした。廊ろう下か側の保健室のドアは閉め切ってあり、「満室のため、緊きん急きゆう時以外の入室禁止」と貼はり紙がみがしてある。それでも付近の廊下には、携けい帯たい電でん話わを握った何人かがうろうろしていた。

　深行は、遠えん慮りよのない態度でドアの前に立った。人々が顔を向けたが、黒子の垂れ布を下げているので、こういうときは便利だった。軽くノックして、返事を待たずにドアを開け放つ。そして、目にした光景に立ちつくした。

　深行の背中越ごしにのぞきこんだ泉水子は、予測したとおりのものを見たと思った。

（ああ、やっぱり……）

　養護教きよう諭ゆのいすに相楽雪政が腰こしかけ、かたわらに座った女子の話を聞いていた。その後ろを取り巻いて、さらに数人の女子が立っている。

　雪政は、ごていねいにも白衣を着ており、落ち着きはらった保健医そのものだった。看護師の免めん許きよをもっていると語っていたものの、養護の榊さかき葉ばの姿が見えない今、雪政が保健室の主であるかのようだ。

　しかし、白衣を着ても雪政がさまになるのは事実だった。たいそう誠実で清潔そうに見える。柔やわらかな栗くり色いろの頭とう髪はつも、いっそう冴さえて目に映る。

　彼は、別に愛あい嬌きようを振ふりまいているわけではなかった。デスクにノートを広げ、訴うつたえを聞きながら静かに記録しているだけだ。だが、取り巻く全員の視線は、雪政の端たん正せいな横顔に釘くぎ付づけになっていた。

　入室禁止のドアが開いたので、雪政は顔を上げ、絶句して立っている黒子の二人を認めた。だが、取りたててあわてた様子を見せなかった。さりげなくノートを閉じ、丸いすの女子にやさしく声をかける。

「少し席をはずすよ。あと十分ほどで榊葉先生がもどってくるから、まだ気分が悪かったら、薬を出してもらいなさいね」

　最初の衝しよう撃げきからさめた深行が、ようやく小声でつぶやいた。

「女子ばかり来るって、こういうオチかよ……」

　そのときはすでに、歩み寄った雪政が目の前に立っていた。白衣のポケットに手を入れ、他た人にん行ぎよう儀ぎにたずねる。

「執しつ行こう部ぶのお二人さんは、緊急の用件かな。それとも、きみたち自身が急病人？」

　深行の側は、そこまで知らん顔ができなかった。中にいる少女たちに聞かれない程度に、歯の間からささやく。

「いつもいつも、どうしていかがわしいことしかできないんだよ。おまえは」

　雪政は、平然とほほえんだだけだった。

「ちょっと隣となりへ行こう」

　隣の小部屋は相談室で、非常勤のメンタルカウンセラーが来る場所だった。小さなテーブルとソファーを置き、いすは二、三脚きやくしかない。今はだれもおらず、カーテンが閉め切ってあった。

　雪政がドアを閉めるやいなや、深行はさっそくかみついた。

「ちゃんと納なつ得とくのできる説明をしろよ、おれが恥ずかしいから。陰おん陽みよう師じが学園に結界をつくったというのに、おまえには、保健室にもぐりこんで女子を診しん察さつするまねしかできないのか」

「ノーギャラのボランティアだ。榊葉先生は最近、お疲つかれなんだよ」

　雪政は、不当だとばかりに言った。

「それに、わたしは女子だけを診ているわけじゃない。男子にも公平に接している」

「女子しか来ないのは、わかりきってるだろ。ふざけんなよ、ものすごく学祭運営に迷めい惑わくだから、これ以上さわぎを起こさないうちに、とっととどこかへ消えてくれ」

（深行くん、もう臨戦態勢だ……）

　泉水子は肩かたを落として考えた。この親子は、よそゆきでないと温和な会話ができないのだ。少しでも仲ちゆう裁さいになる、自分に言えることはないかと考え、気をとられている最中だった。雪政は、ふいに泉水子の前で両手を伸のばした。

　何のことわりも入れなかった。彼は泉水子の垂れ布をめくり上げていた。花はな嫁よめのヴェールを上げるしぐさに似ており、泉水子は息をのんで見上げてしまった。そして、こういうことを平気でやってのけるのが雪政だった──と考えた。まったくためらいがないので、相手はペースにのせられてしまうのだ。

　雪政はかすかに眉まゆをひそめると、とがめる口ぶりになった。

「泣いただろう、泉水子。何があった」

「あっ、ええと……」

「深行が悪かったのか」

「ぜんぜん、ちがいます」

　うろたえている場合ではなかった。泉水子は、早口になって続けた。

「勝手に、ちょっと驚おどろいただけなの。今まで、幽ゆう霊れいなんて一度も見たことがなかったから。ホラーハウスでそういうものを見てしまって、怖こわくなって逃にげ出したら、三年の人にびっくりさせられて。深行くんは何もしていません、これ、本当です」

　泉水子の言葉に、雪政はほほえんだ。しかし、なぜか真顔よりも凶きよう悪あくに見えた。

「つまりだ。深行はぜんぜん役に立たなかったって、そういう話だよね。そばにいながら何の対処もできず、泉水子をひとりにして泣かせたわけだ」

「そうじゃなくて。深行くんはホラーハウスに入るなって言ったのに、わたしが勝手に入ってしまったの。あんなことが起きるなんて、わからないのが当たり前で、ふつうなら退たい屈くつなホラーハウスだったのに」

　雪政が泉水子を見つめる。茶がかって澄すんだ瞳ひとみの色がやさしいので、逆らうことが恐おそろしくはならなかった。けれども、この人物の魅み力りよくある外見を百パーセント信しん頼らいしてはならないと、泉水子も徐じよ々じよに理解しはじめていた。相手が黙だまっているので、さらにあせって口走る。

「わたし、幽霊が怖かったんじゃないの。それは、本当にそう思ったの。ひやっとしたことはしたけど、危害を受けるという気はしなくて、だから、九字を切ろうとまで思わなくて……それがいけなかったことは、もう、深行くんから言われているし」

「鈴原……」

　深行が、処置なしといった声を出した。泉水子ははっとして、深行が自分に護身法を教えたことは、雪政たち山やま伏ぶしには伏ふせておくのが賢けん明めいだったとさとった。しかし、もう後の祭りだ。口を閉じると気まずさがただよった。

　かるくため息をついて、雪政は言った。

「あのね、泉水子。不用意な態度でシンパシーを抱いだくことは、一番だれのためにもならないんだよ」

「シンパシー？」

「きみが、幽霊に同情したということだよ」

　泉水子はどきりとした。反論ができない。

　雪政は、確かく認にんするようにゆっくり言った。

「泉水子は、本来なら、そういうものを寄せつけない強さをもっている。だが、同情すればすがりつかれるのは当然だ。すがるものが必要な、存在の弱いものたちなんだよ。とうの昔にマイナスの気しかもてなくなっている」

　目をまるくして、泉水子はたずねた。

「相楽さん、幽霊が見えているの？」

「いや、ふだんは見ない。見えなくても、加持には差しつかえないんだ。この学園にも、体質の弱い生徒は何人もいるから、ここにいて、霊障がきつそうな子にはちょっぴり行っているんだよ。せっかくだから、泉水子にも加持してあげよう」

（それは、深行くんが……）

　言おうとしたが言い出せなかった。雪政が、会話の続きのような気軽さで、いつのまにか加持に移行していたせいもあった。

　雪政の加持はごく短かった。軽く手を振るしぐさをしただけだ。

「……天も感応、地も納受、鬮みくじはさらさら」

　つぶやいた言葉もほとんど聞き取れない。それなのに、泉水子はいきなり肩をたたかれて目が覚めたように感じた。視界がさっきより明るくなり、体の内部の滞とどこおりが失うせて、にわかに血のめぐりがよくなったようだ。

「あ、変わった」

　思わずまばたきをくり返した。狭せまい部屋の空気さえ、前より清すが々すがしくなっていた。ほんの一いつ瞬しゆん、鼻のつけねに深山の香こう気きを感じる。

（……相楽さんって、やっぱり本物なんだ……）

　とうに知っていたことだが、目まの当たりにすると、また改めて驚くことができた。

　二十代に見える若さとスタイルで、女子に携けい帯たいカメラを向けられまくっている雪政だ。タレントめいて華はなやいだルックスの持ち主が、じつは修しゆ験げん者じやであり、山で験げん力りきを得た人物だということは、ふつうわからなかった。知っていてさえ忘れそうになるくらいだ。

　泉水子は肩をすくめ、そっと深行をうかがった。

　術を見さだめようとしたのか、深行も自分の垂れ布を押しやっていた。そして、驚いた表情を隠かくせずにいた。雪政の加持の確かさを、彼も見て取ったのだ。

　泉水子の目線に気づいた雪政は、いっしょに息子むすこを見やった。

「まだまだだな、深行は。まだ、おまえには、泉水子のそばにいる資格があるとは言えない。役立たずと言われて怒おこる権利はないよ」

　深行も黙ってはいなかった。

「何一つ教えもしないで、言ってることかよ。おれは、一番まともな学業しか積んでこなかったんだ。おまえがそうさせたんだろ」

「子は、親の背中を見て育つと言うじゃないか」

「できるか。よりにもよってその背中で」

　雪政は、まじめな表情をつくろった。だが、悲しいほど父親の顔に見えなかった。

「そろそろ深行も、ふんぎりをつけたらどうだ。目ざす将来を一つにしぼるんだな。姫神を守る者に、はんぱ者はいらない。徹てつ底てい的に他人に影えい響きようを与あたえる人物になるか、徹底的に他人から見えない人物になるか、そのどちらかだ。はんぱな優ゆう秀しゆうさも、はんぱな根こん性じようもいらない。将来を選ぶとすれば二つに一つだ」

　めんくらったようにまばたいた深行だが、まだ気け圧おされてはいなかった。

「おれは、今も山伏になるとは言っていないぞ。二つに一つってどういうことだよ」

「常識は通用しないよ、姫神には」

　雪政はこともなげに説明した。

「他人を動かす力は役に立つ。それが姫神のためなら、社会的地位を得るのはいいことだ。分野のトップに立ち、社会そのものを動かす影響力があれば、その人物にできることは多い。これは今、大だい成せいが成し遂とげようとしていることだ。そして、もう一方は、存在の痕こん跡せきも残さない紫ゆかり子こさんの方法だ。見えない場所で行動できるほうが、ある意味、社会に及およぼす力が大きい場合がある。ひと目に立つかひと目から消えるか、どちらを取るにしろ、おまえにはそうとうな修行が必要だがね」

　泉水子には、茫ぼう然ぜんと聞いていることしかできなかった。自分の両親を引き合いに出されても、どう反応していいかわからない。困こん惑わくするばかりだ。

　深行は少しのあいだ口をつぐんでいた。

「……姫神のためと言えば、姫神を守るためと言えば、それで何でもまかりとおると思っている、あんたたちの了りよう見けんが気にくわない」

　雪政は目を細めた。

「なぜかな。深行は姫神を守りたくないのか」

　相手の顔をにらんで、深行は言葉を続けた。

「自分のためでなく、だれかを守るためであれば、敵を倒たおしたり犠ぎ牲せいをつくってかまわないと考えるのは、勝手な自己陶とう酔すいだ。大義名分をこしらえて、したいようにしているだけだ。大事なものを守るとか言って、自分のまわりのあれこれを平気で踏ふみにじるんだ。雪政は、ずっとそうしてきたじゃないか」

　少し時間をかけて深行をながめてから、雪政はゆっくり言った。

「何を踏みにじったと言いたいのかな。おまえのこと？　ああ、ちがうか……香か織おりのことなのか。つくづくお子様だなぁ、深行は。いまだに母親にこだわっているから、泉水子に向き合えないのか」

「だれが言ったよ、そんなこと」

　深行は声を荒あららげた。

「おれの将来の希望は、死んでも雪政のようにはなりたくないってことだ。おまえは手本にならない。やっていることがデタラメすぎる」

「悲しいな。わたしは信念をもって生きているよ、自分のすることに」

「信念をもって、十八でおれをつくらせたと言えるのかよ」

　火花を散らす父子のかたわらで、泉水子はいたたまれなくなってきた。逃げ出すわけにもいかないが、立ち会うのもつらかった。

「あの、相楽さん、もう……」

　小声でうながしたが、雪政も聞いてくれなかった。ふだんなら、泉水子の意向を優先してくれる雪政だが、今は、深行に言うことを言ってしまうつもりのようだ。

「たしかに、わたしは姫神にすべてを捧ささげている。それは、わたしの世代で言えば、紫子さんが絶対だということを意味している。あの人に、こういう都合で今すぐ死んでくれと言われたら、わたしはそのまま従うよ。深行には、その覚かく悟ごがないだろう」

　深行はたじろいだ。いくらか血の気が引いている。

「死んだ後、扶ふ養よう家族がどうなるかは考えないのか」

「そのための山伏組織だ。おまえの生活費や学費は組織から補ほ償しようされるよ」

「それならいい。いつでも死ねよ」

　どっちもどっちの親子だと、泉水子はひそかに考えた。この程度のののしり合いは、たぶん日常茶さ飯はん事じなのだろう。ショックを受けるのは泉水子だけで、二人とも、ドライもいいところだった。

　息子に死ねと言われたことにも平然として、雪政は言った。

「与えられたチャンスを活いかせないなら、終わりだな。おまえはその程度の者だったということで。それでなくとも、泉水子にじかに接することができるのは、学園にいるあいだだけだというのに。学生生活が終わって世間に出れば、彼女は何重にもガードされる。同じ部屋の空気を吸うこともかなわないはずだ。知らないふりをしても始まらない、姫神はそこまでの身分を持つ」

　息をのんだのは、泉水子のほうだった。急いで口をはさんだ。

「どういうことですか、それ」

　雪政は、泉水子を見てにっこりした。

「こいつがふがいない従者だってことは、今の話を聞いてよくわかっただろう。だから、深行をたよりにしてはいけないよ。いずれ、きみがばかを見ることになる」

「でも、相楽さん、この前言ったこととちがう。わたしに言ったじゃないですか……姫神が、深行くんを選んだって」

　泉水子は必死になって言ったが、雪政は首を振ふった。

「姫神にも、やりなおしがあるんだ。すべてが見えているとは言えないんだよ。当てがはずれることがあってもしかたない」

「そんなことだれが言ったんですか」

「紫子さんだ」

　きっぱり答えられて、泉水子も黙りこんだ。思わず深行をうかがう。

　深行は、床ゆかに目線を落としてじっと考えこんでいた。それから、くるりと背中を向けた。雪政を視野から閉め出し、いっさい言い返すこともしなかった。黙ってドアを開けて相談室を出ていく。

　あわてて後を追おうとする泉水子に、雪政が声をかけた。

「きみは気にしなくていいんだ。だからわたしが、こうしてバックアップのために学園に入っているんだ。泉水子のことは、わたしがちゃんと守ってあげるよ」

「気にしないでなんか、いられないでしょう」

　泉水子はドアに手をかけてふり返り、口調を強めて文句を言った。

「相楽さんって、深行くんのこと、いじめすぎです」

　雪政は、声をたてて笑い出した。愉ゆ快かいそうだった。笑い続ける彼にかまわず、泉水子は部屋を後にした。







「待って」

　深行はそうとうな勢いで歩いていたので、泉水子は、校舎を出てしばらく行ってから、やっとのことで追いついた。

「お願いだから、わたしと話をして。また、もう口をきかないって言わないで」

　ひどくあせっていたので、懇こん願がんが率直に口から出てしまった。

「怒っているのは、よくわかるけど。相楽さんがあんなことを言うのは、全部わたしのせいだって、すごくよくわかるけど、それで深行くんに避さけられるのは、もういやなの。この前だけでたくさんなの。今、急に話もできなくなったら、わたし、ぜんぜんやっていけないよ。相楽さん、そういうことがわかっていないと思う。いくら先生になったからって、生徒の毎日のことなんか、少しもわかっていない」

「言わないよ」

　深行はようやく、口を開いた。

「あいつの魂こん胆たんなんて、けっこう見え透すいてる。わかっていても、ムカつく点ではぶち殺したいほどムカつくがな」

　その言葉を聞くと、泉水子はひざの力が抜ぬけて、通りのただ中でへたりこんでしまった。自分でも、ここまで安あん堵どするとは思ってもみなかった。深行は数メートル先まで歩いてから、情じよう況きように気がつき、泉水子のもとへ引き返してきた。

「何してんだ」

　かがみこんでうつむいたまま、泉水子は小声で答えた。

「よかったー……って、思ってて」

「ダメすぎだろ。どうしてこんなに姫神とはちがうんだろうな、鈴原って」

　ため息まじりの声で、深行は言った。

「おれも思う。雪政には、鈴原のことがよくわかっていない。だけど、悔くやしいが、おれのことがわかっていないとは言えない。絶対、あんなふうには言わせておけないが……」

　そっと見上げると、深行の顔はかなり深刻だった。硬かたい表情で、まなざしは遠いところを見すえている。

「……自分のこだわりについて、もうちょっと考えてみるよ」

　深行が、今回、簡単に切れなかったことはうれしかったが、それでも、雪政の言葉がそうとうこたえたのは見てとれた。おそらくは、泉水子が自分にも痛いと感じた箇か所しよだった。

（深行くんのお母さん──香織さんって、どんな女性だったんだろう……）

　泉水子も口にすることはできなかった。ただ、胸の内で、ひっそり思いやらずにはいられなかった。
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　中等部の戦国パレードは、真ま響ゆらたちがうまく導いたようで、無事に定刻から始まった。

　深み行ゆきと泉水いずみ子こには他ほかの仕事がつまっていて、お手並みを拝見するのは無理だった。それでも、武者行列のパフォーマンスの一部なら目にしたし、見物人が大勢喜んでいる姿も見ることができた。

　学園祭一日目の締しめくくりとして、かなりの成功と言えるだろう。

　講堂ラウンジでは、パレードの最中から、人気投票の集計と翌日のチーム編制がはじまっていた。運営する生徒たちは息をつく間もないのだった。

「グランプリは、三年ホラーハウス……って、どこにも意外性のない結果だな。もっとがんばれるクラス、他になかったのかよ」

　肩かた衣い袴ばかまの早はや川かわ委員長が、ラウンジのテーブルで放送用原げん稿こうを書いている。彼は、しきりにこぼしていた。

「大穴の出ない結果というのは、正直、おれもエンタメのしがいがないんだよな」

「早川」

　黒くろ子この垂れ布を上げた生徒会長が、彼に近づいた。少し灰色がかった瞳ひとみが、冷たい光を浮うかべて問いかける。

「はっきりさせたいんだけど。結果予想で賭かけ事ごとをしているのは、何のため？　勝った生徒にどんないいことがあるのか、聞いていい？」

「あっ、知ってた？」

「ばかにしないで。それが実行委員会主しゆ催さいですることなの？　常識ないんじゃないの」

　如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かの口ぶりが予想外にきつかったのか、早川は少々あわてた。

「実行委員会主催だなんて、ひとことも言ってないよ。それは、おれ個人の個人的つきあいによる、つきあいの範はん囲いであって」

「委員長がたくらんでいれば、主催に見えるにきまってるでしょうが」

「言ってくれるなよ。おれ、こんなものを着ていながら、まる一日放送室の番人だったんだぜ。おれにだって、わずかな楽しみごとがあってもいいじゃないか」

　早川は長々と言い訳していたが、泉水子は先を聞きそびれた。人気投票の集計結果に気をとられたのだ。

　模も擬ぎ店部門の票はかなりの接戦だった。数票しか差がつかず、集計中に順位が行ったり来たりしている。けれども、最終結果が出たとき、一位になったのは予想どおりの一年Ａ組だった。二位に一年Ｃ組が入り、三位が二年Ｂ組だ。

　一年が二クラスとも二年の上位を占しめたのは、創意工く夫ふうが認められたからで、健けん闘とうが称たたえられるだろう。だが、Ａ組に敗れたと知ったＣ組クラスメイトが、どんなに落らく胆たんするか目に見える泉水子には、かなり悔しい決着だった。

（風雲わたあめ、あんなに評判よかったのに……）

　ピンクの綿わた菓が子しを持って歩く人の姿は、泉水子のパトロール中、いたるところに見られたものだ。それ以上に人気を得るどんな秘策が一Ａにあったのかと、不思議な気がする。

　三年は、ホラーハウスに全力投入だったのか、演劇一位は二年にとられていた。出そろった結果をもとに、翌日の合戦チームが、クラス単位で組み合わされる。

　昨年なら体育祭として別立てだったものを、予算の関係から一本化した学園祭二日目は、合戦をアレンジした全員参加ゲームだった。合戦装束を着て、戦国時代のふんいきを盛り上げながら、スポーツの要素が入るのだ。もっとも、戦国武将の鎧よろい兜かぶとで生徒がまともに走れるはずがなく、武将たちには頭脳戦が用意される。

　そして、それは、イベントに「八王子城の攻こう防ぼう」と名づけたとおり、地元八王子城じよう跡せきの史実となった攻防戦を模したゲームになっていた。

　人気投票一位のクラスは、八王子城を大手口から攻せめる豊とよ臣とみ軍総大将、前まえ田だ利とし家いえが率いる大手軍チームになる。次点のクラスは、上うえ杉すぎ景かげ勝かつが率いる大手脇わき軍チームになる。さらに、真さな田だ昌まさ幸ゆき・幸ゆき村むら親子などの、裏手から攻め入る搦からめ手軍──史実では、先に城の守りを破ったのは搦め手軍だった──チームと、八王子城の防衛軍チームと、都合四チームに分けられる。

　城しろ攻ぜめの軍隊は、本当なら防衛軍の十倍以上の勢力だった。この不ふ均きん衡こうがあるので、合戦ゲームでは、寝ね返がえりや討うち死にの逆転劇ありを含ふくませて、単純な紅白戦ではなくトーナメント方式になっている。大手軍と大手脇軍は、最初に自分たち同士で主しゆ峰ほうを争い、別の会場では、搦め手軍と防衛軍が駆かけ引きをし、それぞれで吸収合がつ併ぺいを行ってから、最終戦の対決にのぞむのだ。

　各チームは五人の武将を選せん抜ばつし、フィールドゲームをする足軽たちとは別行動で、幕屋でボードゲーム対戦をする。その勝率が戦死による落らく伍ご率を決定し、最終戦に参加できる顔ぶれが変わってくるのだった。

　この複合した合戦ゲームを、夏休み返上で立案準備したのは、高等部生徒会執しつ行こう部ぶのメンバーだった。クラス委員で構成する学園祭実行委員会では、一日目の運営に加えてそこまで手が回らなかったためだ。それゆえ、一日目は見回りの補ほ佐さ役に徹てつした執行部が、二日目には運営を切り盛りする。

　企き画かくチーフである大おお河内こうちがみんなの前に立ち、チーム分けの結果を運営スタッフ全員に発表した。

「三年有志が急に参加を申し出たせいで、一部に変へん更こうがあります。最初、四チームに均等に各学年を割わり振る計画でしたが、意外に三年有志の人数が多いことから、この際三年生全員に防衛軍チームをやってもらうことにしました。その関係で、中等部三年の全クラスも防衛軍チームに回します。一、二年ＶＳ三年という構図も一興だということで」

　実行委員からいくつか声が上がった。

「グランプリの三年が、敗者側で承知するかな。ホラーハウスで恨うらめしい死者をやったから、ふさわしいってこと？」

「人数比、だいじょうぶ？」

「フィールドゲームは、防衛軍が有利になりすぎないか？」

　大河内は落ち着いて意見を片づけていった。全員が納なつ得とくして質問が出なくなったころ、真響と真夏の二人が講堂ラウンジに姿を見せた。中等部の戦国パレードが終しゆう了りようしたのだ。

「最さい後こう尾びが中等部グラウンドに到とう着ちやくしました。何の問題もなかったです」

　生徒会長と実行委員長のツートップに報告すると、それまで対決気味だった二人も、同じように表情を笑えみにゆるめた。それぞれが宗そう田だきょうだいに、ご苦労さまと温かい声をかける。

「よし、それじゃ、結果発表のアナウンスに行くぞ」

　早川がはりきった声を出して立ち上がり、ラウンジを出て行った。子分の一年男子が彼の後に続く。泉水子は、真っ先に真響に駆け寄った。

「どうだった、ミスコンの女の子たち。あれからもめることはなかった？」

「平気平気、落ち着いて歩いていた。私自身の除じよ霊れいの力かどうか、はっきりしているわけじゃないけど、とりあえず、安心してくれたみたい。こういうのって、結局はひとりひとりの気のもちようだから、結果が出ればそれでいいよね」

　真響は明るく言い、泉水子もほっとしてほほえんだ。

「真響さんなら、きっとだいじょうぶだと思ってた」

「そっちはどうだったの。ホラーハウスの件、問題解決した？」

　泉水子は無意識に首をすくめたが、口調は真響と同じように明るくとつとめた。

「ああ、こちらも平気。心配したような事態じゃなかったの。後で、くわしく話したいことはあるけど」

「つまり、何もないわけじゃなかったのね」

　真響が顔をくもらせたので、泉水子はあわてて言い添そえた。

「具合が悪くなった人がいるというのは、まちがいだったの。ただ、わたしが……わたしひとりが変だったみたいで」

「言ってよ。重要なことだよ」

「ここでは無理。説明に、時間がかかると思うから……」

　泉水子は口ごもった。怯おびえて泣いた件を伝えるには、注意深く言葉を選ばないといけない。まして、だれかにしがみついて泣いたことなどは。

「泉水子ちゃん、なぜ、赤くなってるの」

「赤くなってなんかいないよ」

　真響は泉水子を見つめてから、声をひそめて話しだした。

「うまく説明がつかないできごとは、本当は、中等部パレードにも起こったんだ。ミスコンの子たちなら、最後までだいじょうぶだったけど、騎き馬ば武者の馬が急に乱れて。もう少しで暴れ出しそうになったの。乗っていた人、抑おさえられなかったみたい。あの場に真夏がいて、飛び出していって馬をなだめたから、ことなきを得たって感じ」

　泉水子は目を見開いた。

「すごい……真夏くん、かっこいいね」

「泉水子ちゃんが、それ言う？」

　真響は苦く笑しようした。

「身がまえていたところはあったから。図書館前って、馬には感じるものがあったのかも。でも、ほとんどの人は、馬が暴走しそうだったことにも気づいていないと思う」

　泉水子は、陰おん陽みよう師じが結界の十字をつくったと思われる図書館裏で、呪まじないを埋うめた場所を発見したことを思い返した。もっとも、現場へ行ったのは深行であり、泉水子はまがまがしさに怯えて、じかに目にすることもできなかったが。

（……あのときは、見なくても、危険なことがはっきりわかった。けれども、今日ホラーハウスに入ったときには、何も感じなかった。それがつまり、わたしが同情したということなんだろうか……）

　感覚の当てにならなさに、思わずため息が出る。この世界は、教科書で学んでテストに答えを出すように、いつでも決まった答えが出てくるとは限らないのだ。

「それじゃ、わたしも少し言うね……ホラーハウスの中で、本物っぽい幽ゆう霊れいを見たの。あれは、八王子城跡の幽霊だったと思う」

　泉水子がささやくと、真響は息をのんだ。

「ええっ、泉水子ちゃんが、幽霊を見たの？」

「うん。滝たきつぼの女の人たちだったと思う」

「体育館って、図書館の東西線上とちがうけど、それほど結界の力が強いと思っていいのかな」

「強いかどうかは、ちょっと。幽霊を見て気分を悪くした人って、他ほかにはだれもいなかったの。保健室に人が殺さつ到とうしたことには、別の理由があって……」

　この件は、二時のミーティングで報告し、執行部では了りよう承しよう済みだった。だが、パレードのめんどうを見た宗田きょうだいは、その場にいなかったのだ。あらためて事情を説明すると、真響は吹ふき出した。

「それ、笑える。相楽さがら先生が救護だったら、私だって保健室へ行きたくなっちゃうかも。明日あしたも保健室で勤務するつもりかな」

「さあ……どうだか」

　泉水子は、ひやひやする思いだった。いずれ、深行の親子関係を真響に打ち明けるときがくると思うのだが、深行に率そつ先せんして暴ばく露ろするわけにはいかない。

　真響は、率直な口ぶりで言った。

「三年のホラーハウスが、まぬけな出し物だったというのは、こちらにはいい知らせかもね。人気投票のグランプリは、つまり、お客が笑えたって意味だものね。それなら、陰陽師の呪じゆ術じゆつで操作されたとも思えないから、明日の様子にも、それほど神経を尖とがらせなくていいかも」

　泉水子は、はっとする思いで見やった。

「真響さん、三年が直前になって合戦ゲームに参加した件を言っているの？」

「もちろんよ。何かあると考えるのが当然でしょ」

　真響は、遠くを見すえる目をした。

「図書館裏の呪術を仕し掛かけたのが、だれなのかにも関かかわるものごとだよ。高校生が仕掛けたにしては、術がハイレベルでありすぎる気がして。極ごく秘ひで専門の大人が関わっているのかと思ってたけど」

「笑わせるようでは、ハイレベルじゃないってこと？」

「そりゃそうだよ。笑いは破は邪じやにつながるんだもの」

　真響の言葉に、泉水子は考えこんでしまった。

（破邪、か……）

　思い出すのは、泉水子の髪かみ型がたに大笑いした深行のことだ。だが、気分はあまりに複雑なので、そのことから何も結論が出てこなかった。

　口をつぐんでいると、真響がふいに探さぐりを入れてきた。

「で、泉水子ちゃん。何か、相楽のことで話したいことは？」

「えっ、そんなこと言ってないよ」

「でも、さっきから顔に出ているんだけど」

　泉水子はたじろぎ、自分のほおに両手を当てて確かめた。

「うそ、どのへん？」

「ほら、言ってごらんよ。気になるから」

「……あとでね」

「だめ、ますます気になるでしょう」

　真響が泉水子を責め立てている最中だった。実行委員の一年男子が、やけにていねいな口ぶりで声をかけた。

「おとりこみ中すいません。宗田さん、ちょっと放送室まで来てくれませんか。早川委員長にたのまれたんですけど」

　真響は泉水子の腕うでをつかんだまま手を止め、目をぱちくりさせた。

「えっ、私？　委員長が何の用？」

「中等部パレードのことで、何か聞きたいんじゃないかな。放送するスピーチに入れたいんだって」

「何それ、めんどう」

　真響は言い返したが、そのままにするわけにもいかないと思いなおしたようだった。泉水子の手をしっかり握にぎって言った。

「行くけど、泉水子ちゃんもいっしょに来て。話を聞き出すまで逃にがさないからね」

　泉水子が抗こう議ぎしても、ぜんぜんむだだった。しかたなく、真響と二人で校舎へ向かった。







　校舎内の催さい事じは終了モードだった。演劇公演はすべてはけ、模も擬ぎ店も今の客が最後になっている。

　とはいえ、帰らない来場者の姿をそこここに見かけたし、まだ、本格的な片づけに入っているクラスは一つもなかった。早川の最終アナウンスで発表される、人気投票の結果を待っているのだ。

　真響と泉水子は急ぎ足で廊ろう下かを歩いたが、放送室にたどり着かないうちに放送が始まって、ちょっとびっくりした。早川の声が終了時刻を告げ、外部の来校者たちに謝辞を述べ、学園生徒たちにはねぎらいの言葉をかけている。

　一いつ斉せい放送のマイクは通りがよかったし、早川の口調には勢いがあり、ざわついた中でもよく響ひびいた。歩いている人々が立ち止まり、しゃべっている人々が話を止めて耳をすます様子が、通りすぎる真響と泉水子にも見てとれた。

「……それじゃ、みなさんお待ちかねの、クラス発表の人気投票結果に移ります。その前に、中等部諸君が心を合わせた合唱コンクールの入賞結果から、この場でもう一度おさらいを……」

　二階の放送室前までやってきたが、当然ながらドアは固く閉とざされていた。廊下で見張り番をしていた一年生が、ちょっと待ってくれと告げる。真響と泉水子は手もちぶさたにたたずみ、その場で投票結果に耳をすませることになった。

「……演劇部門第一位は、戦国仕様のシェークスピア『テンペスト』を演じた二年Ｃ組……」

　二年のクラスで大きく上がった歓かん声せいが廊下の向こうに聞こえた。泉水子は思わず言った。

「いいなあ、優勝。一Ａも、今夜は祝しゆく杯はいだね」

「そうかもね」

　真響の反応は、冷めたものだった。

「あったとしても、私は参加しないし、はっきり言って、うまくやられすぎたことに腹立つわけ。これで、一Ａの中心人物は完全に高たか柳やなぎに移ったでしょうね」

　一年Ａ組には、高柳一いち条じよう、相楽深行、宗田真響という、学力のトップスリーが集結している。しかし、真響と深行がクラス発表に肩かた入いれできなかった以上、現在のクラスの人心は、高柳が掌しよう握あくしたということなのだろう。

　真響は喜べず、くちびるをかんでいる様子だった。

「執しつ行こう部ぶを選んだことのリスクは、最初から覚かく悟ごしていたけど。でも、こうなってしまうと、裏目を拾ったかなと、思えなくはないよね」

　泉水子は、あわてて慰なぐさめにかかった。

「それは、一Ａの内部に限った話でしょう」

「どうかな。この結果が明日の合戦ゲームに響くのよ」

　真響は小さくため息をついた。

「明日の大手軍チームで、高柳は、まちがいなく武将に抜ばつ擢てきされるでしょうよ。着き飾かざってボードゲームをする、派手に目立った立場になるわけ。比べてこの私は、陰かげに立つ黒くろ子こになっているわけ」

　早川が、明日の合戦チームの組分けを発表している。泉水子は、この発表後、合戦具足の再分配に入ることを考えた。一位クラスでつくる大手軍チームは、一番先に鎧よろいを選ぶ権利をもっていた。

　高柳一条には、明日の自分の演出がやりたい放題なのだ。

　そう考えると、泉水子にも真響の悔くやしさが伝わってきた。真響に黒ずくめはもったいないと感じた、今朝の感想もよみがえってくる。

　そんなとき、校舎二階の廊下を、鎧武者が歩いてきた。兜かぶとを脱ぬいでいるが、それでもずいぶんさまになって見える。よく見ると、中等部の生徒会長だった。

　真響が鋭するどい調子でたずねた。

「高たか遠とお、何かあったの」

　高遠信しん之の介すけは、なぜか恥はずかしそうな顔をした。

「あっ、いいえ。トラブルとかじゃありません。おれ、早川先せん輩ぱいに呼ばれて来たもので」

「私も呼ばれたんだけど。何をするか聞いてる？」

「ええと、放送でインタビューするからって言われました」

「うそ、ぶっつけで？」

　まだ、真響が驚おどろいている最中だった。放送室のドアが小さく開き、頭をのぞかせた実行委員が廊下の三人に手まねきした。中に入れると、さらに、奥のスタジオの重い防音扉とびらを引き開ける。

　泉水子は、廊下で待つべきだったと思いはじめたが、声を出してはいけない様子なので、つい逃げそびれた。真響といっしょにスタジオに入ってしまう。

　早川委員長は背中を見せ、メーターやつまみのたくさんある放送用デスクに向かっていた。ふり返って真響たちを確かく認にんし、にっこりする。そして、再びマイクにしゃべった。

「さて、ここでお楽しみを一つ。たった今発表した、明日の合戦チームにどういう感想を持ったか、街頭インタビューのノリでお二人ほど聞いてみます」

　実行委員長は上じよう機き嫌げんで、気分はディスクジョッキーであるようだった。

　泉水子は、呼ばれたのが自分でなくて助かったと、心から思った。もっとも、早川も、いきなり振ふっても話のできる人物を見つくろっていたのだろう。真響も高遠も、用意がないことを匂におわせながらも、かなり気の利きいたことが言えていた。

　二人がコメントを終えると、早川はさらにマイクに向かった。

「ええ、じつはですね。今、この場にこのお二人を呼んでいることには、深ーいわけがあるんです。合戦チーム組み合わせの賭かけ──じゃなくて、ちょっとしたお楽しみゲームがあったことを、みなさんご承知だと思いますが、その結果発表を兼かねているんです。最高ポイントを見事にゲットしたのが、じつは、ここにいる中等部三年Ａ組、高遠信之介くんでした。高遠くん、おめでとう、すばらしい読みだったね」

　マイクのもとに引っぱり寄せられた高遠は、めいっぱい遠えん慮りよした声を出した。

「はあ、あの、どうも……です」

「主しゆ催さい者しやとしては、中等部にもっていかれたことが少々意外な結末です。しかし、ここは潔いさぎよい態度をとり、トップ特典を高遠くんに進しん呈ていしたいと思います。学園祭実行委員長として、わたくし早川は、明日の合戦チームにかかわることで一つだけ、個人の希望をかなえる便べん宜ぎをはかります。高遠くん、全校生徒の前で自分の希望が言えますか。堂々と言えるようなら、先輩はがんばってみせますよ」

　高遠は、今度こそ腹をくくった様子だった。前よりはっきりした声こわ音ねになる。

「じゃあ、覚悟して言います。宗田真響先輩、明日は黒子をやめて、おれたち防衛軍チームの姫ひめ将しよう軍ぐんになってください」

　真響は完全に不意打ちをくらった表情だった。

「はあ、何それ……」

　すかさず早川が水を向けた。

「高遠くん、理由を聞いていいですか」

「今日の戦国パレードが無事に敢かん行こうできたのは、宗田さんのおかげなんです。けれども、とうとう輿こしのお姫様にはなってもらえませんでした。お姫様がいたら完かん璧ぺきだったと、終わってからも考えちゃうんです。せめても明日、この続きができたらと……」

「学祭期間中、お姫様がひとりもいなくなったことについては、早川もたいへん遺い憾かんに思っていました。ぜひ、改善したいですね」

「ちょっと待ってよ」

　真響は、放送中にもかまわずさえぎった。

「そんなの、この場で決めちゃだめでしょう。生徒会執行部はそんな話、事前に聞いてません」

　早川はなだめる口調になった。

「うん、これ、サプライズ企き画かくなんだよ。こうすると、明日の勝敗がますます不ふ透とう明めいになるでしょう」

「困ります、執行部として」

「わかってる。如月きさらぎ会長が半年くらい口をきいてくれないのが、今から目に見えるようだが、そこを押し切るための企画なんだ。今、このやりとりは、キャンパス中に流れちゃってるよ。生徒会も、なかったことにはできないはずだよ」

　真響は口をへの字に引き結んだ。

「強ごう引いんすぎ。そういうのって陰いん謀ぼうじゃないですか」

　雲行きの険しさを見てとった高遠が、あわててとりつくろうように言った。

「宗田先輩が、どうしても承知できないと言うなら引き下がります。そこまで気分悪くさせるつもりじゃなかったんです。それなら、代わりに鈴すず原はらさんになってもらえれば──」

「ええっ」

　いきなりお鉢はちが回ってきたため、泉水子は思わず声を上げた。後ずさって防ぼう音おん壁へきに背中を押しつけ、何が起きたのかときょろきょろする。

　真響は、頭痛がするように眉み間けんを押さえた。

「どこが代わりなのよ。二人とも同じ執行部でしょうが。代わってないじゃないの」

「そうなんですが、そこを何とかと──」

　早川が、高遠の肩をもった。

「宗田さん、時間をかけずにまるく収めようよ。着付け講習会で、お姫様モデルになってあで姿を披ひ露ろうしたときから、こうなるのは運命だったんだよ。本番にお姫様を出さないなんて、戦国学園祭の運営としては、構成のまずさとしか評価してもらえないよ」

　真響は少し口をつぐんでいたが、放送がそのまま続いていることはわかっていた。ついには、あきらめ口調で言った。

「鈴原さんを引っぱり出すくらいなら、私がなります。明日の場合、輿に乗っていればすむってものじゃないし。もっとも、執行部から厳重な抗こう議ぎがあると思いますけど」

「それでもいいよ」

　早川はにやりとして、マイクに向かった。

「スタジオから、ライブでお送りしました。明日の合戦ゲームの行方ゆくえが、ますます楽しみになりましたね。生徒のみなさん、本日の片づけを始めてください。進行状じよう況きようを見て、チームごとに、明日の合戦装束の再分配を放送で案内します。以上、学園祭実行委員長、早川でした」







　放送終しゆう了りようを知ると、高遠信之介は脱だつ兎とのごとくスタジオを出ていった。真響の憤ふん慨がいから、当面は身をかわしたかったのだろう。

　泉水子も続こうとしたが、真響がその場を動かないのを知って、少し待つことにした。

　真響は、今や、腕うで組ぐみをして早川委員長と向かい合っていた。

「どういう魂こん胆たんか、お聞きしたいんですけど。委員長」

　口調は冷ややかで、不ふ審しんな思いがそのまま表れている。

「ここまで無理やりなことをする以上、裏にもっている目的も、明かすつもりがあるんでしょう」

「目がすわると、きれいな女子は怖こわいなぁ。如月さんもその傾けい向こうがあるけど」

　早川はご機き嫌げんな調子をくずさなかった。まばたきをしてへらっと言う。

「けんか腰ごしはよくないよ、落ち着いて話そうよ。おれは宗田さんに、感謝されていいことをしたつもりなんだけどな」

「どうして、感謝するんですか」

「もう、先ゆきがだいぶ読めるからだよ。明日の合戦で、城しろ攻ぜめチームを最終的に掌握するのは、たぶん高柳一条だ。筋書きがぜんぶそうなっている。そういうことなら、城の防衛軍チームのトップに宗田さんが立つのが、一番ふさわしいポジションでしょ」

　早川の言葉に、真響はそろったまつげをまばたかせた。何度もまばたきをくり返してから、ようやくつぶやく。

「うそ……もしかして？」

「うん、もしかする」

　実行委員長は短く応じた。泉水子には意味がわからず、ぽかんとして早川の顔を見つめてしまった。

　野球部所属の早川は、夏の大会の日焼けのまま、アウトドアな見かけをしている。だが、短い髪かみの頭頂を立ててあり、おしゃれに気づかう男子だということはわかる。

　軽い性格で、少なからずオレ様なのにもかかわらず、二年生の中でけっこう人望があることも聞こえてくる。リーダーの実力を持つのはたしかだった。

　真響は、ゆっくり息を吸って言った。

「やられた──って感じ。お父さんったら、こんなのひどい」

「ひどくなんかないよ。おれも、下げ忍にんじゃないってことだよ」

「でも、私、早川先輩のこと、陰おん陽みよう師じの一味かと疑ってまでいたのに。ぜんぜんむだな努力だったってこと？」

「むだじゃない。すべての人間を疑ってかかるべきだよ」

　泉水子にも、ことの次し第だいがのみこめてきた。

「えっと、つまり……早川委員長は、本当は戸と隠がくしの人ですか？」

「うん。戸こ籍せき上の名前は早川佳よし樹きじゃないんだ。でも、今は本名を名のらないよ。この学園では、きみたちにも早川で通す」

　彼は淡たん々たんと答えた。真響は今では警けい戒かいを解き、柔やわらかな表情になっていた。

「〈敵をあざむくには味方から〉っていうのを、実地で体験したのはこれがはじめてよ。がんばって裏を取ったつもりなのに、まるで気づかなかった」

「まあ、ね。お嬢じようさんは、本職の系列とはちょっとはずれた立ち位置にいるから」

　こだわりのない顔で、早川は言った。

「おれがこうして話すのは、ここが防音設備の中だからだよ。スタジオを一歩出たら、また一いつ切さい無関係ですませるよ」

「でも、どうもありがとう。私が気づかず、感謝してもいないのに、見守ってくれて」

　真響が心をこめて言うと、早川はすばやく首を振った。

「見返りはいらない。なしのほうが慣れてる。だけど、いただいたからには受け取っておくよ」

　口調に熱はなかったが、早川がうれしく思ったことは、そばで聞いている泉水子にも伝わってきた。彼が続けて言ったからだ。

「だれが何と言おうと、宗田さんはおれたちのお姫様だからね。本物の霊れい能のうがあるってことは、数百年ぶりにもたらされた戸隠の希望になるってことだ。もちろん、真夏くんとこみでね」

　驚いたように真響はたずねた。

「真夏の大事さも、認めてくれるってこと？」

「おれが何を考えようと、地元で跡あと目め争あらそいは起こるよ。後こう継けい者しやで意見が分かれるのはしかたのないことだ」

　早川の言葉を聞くと、真響は顔をしかめた。

「それは、まわりの人間の損得でしょう。私にそのつもりはないから。最後のひとりは真夏だから。私は、そのためにしか動かないのよ」

「宗田さんらしいね」

　早川はうなずいた。深刻な顔をしないところが、いかにも彼らしかった。

「当面は、高柳一条との決着のほうが先だろう。その矢おもてに立つのは、真夏くんではないよね。とはいえ、おれにできるのはお膳ぜん立だてまでで、対決そのものには手を出せない。わかってもらえるよね」

　真響はうなずいた。

「早川先せん輩ぱいが、私にチャンスをくれたってこと、今ではよく理解できる。私も頭を切り換かえないと」

　新しい事態にすばやく対応し、すでにのみこんでいる真響だった。泉水子はまだ、驚おどろきが冷めなかった。

（うそみたい……早川委員長が、真響さんの一派だったなんて。ＳＭＦにもまったく無関係な人が……）

　しかし、よくよく考えてみれば、賭け事ごとに一枚かんだのは日本史研究会（その裏看板がＳＭＦ──宗田真響ファンクラブ）だった。糸をつなぐ存在ではあったのだ。目に見える協力者としてＳＭＦメンバーが存在し、早川は目に見えない「上忍」だと思えばいいのかもしれなかった。

　つまり、これが真響のバックの組織なのだ。高柳のバックに陰陽師がいるだけではなく、学園内には、宗田きょうだいの背後にも暗あん躍やくする人々がいる。

　早川は、ふいに泉水子を見やった。彼が泉水子に目を向けたのは、この場においてははじめてだった。

「きみに、ここまで聞いてもらったのは、宗田さんがきみを本気で信用しているからだよ。鈴原さんはおれたちの味方だと、おれも思っていいよね？」

　泉水子はあわててうなずいた。

「当然です」

「きみって子には、ちょっとわからない面があると思うが。それでも、宗田さんがきみに抱だいている信しん頼らいを、裏切るまねなどしないよね？」

　泉水子がもう一度答える前に、真響が口をはさんだ。

「泉水子ちゃんと相楽とは、私が承知の上で日本史研究会に招いたの。確かく認にんなんかしなくていいのよ。この二人は、けっして陰陽師の側についたりしない」

　その通りだと考えた泉水子だが、スタジオを出るとき、ひやりとする思いを味わったことはたしかだった。

　泉水子が、まかりまちがって真響と対立する立場になったとき、早川が泉水子に対して完全に冷れい酷こくになれることを、言外に感じとったせいかもしれなかった。




　　　　二




　生徒会執しつ行こう部ぶは、もちろんのこと、実行委員長のやり口に憤いきどおっていた。だが、講堂ラウンジに出向いた早川は、みんなの怒いかりを鎮ちん火かするべく代案を用意していた。

「宗田さんを引き抜ぬいた穴あな埋うめは、おれが自分でするから。明日あしたの合戦ゲームでは、宗田さんのぶんの黒くろ子こをつとめさせてもらう」

　抗議をためこんでいた如月会長も、多少目を見はった。スタンドプレイの好きな人物が、それを申し出ることに、一いつ瞬しゆん気をのまれたのだ。

「一日放送室で過ごす見返りに、明日は、華はなやかなポジションを用意してもらうとか言っていなかった？」

「いいんだ、おれは。学祭全体の盛り上げのためだったら、自分が何であっても」

　しおらしい口調で早川は答えた。

「姫ひめ将しよう軍ぐんのいる華か麗れいな展開を、だれもが喜ぶってこと、ちょっと考えればわかるだろう。これが、おれの欲しかったイベントの華はななんだよ。自分のしたことに後こう悔かいないよ」

　しばらく口をつぐんでから、仄香は言った。

「……華がないって、早川が最初から言っていたそのこと、執行部で対応しきれなかったことは一応認める。直前にやっかいごとがいくつも起きたせいで、懸けん案あんにしたまま当日になっちゃった。事後承しよう諾だくさせられることには、腹が立ってならないけど、たしかに宗田さんが前面に立てば、ずいぶん見み映ばえがするでしょうね」

「だろう。審しん判ぱん役程度なら、おれでも十分つとまるよ」

「やなやつ」

　仄香はにらんだが、しぶしぶでも了りよう承しようする様子がわかった。

「明日の仕切りは私だってこと、忘れずにいてくれるなら、早川に代理の黒子をつとめてもらう。こき使われても文句言いっこなしよ」

「オーケー。じゃあ、そういうことで」

（……この人、上手だ……）

　泉水子は、思わず早川に感心した。真響とのつながりが少しも匂におってこないのは、早川の行動としてまったく不自然ではないからだ。以前からみんなが、そういうタイプの人物だと認めているからなのだ。

　真響がため息まじりに泉水子にささやいた。

「まったくねえ。味方がだれかも見えないんだから、陰陽師がだれなのか、一向に見えてこなくても当然かもね」

　泉水子もうなずいた。見えないものは霊れいとは限らないのだと考える。

「真響さん、防衛軍チームに入ってしまって、本当にだいじょうぶ？　三年にはきっと陰陽師仲間がいるって、相楽くんも言っていたのに」

　真響は、あいまいにほほえんだ。

「背後を突つかれるシチュエーションはあり得るかもね。そのリスクなら、たぶん早川先輩だって気づいている。それでも、まあ、中等部三年全員が同じチームになるんだし。数は多数派だから」

「中等部は、こっちの味方だと思っていいの？」

　泉水子が慎しん重ちようにたずねると、真響は愉ゆ快かいそうに言った。

「すっ飛んで逃にげていった高遠、私には何も言わないけど、たぶん早川先輩とグルでしょう。先輩ほど隠かくしごとに慣れていないから、態度に出ちゃうね」

「ああ、そういうこと」

　少し安心できるような気がした。高遠は、泉水子が見ても好感のもてる後こう輩はいだった。見かけのわりに純じゆん朴ぼくそうだ。

「そういえば、泉水子ちゃんから聞くホラーハウスの話がうやむやになっちゃったけど、今からじゃ、ちょっと忙いそがしいね」

　クラスの片づけ終しゆう了りようとともに、明日の合戦チームが初顔合わせする。運営スタッフは、合戦装束の再分配のために、あわただしい準備が必要だった。真響は表情を引き締しめ、泉水子に言った。

「しばらく別行動だけど、防衛軍チームの作戦会議が終わったら、今夜、私たちだけの作戦会議をしよう。相楽にもそう伝えておいて」

　真響が執行部から抜け、泉水子には、明日のいろいろなことが変わってしまうように思えた。真響も心細いのではと見返したが、あまり、そうは見えなかった。むしろ不敵な表情を浮うかべている。

「三年有志の動向が把は握あくできるなら、いいポジションかもね。防衛軍チームの顔ぶれをよくつかんだら、今夜は真ま澄すみに呼び出しをかける──作戦会議は五人でするのよ」







　執行部の打ち合わせが終わると、夜の九時を過ぎていた。

　前日ほとんど寝ねていない面々は、もう、うまく頭が回らないほど疲つかれはてていた。

　早く寝て明日にそなえるようにと、仄香が締めくくり、全員が放ほう免めんとなったので、泉水子は一日ぶりに女子寮りようの２０８号室にもどってきた。

　しかし、自室のドアを開けてみると、いまだに真響が帰っていなかった。防衛軍チームの作戦会議はそうとうに念入りなのだ。

　ベッドに倒たおれこみたかったが、じっとがまんした。起きられないにちがいない。真響が今もがんばっているのに、自分だけ寝てしまうことはできない。

　泉水子は、いすに背中をあずけて目をつぶっていたが、それもやめて立ち上がった。眠ねむらないよう何かしようと考え、髪かみを結ゆいなおすことにする。

　もう、お団子頭は必要ないし、蛍けい光こうカラーゴムは除去するべきだった。

　作り付けの洋服ダンスを開き、姿見に自分を映し、お団子の三つ編みを下ろしている最中だった。部屋の扉とびらが開いたと気づかなかったのに、後ろに気配を感じた。

「あれっ、真響さん、いつのまに」

　泉水子は髪を押さえたまま、言いかけてふり返り、そして息をのんだ。立っているのは真響ではなかった。真響によく似てはいるのだが──よく似た不敵な笑えみを浮かべてはいるのだが。

「……真澄くん？」

「ピンポン」

　神しん霊れいは明るい声で言った。

「鈴原さんって、やっぱり鋭するどいなあ。いつも一発だね」

「だって、真澄くん、男の子じゃない」

　泉水子があきれながら指し摘てきすると、真澄は首をかしげた。

「そうだけど、なんか、そうじゃない気もするんだよな。男に限定していいのかな。本当にそうだと思う？」

　問い返されると、泉水子も確証がなくなった。はたして、神霊にも性別は必要なのだろうか。混乱してきそうなので、急いで真澄が真澄である根こん拠きよを口にした。

「真澄くんは、真夏くんの一いち卵らん性せいのきょうだいだから男の子でいいの。二卵性の真響さんよりも、真夏くんにそっくりなんだよ」

「あっ、そうだった。このところ、言われてなかったから忘れてた」

　泉水子の目には、真澄の姿が少し修整をかけたように映った。あいまいさが薄うすれ、もっとはっきり真夏っぽくなったのだ。そうすると、かなり女子寮にはふさわしくない容姿となる。

「真澄くん、どうしてここにいるの。まだ、二人に呼び出されてもいないのに」

　少々非難をこめてたずねたが、真澄は平気な顔だった。楽しむように言った。

「おれのこと、きょうだいに呼び出されてから、戸隠をぴゅっと出てくるやつだと思ってる？　そうじゃないんだ、おれはずっとここにいるし、ずっと戸隠にもいる。ただ、奥のほうにいるから、戸隠の地元ほど楽に動けないだけだよ」

　泉水子は、なるほどと思った。長野駅近くの宗田の両親の家を訪ねたとき、真澄はきょうだいの前に現れなかったが、夜の闇やみの底にはちゃんといたのだ。人間が思い描えがく地理とはまったく別の方法で、存在しているのかもしれなかった。

「もしかして、陰おん陽みよう師じの結界があるせいで、真澄くんも楽に出て来られたの？」

「えっ、そんなのがあった？」

　泉水子の問いに、真澄は能天気に聞き返した。そういえば神霊は、あまりいろいろ考えないものだった。

「真響と真夏に呼ばれなくたって、おれはそばにいるってことだよ。見えない姿であってもね。そして、呼ばれそうだってこと、おれには二人より先にわかっちゃうんだ。ただ、こういうときに鈴原さんを見かけると、ついついナンパしたくなってさ」

　泉水子は、下ろしたばかりのお下さげ髪がみを急に意識した。姫ひめ神がみが出てきたら、どうなっていたかわからないので、危ない危ないと考える。

「女子寮の中で女子をナンパしちゃだめ。ルール違い反はんだから」

　申しわたすと、真澄は案外すなおに納なつ得とくした。

「そうか、おれは真響じゃないって、そういうことか。ふーん」

（個性的だなあ、真澄くん……）

　彼がこれほど気安いことが、泉水子にはひそかにおかしかった。

　厳密に言えば、この真澄は、六歳で死んだ宗田の三つ子のきょうだいではない。戸隠の地層深くに眠る、強大な神の夢なのだ。その意味では、残されたきょうだいが作った似姿とも言えるのだが、接したとき、いつでも驚おどろくくらい自立した性格をもっていた。

　以前、真夏がこの部屋に入りこんだとき、泉水子は、舎しや監かんに叱しかられることを気にしておろおろしてしまったが、真澄なら知られずにすむので、安心していられる。顔を見てうれしいとさえ思った。

（……こうして、わたしが真澄くんになじむから、和わ宮みやくんが姿を見せてくれないのかな）

　ちらりとそう考えたが、今のタイミングでは、やはり真澄がいい話し相手に思えてしまった。興味をこめてたずねた。

「真澄くん、夏休みの戸隠以来だけど、変わりない？　真響さん真夏くんとは、前と同じ関係だと思っていいの？」

「同じ関係って、どういう意味？」

「今でも、前と同じに二人が好き？」

「ああ、そういう意味」

　真澄は二度も三度もうなずいた。

「二人に呼ばれるのはうれしいよ。大事にされてるって気がするじゃん。だけど、男とか女とか、好きとかきらいとかって、おれ、本当にわかってるのかな」

　懐かい疑ぎ的な真澄というのは、初めて見る側面だった。泉水子はまばたきした。

「わかっていないと、ふつう、ナンパはできないと思うよ」

「だから、好きって言葉がわからないのに使うのがうそ臭くさいから、ナンパって言ってみたんじゃないか」

　泉水子は、思わず半眼になった。

「ふうん。わたしのこと、べつに好きじゃないのにそう言ったんだ」

「じゃなくて。だからさー」

　じれったそうに手を振ふり回す真澄は、まるで神霊とも思えなかった。

「こういうことを考えるのは、おれのせいじゃないよ。真夏や真響が、いつのまにかそうなっているから、引きずられるんだよ。前と同じにしたくても、あの二人がそうさせてくれない。こういうの困るんだよな」

　言ってから、真澄はまた表情を変え、不思議そうに首をひねった。

「あれ……困る……のかな。どうしておれが困ったりするんだろう。困るってどういうことかな」

「真澄くん、どうかしたの」

　混乱しているように見えたので、泉水子は気づかった。戸隠で会ったときは、こうまで迷う性格ではなかった。

　黒くろ子こ姿をした真澄は、確かめるようにゆっくり言った。

「おれが思うに、〈好き〉って気持ちが大事なんだよな。人はいっつもそう言うよな……鈴原さんも今、そう言ったし」

「当然だよ。好きだから、わたしたち、会いたいと思ったり、相手のことが知りたいと思ったりするんでしょう」

　泉水子は言いながらも、真澄とは別の人物のことを考えていた。強く意識してはいなかったが、不ふ可か抗こう力りよくでもあった。そして、真澄はいろいろと鈍にぶいくせに、たまに鋭かった。

「鈴原さん、彼氏、いるの？」

「いないよ。どうして？」

「いや、なんとなく聞きたくなった」

　泉水子は、ぎょっとしなかったふりをした。神霊だからといって、人の心を見み透すかしているものではないと、態度から察せたのだ。たとえ、見透かすことができても、何を見ているか理解していないだろう。

　人間だけが、人間の心の機き微びを、説明抜ぬきで汲くみとるものかもしれなかった。

「真澄くん、〈好き〉ってことが、よくわからなくなっているの？」

　たずねてみると、真澄は再び考えこみながら言った。

「たとえばさ。おれが、行き場のない霊を見かけて、こいつらこのままじゃだめだなーと思って、喰くっちまうことがあるだろう。それも〈好き〉のうちだよな？」

「……ええっ、どうだろう……」

「だけど、おれが、そいつらと一つになってもかまわないと思ったということは、きらいじゃないってことだろう？」

　神霊の言うことはさすがにちがうと思いながら、泉水子もいっしょうけんめい考えてみた。

「そうだね……相手のためを思って、その上、相手を自分に引き受ける気になるというのは、つまり、好きってことなのかもね」

「よかったー、それでよかったんだ。きょうだい以外にしゃべれる人がいると、けっこう助かる」

　真澄は急に勢いづいた。彼が喜んだので、泉水子もなんだかうれしくなった。

「相談したいことがあったら、してくれていいよ」

「うん。鈴原さんがそう言ってくれたおかげで、ちょっとすっきりしたよ。真響のことがわからなくなりそうだったけど、そうでもなかったんだな」

「え？」

　泉水子は、虚きよをつかれた気分になった。

「真澄くん、真響さんの何がわからなかったの？」

「ずれがあるんだ。でも、たいしたことじゃない」

　真澄は機き嫌げんよく答え、もう気にとめていない様子だった。伸のびをするしぐさをすると、笑顔で言った。

「あっ、もうじき真響が帰ってくるから、おれ、一度いなくなるね。真響と真夏が呼び出したときに、ジャジャーンと登場するほうがいいからさ。あれ、何度やってもおもしろいんだよ」

　言い終えたとき、真澄の姿は早くも部屋の中から消えていた。泉水子はため息をつき、それからかすかな不安を感じた。

（……ずれがあるって、どういうこと？）

　真澄は、何か大切なことを言おうとしたのではないかと思えてきた。自分は、そうとも知らずに、浅い考えでアドバイスしてしまったのでは──

　しかし、思いわずらう時間はあまりなかった。真澄が言ったとおり、すぐにもドアノブが回って、戸口に真響が現れたのだ。

「お待たせ、泉水子ちゃん」

　真響の顔には疲ひ労ろうの色があったが、それでも、声にはまだまだ張りが残っていた。

「すぐに出られる？　私、このまま馬場へ向かうつもりなの。真夏と相楽にはもう連れん絡らくをとってある。あの場所で、対陰陽師の作戦会議をしましょう」







　外に出ると、昨日が深夜までざわついたのと異なり、キャンパス内のおおかたは鳴りをひそめていた。校舎の窓明かりもほとんど消えている。通りを歩いている生徒もごくわずかだ。

　もちろん、生徒たちが寝ね静しずまってなどいないことは、寮りようのロビーを通った泉水子たちも察していた。昨日よりも内密に、明日あしたの作戦を進めているだけなのだ。

　昼の活気が一いつ掃そうされると、夜の大気にひんやりした秋の香が強くただよった。周辺の丘おかでは、樹木の葉が散るための準備をはじめている。

「どうだった、防衛軍チームの初顔合わせ。何か気づくことがあった？」

　泉水子が、歩きながらたずねると、真響はあっさり言った。

「可もなく不可もなし──ってところかな。顔合わせはそつなく終わったの。高遠に音おん頭どを取ってもらったし。三年有志も中等部三年も、けっこう和気あいあいとしていた。あのくらい年が離はなれると、小さなことでいがみあわずにすむのかもね」

「でも、真響さんが姫ひめ将しよう軍ぐんになるのは、決定事じ項こうなんでしょう？」

「表面的には、私が悩なやむとしたら自分の衣装くらいよ」

　笑いながら真響は言った。

「姫将軍って史実にない存在だから、着るものもアレンジになるじゃない。すごいデザインをいろいろ見せられたけど……ゲームキャラみたいに、脚あしやおへそがまるっと出ているやつとか。あれを着るほどサービスしていいかどうかが問題なの。私は平気だけど、真夏が憤ふん死しするかも」

　泉水子はびっくりした。ぜんぜん予想できない方向だった。

「真夏くんを重視したほうがいいよ。真響さんすごい余よ裕ゆう」

「そうお？」

「そんなの着ちゃだめ。そういう、もったいないことをしないで。写真の販はん売ばいもそうだけど、真響さんって、自分を大事にしないように見えるときがあるよ」

　泉水子が言うと、真響はしばらく黙だまって歩いてから、しみじみ言った。

「そうかあ……乙おと女め心ごころって、そういうものだったのね。私って中身は男っぽいから、泉水子ちゃんみたいに大事にできていないのかも」

　泉水子としては、耳を疑う思いだった。

「大事にできないの。そんなにきれいな自分を」

　真響は少し考えた。

「私たち、本当はひとりだったからかもね」

「ひとりだった？」

「三つ子に分かれたのが、何かのまちがいだったのよ」

　夜空を仰あおいで、真響は当たり前のように言った。雲にふちどられた夜空だったが、欠けた月と一部の星空はよく見えている。

「その証しよう拠こが、真澄がいるってこと。私と真夏がふつうに別々の個人なら、何百年ものあいだ、どんな行者にも呼び出せなかった戸隠の神を、私たちが簡単に呼び出すはずがないのよ。特別な要因は三つ子ってことでしょ。それしかないはず」

　真響が語るうち、坂の向こうに馬場が見えてきた。

　馬場を囲む柵さくの手前に、横木に寄りかかっている人ひと影かげがあった。黒子の衣装で暗がりにまぎれ、近づくまでよく見えなかったが、ある距きよ離りまで行くと深行だとわかった。

「あれ、相楽ひとり？　真夏は？」

　真響が声をかけると、深行は寄りかかった背を起こした。

「廏きゆう舎しやの中にいる。待ってろ、今、呼んでくるから」

　泉水子は、あわてて深行から目をそらせた。深行のほうも、泉水子には一度も目をくれずに廏舎へ歩いていった。真響は、しっかりそれらを観察していた。

「そろそろ、教えてくれていいでしょう。泉水子ちゃんと相楽、ホラーハウスで何があったの。何が原因の仲たがい？　その態度で何もなかったとは言わせないよ」

　泉水子はしぶしぶながら話し出した。

「うん、じつはね……」

　深行と泉水子は、雪ゆき政まさのいる保健室をクリアできたはずだった。実際、その後もふつうに言葉を交かわしていた。

　泉水子は、早川委員長の正体が戸隠の忍にん者じやだったことも、深行にくわしく伝えていた。ところが、夕食の後になって、泉水子がホラーハウスに入りこむ原因になった、ロビーの二年男子に話が及およんだら、深行の雲行きが急に悪くなった。それから口げんかになったのだ。

「……わたしから仕向けたわけじゃないし、文句なら二年に言ってほしいのに。わたしの不注意だって、全部わたしが悪いみたいな言い方するんだもん。こっちだって頭にくるよ。そんなの、はじめからわかっているはずないじゃない」

　気分を害した部分を編集して説明し、泉水子は声に憤いきどおりをこめた。聞いていた真響は吹ふき出した。

「どうしておかしいの？」

「笑えるってば。特に相楽。それで泉水子ちゃんは、部屋で急いでお下さげ髪がみになおしていたわけか」

「そう。明日は絶対カラーゴムを使わない」

　真響は、まだ笑いをかみ殺せずにいた。

「相楽も、とうとうぼろを出すようになったというか。そういうのは、もっと出てくるようにつっついてみたくなるというか」

「あっ、言っちゃだめだから。今のはないしょで教えたんだから、知らん顔してくれないと」

　泉水子があわてて口止めしている最中に、男子二人がもどってきた。真夏が片手を上げる。

「問題ないよ。馬もずいぶん落ち着いている。付近におかしなものは来ていないはずだ」

　真響はほほえんでうなずいた。

「やっぱりここが、一番秘密のもれない場所みたいね。話をはじめる前に、まず、真澄を呼び出してしまおうか」

「いいよ、おれもそのつもりだった」

　弟はあっさり手をさし出した。しかし、姉はためらってその手のひらを見た。

「真夏、ちゃんと手を洗った？」

「汚よごれてないよ」

「洗ってきてよ。あんたって、廏舎にいると馬ばふんでも手でつかむんだから」

「問題ないってば」

　真夏が強ごう引いんに手を握にぎってしまったので、真響はしかたなくあきらめた。泉水子たちが前にも見たように、二人で一つの印に指を組む。そして、声をそろえていくつかの真言を唱えた。

「オンソハハンバ、シユダ、サラバ、タラマ、ソハハンバ、シユド、カン」

「オンタタギヤト、ドハンバヤソワカ」

「オンハンドバ、ドハンバヤソワカ」

「オンバゾロドハンバヤソワカ……」

　手を組んだ二人の前、馬場の柵のすぐ近くに、ふいに純白の人影が生じた。夜を切り抜ぬいたように白く、蛍けい光こうを放つかに見える。しかし、泉水子が二、三度まばたくうちにまぶしさは収まった。とはいえ、そこに立った人物は、薄うす明あかりの馬場で見るにしては、衣装の色合いが極きわめて鮮あざやかだった。

　ひと呼吸おいて、真夏がぼやいた。

「……やるんじゃないかと思ったよ」

「えっ、うそ。想定内だった？」

　真澄が元気よくたずねた。長い髪かみを下ろし、薄うす紫むらさき地の花鳥模様の打うち掛かけを着ている。つまりは、真響がモデルをした戦国お姫様の衣装なのだ。真夏以外の三人が、言葉をなくして見つめてもしかたのないことだった。

　きょうだいの表情を見やって、真澄は訴うつたえるように言った。

「やな顔しなくてもいいじゃないか。真夏は、真響がこれを着た日に見なかったんだろう。だから、代わりにおれが見せてやってるんじゃないか」

「おれのためじゃなく、自分が着たかったって、正直に言えよ」

　真響も気を取りなおしてたずねた。

「私だって想定内だけど、今ここでその恰かつ好こうをすることに、どれほどの意味があるわけ？」

「ふんいきづくり？」

　真澄はうれしそうに答えた。

「だって、これ着るとえらそうでしょ。おれは、そのへんのやつより格が上だから、ちょっと示しをつけてみようかなと」

　深行がすばやく口をはさんだ。

「そのへんのやつって、キャンパス内にいる亡ぼう霊れいのことを言っているのか？　真澄には、全部が見えていると思っていいのか？」

「見えないと考えるほうが、おかしいだろ」

　真澄に言い返されたが、深行はたじろがなかった。

「おかしくないさ。一つ一つ聞いていかないと、人間が勝手に想像してわかることなんか、たいしてないんだから」

「じゃあ、聞いていいよ」

　深行は少し口をつぐみ、意を決したようにたずねた。

「真澄には、おれがどう見えている？　これからの話の前に聞いておきたいんだが」

　泉水子は、真響のかたわらでどきりとした。深行がどういうつもりで言ったか、急に理解できたのだった。たぶん、ここへ来る前から心づもりしていたのだろう。

（……和宮くんのこと、真澄くんに聞いてみるつもりなんだ。神霊同士に、どう見えているのか。和宮くんと深行くんは、どんなふうにいっしょにいるのか）

　真澄は、目を細める表情になった。

「シンコウだろ？　シンコウだよな？　安心していいぞ、シンコウの名前はもう憶おぼえたから」

「それだけ？」

「なんだよ、喜べよ。おれが忘れなかったって、たいしたことなんだぞ」

　深行は少し間をおいて、用心深く言った。

「おれは、そうとう格かく上うえの神霊に、別の名前で呼ばれたことがあるんだが」

「シンコウでいいよ。いくつも憶えるのはめんどうじゃん」

　もう興味をなくしたように、真澄はふいと顔をそらせた。当てがはずれた様子で、深行はため息をついた。

「神霊って、どうしてこう、思う方向に話が進まないんだろうな」

　真夏が取りなすように、深行に言った。

「こいつって、自分が中心にならないことは関心をもたないんだよ。教える気になったことしか教えない。というか、ちゃんと考えてないんだ」

「だってさ、せっかく呼び出されて来たんだから、この時間はおれのことを話そうよ」

　真響が肩かたをすくめた。

「それなら聞くけど、真澄は、明日の学祭に参加する気がある？　合戦ゲームのとき、真澄にもいてほしいんだけど」

「もちろんさー」

　小こ躍おどりする様子で真澄は答えた。泉水子たちには重すぎる金きん襴らん緞どん子すの打掛だったが、神霊の衣ころもには重量がないらしい。身軽に飛び跳はねて裾すそがひらひらする。

「今日だって、呼んでくれたら、おれが輿こしに乗ってやってもよかったのに。今の学園、おれが生徒になっても絶対ばれないよ。戸隠にいるときと同じくらい、おれの思い通りになるよ」

「やっぱりね。霊に居い心地ごこちがいいのは、陰おん陽みよう師じが結界をつくった効果でしょう」

　真響が言うと、真澄もうなずいた。泉水子に言われた後で、ちゃんと考えたのかもしれなかった。

「そうだね。おれ自身にはあまり影えい響きようしないけど、学園生徒には影響しているね。いろいろ刺し激げきするんだろうな」

　真夏がたずねた。

「術が埋うめてある場所、真澄なら見つかるだろう。十字の結界を壊こわしたいと思ったら壊せるか？　たとえば今夜じゅうにでも」

　真澄はまた目を細める顔をした。

「うん、壊せるよ。ただし、壊しても、今日の明日で仕し掛かける前と同じになるってものじゃないよ。ゆっくり、いろいろ、集まってきているだろう」

「見つけたときにすぐ壊せばよかったのか」

　真夏は残念がったが、姉の真響はかぶりを振ふった。

「数日早いだけじゃ、きっと事情は同じだったよ。陰陽師が仕掛けたのは、ずいぶん早い時期だったんだと思う。夏休みの前かもしれない」

　深行が真響を見てたずねた。

「宗田は、明日のゲームをどうするつもりなんだ。防衛軍チームの三年有志、だれが陰陽師か目星がつきそうなのか？」

「見み抜ぬくのは無理ね。みんな、けっこう気のいい人に見えた。向こうが仕掛けてくるのを待つしかないのかも」

　真響が落ち着いて答えるので、深行はいくぶん眉まゆを寄せた。

「チーム代表になったら、逃にげ隠かくれする場所もないんだぞ。だいじょうぶなのか」

「だからね、危ない姫ひめ将しよう軍ぐんになったら、真澄に代わってもらおうかな──と」
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　深行も真夏も泉水子も目をまるくした。声を上げたのは泉水子だった。

「えええ、真澄くんが？」

「真澄、好きだよね。そういうの」

　真澄は満足そうにうなずいた。

「見せ場に立つわけね」

　真夏は、だいぶたじろいでいた。

「いいのか、真澄。姫将軍なんだぞ」

「できるよ」

　真響が口を添そえた。

「真澄は、馬のタビになることさえできたのよ。私の代わりをしてもらっても、やりすぎじゃないでしょう」

「そうだけど」

「こだわるなよ、真夏。おれ、そういうのはこだわってないよ」

　真澄に言われて、真夏は少し口をつぐんだが、しばらくすると言い出した。

「だけど、本当にそれでいいのか？　おまえは」

　真澄はにっこりした。

「おれは、真響と真夏のまんなかだよ」

　真響がすばやく言った。

「真夏は認めてあげないの？」

　真夏は、どこか複雑な表情になりながら否定した。

「いや、おれも、反対しているわけじゃないよ」







　男子たちと別れ、女子寮りようへ向かう道に入ってから、泉水子は真響にたずねてみた。

「真夏くん、なんだか気が進まないみたいに見えたけど。何を気にしていたんだろう、真響さんにはわかる？」

「わかるけど、スルーしていいから」

　真響は答えた。

「このところの真澄は、真夏に同化しすぎていたもの。もう少し、真澄を私の側に振り戻もどさないとだめなのよ」

　泉水子は、そうなのかとうなずいた。だが、漠ばく然ぜんとした不安は去ってくれなかった。

（……ずれがあるって、真澄くんは言っていた……）

　三つ子の中に、かすかな齟そ齬ごが生じはじめていると思えてならないのだった。




　　　　三




　前夜がほとんど徹てつ夜やだというのに、泉水子は、朝が来るまでまともに眠ねむった気がしなかった。うらめしい思いでふとんから手を伸のばし、目覚ましのアラームを止める。

（……今日は、何が起きるか、だれにもわからない……）

　学園祭二日目だ。非日常のイベントはまだ終わっていなかった。

　高柳一条と宗田真響が、この日を迎むかえて本格的にぶつかった結果、軍配がどちらに上がるか、その後にいったい何が残るか、もう思い悩なやんではいられないのだった。真響の味方を選んだ泉水子としても、覚かく悟ごして当たって砕くだけるしかなかった。

　昨日よりは、早朝の空に雲が多かった。それでも、すぐに雨が降り出すような空模様ではない。学園祭のあいだは持つだろう。

　泉水子は、洗った髪を編みなおし、再び二つのお団子にまるめた。今度こそ一いつ切さいの彩いろどりなしだ。黒くろ子この頭ず巾きんをぎゅっと被かぶり、鏡の中の自分に、今日は最後まで頭巾を取らないぞと言いきかせる。

　真響が起き出し、ベッドの上段からはしごを下りてきた。彼女は、パジャマを脱ぬいでも黒子にならない。防衛軍チームで着き替がえるため、ジャージの上下を着込む。それを見ただけで、泉水子は少し切なくなった。別行動だということが身にしみたのだ。

「真響さん、今日は気をつけてね。この前みたいにけがをすることにならないでね」

　思わず言うと、真響はほほえんだ。眠れなかった様子は見られず、たいそう落ち着いていた。

「心配しないで。不意打ちはさせない。だいじょうぶ、仕掛けられても、今日は真澄がいるから」

　髪かみを一つに束ね、ジャージ姿でいるせいか、真響はスポーツの試合にのぞむ選手のようだった。本人の意気込みもそれに似て、現実に溶とけこんでいる。

「真澄くんは、どこで姫将軍になるの？」

「危険になったとき。他人が知らないあいだに交こう替たいできるのは、泉水子ちゃんも知ってるでしょう」

　たしかに泉水子は、真澄と真夏が入れ替かわるところなら目もく撃げきしていた。だが、真響と入れ替わるところは一度も見たことがない。

「真澄くん、女の子でも見分けがつかなくなれるの？　あのう……本当に、脚あしやおへそを出しても……」

　真響は声をたてて笑い出した。

「泉水子ちゃん、着るなって言ったくせに。だから、それは着ないって。ちゃんと覆おおった衣装にするから、だれに見られてもだいじょうぶよ」

「よかった……」

　泉水子がまじめに安あん堵どすると、真響は、ふいに表情を引きしめてきっぱり言った。

「真澄より霊れい力りよくの高いものを、式神を扱あつかう陰陽師に用意できるとは思えない。高柳は、うぬぼれた思い上がりをただすべきなのよ」







　運営スタッフには、朝食前に確かく認にん事じ項こうがあったので、泉水子は真響と別れて講堂へ急いだ。講堂ラウンジに、眠たげにあくびをかみ殺す黒子たちが集まっていた。

　学園祭二日目は、二カ所の会場で同時進行に競技が進むため、ゲーム開始後は、黒子たちにもミーティングの機会がほとんどない。昼休みの全体休きゆう憩けいも設定していない。それほど詰つめこんだゲームを考案した、自分たちで自分の首をしめていると言えば言えた。

　ラウンジの向こうには、早川委員長が黒子姿になって、実行委員の仕事確認をしているのが見えた。フィールド競技の用具準備やライン引きなど、委員の手助けが必要なのだった。

　全体の流れは柔じゆう軟なんな設定だ。トーナメントで「討うち死に」が出て、最終戦の見物に回る生徒が生じる仕組みだった。ゆえに、決戦の人数比は不ふ透とう明めいだ。仄香はかなり細かく注意点をのべたが、詳しよう細さいすぎて、まだ眠いみんなの頭に入ってこなかった。

　ゲーム審しん判ぱんは、一年同士で固まることが許されなかった。二年とペアで持ち場につかないと、判定に文句をつけられたとき、対応できなくなるからだ。泉水子のポジションは、大河内の補ほ佐さで、馬場での審判が最初だった。深行と真夏はグラウンドの分担になっていた。

（……心細いなんて、思ってはだめだ）

　泉水子は自分に言いきかせた。その二人が、真響の近くにいることを喜ぶべきだった。防衛軍チームは、最初からグラウンド側でゲームを行うからだ。

　打ち合わせが終わってみると、時間が押していた。全員が大急ぎでカフェテリアへ向かう。その最中に、泉水子は呼び止められた。

「鈴原」

　ふり向くと深行だった。ゆうべの馬場で、つんけんして顔をそむけあった相手だ。

「何……？」

　足が止まった。深行から声をかけてきたことで、かなり驚おどろいたのだった。先に折れる相手ではないと思っていた。

　深行はこういうとき、驚かれてもばつの悪い様子を見せない。鉄てつ壁ぺきの優等生顔を、日ごろから常備してあるのだ。すまして歩み寄ってきて、手にした何かをさし出した。

「これ、わたしておく」

　泉水子は息を吸いこんだ。

　深行の手のひらにのるのは、携けい帯たい電でん話わだった。メタリックな赤い色のボディは、泉水子が前にも見た品だ。およそ一年半近くも前、中学三年生だったときに。

　母の紫ゆかり子こが、宅配便で送りつけてきた電話だった。修学旅行で東京へ向かう際、都庁で落ち合うためだった。しかし、結局、母に会うことは果たせず、姫神のショックやらなにやらで、泉水子は高熱を出して病院送りになり、そのまま忘れ去っていたのだ。

　深行にメールのやりとりをまかせ、あずけていたことを、今はじめて思い出した。

「この携帯、相楽くんがずっと持っていたの？」

「だれからも返せと言われなかった」

　深行は、努力した様子で口調を抑おさえた。

「大だい成せいさんにもらったパソコンが、使えるようになったんだろ。それなら、携帯も使えるかもしれないじゃないか。特に、この携帯は紫子さんのだ。鈴原が使っても壊こわれないかもしれない」

　泉水子は、受け取った携帯電話を見つめた。赤いボディカラーが、大成にもらったパソコンカバーを思い出させた。

「だいじょうぶ……かな」

「使えると思わないとだめなんだ。たぶん、鈴原がＩＣを壊すのって、信用できないからなんだ。今まで、なくてもどうにかなったせいもある。だけど、これからはそうじゃすまされないだろう」

　泉水子は、券売機で乗りものの切きつ符ぷが買えるようになった自分を思い浮うかべ、そうかもしれないと考えた。深行はさらに言葉を続けた。

「今日のおれたちは、携帯なしだと、どうにもやりくりがつかない。執しつ行こう部ぶ同士でもそうなんだ。指示は、携帯で回ってくるのが暗あん黙もくの前提だ。持っていないと完全に置いてきぼりだぞ」

　泉水子も、そのことは承知していた。だから、大河内と片時も離はなれられないことになって、難なん儀ぎだなと考えていたのだ。

「たしかに、ひとり一台、持って動くべきだよね」

「執行部メンバーの番号は、おれが登録しておいた。だけど、とりあえず、おれの携帯とつながればそれでいい。ためしにかけてみろよ」

　ひと呼吸おいてから、深行は続けた。

「困ったことが起きたとき、自分ひとりでどうにかしようと思うなよ。今日は何があるかわからないんだ。おれのいる場所が離れていて、すぐに行けないこともあるだろうが、相談はできるはずだ」

　泉水子は耳を疑い、深行の顔を見上げた。

　相手は目をそらさなかった。

　深行はまなざしが強く、瞳ひとみの色が濃こく、雪政の目とあまり似ていない。けれども、読み取れるものが少ない点では、父も子も似たり寄ったりだった。照れもせず、大まじめに口にしている風ふ情ぜいなのだ。

（……だれがこれを言っているの？　深行くんらしくないと思うのは、わたしが深行くんをよく知らないだけ？　それとも、これは当たり前の電話の話であって、だれにでも言っていそうなことなの……？）

　疑問がうず巻いて、どう考えていいかわからなくなり、泉水子がぽかんとしていると、深行はいくぶん眉まゆを寄せた。

「聞いてるのか」

「あっ、うん……」

「あとで、おれにかけろよ。ダメモトだから」

　そう言って、深行はさっさと離れていった。泉水子はまだ驚おどろきき冷めやらず、赤い携帯電話を握にぎりしめて、後ろ姿を見送ってしまった。

（……お母さんの携帯を、深行くんが、ずっと今まで持っていた……）

　深行の使う電話は、まったく別の機種だった。それなのに、寮に持ちこんで大事に保管していたというのだろうか。

（昨日のあれこれで、使うことを思いついたんだろうか。結局、気づかってくれたんだろうか……わたしのこと）

　うろんな顔をしてしまって悪かったなと、ふと反省した。本来なら、お礼の一つも言うべきなのだ。自分の見せた態度こそが、深行に外づらで応おう酬しゆうされてもしかたのないものだったかもしれない。

（……わたしだって、もう少し喜べたら、そのほうがうれしかったのに……）

　泉水子は、ため息をついて考えた。手放しで喜ぶには、あと少し何かが足りなかった。深行の真意がどのあたりにあるのか、今の泉水子には、やはりつかめないのだった。







　合戦装束を身につけ、校舎の外に出てきた学園生徒は、空を見上げてどよめいた。キャンパスの上空に、派手な気球が浮かんでいた。

　人が乗りこめるほど大きくはないが、それでも十分巨きよ大だいに見える。銀色に光るビニール張りの球体には、戦国武将の家か紋もんが鮮あざやかな色で並び、引き綱づなにつけた幟のぼりには、「祝・戦国学園祭」と書かれていた。

　見上げた泉水子は、隣となりにいる大河内に確認した。

「あれ、化学部……ですよね」

「ああ、根こん性じようでまにあわせたみたいだな」

　大河内はうなずいた。

「昨日ちゃんと上がっていれば、見み映ばえしたのに。だが、本当に上がっただけ褒ほめてやらないと」

　言いながらも、彼は上の空だった。愛用のノートパソコンを小こ脇わきに抱かかえ、クリップボードにはさんだ今日の資料をながめている。進行で頭がいっぱいなのだった。

　メガネの大河内芳よし文ふみは、アウトドアではあまりぱっとしない男子だ。背はひょろ高いが猫ねこ背ぜ気味で、ぬーぼーとして見える。けれども、趣しゆ味みの分野では名うての強つわ者ものであり、恐おそろしく凝こり性しようだった。今日の合戦ゲームの組み立てには、提案時点から深く入れこんでおり、成功に導くために全力をそそいでいる。

　泉水子にとって大河内は、男子先せん輩ぱいとしては気楽な人物だった。とはいえ、彼が趣味に没ぼつ頭とうすると、こちらの存在を忘れられそうな気配はあった。

　坂道を上っていくと、気球の拠きよ点てんが、図書館前の小広場だということが見えてきた。気球の引き綱をそのあたりの木々に巻きつけて固定し、見上げる人々が集まっているのだ。

　泉水子は、化学部所属の長谷はせ川がわを探したが、見当たらなかった。周囲にたたずむ人々は、戦国衣装を身につけていても生徒らしくなく、バザーの保護者男女のようだった。売り場のすぐわきなのだ。

「あの気球、もしかして大人が上げたのかな……」

　泉水子がつぶやくと、大河内もちらっと見上げた。

「手を借りたかもな。化学部って、四人かそこらだろう。まるで、保護者バザーの広告みたいになってるな」

　泉水子は昨日、保護者バザーの中身を見なかった。そのことが、にわかに気になってきた。馬が暴れ出しそうになったという、真響の話を思い出す。

（大人の参加者に、陰おん陽みよう師じが交じっていても、少しもおかしくないんだ……）

　泉水子は、化学部が学園祭直前になって、熱気球を上げる計画を立てたことを耳にしていた。その確認をしようとしたら、理科実験準備室の中に入れなかった。入り口に高柳の術がかけてあり、敵対する真響の関係者をはじくようになっていたのだ。そこまでして見せたくない何かがあったのであり、気球を上げることには裏の理由があると、考えないほうがおかしかった。

「バザーの人たちも、今日は合戦の恰かつ好こうになるんですか？」

「どうだろう、強制しているわけじゃないから、親たちのノリの問題なのでは」

「少し寄って、様子を見てきていいですか」

　泉水子は漠ばく然ぜんと、バザーをするのは母親だと思っていた。けれども、小広場につどっている大人には、けっこう男性もいる。外国人もいる──留学生の家族が、学園祭行事に興味を抱いだくことは、不思議でも何でもないのだが。

　大河内が足を止めた。だが、間の悪いことに、早川委員長が駆かけ足あしで坂道を上ってきた。黒くろ子こであろうと、今日も威い勢せいのいい早川だった。

「ほら、ぐずぐずするなよ。仕切る人間は人より先に会場でにらみをきかせないと。それじゃ、先、行ってるぞ」

　早川は、大河内の肩かたをたたいて通りすぎた。二人とも、ちょっとあきれて見送ってしまった。

　うなるように大河内が言った。

「早川のやつ、また、裏のスタンドプレイをたくらんでいないだろうな。ネジがゆるむと、いつでもマウンドに立った気分になるやつだからな。執行部としては、かえってお荷物をしょいこんだかも」

「はあ……」

　泉水子も、弁護はできなかった。真響の不利を承知で執行部を乱すとは思えないが、執行部メンバーと同じゴールを目ざしているとは言えないのだ。

　大河内は向きを変えた。

「やっぱり急ごう。あいつに、今日もトップになった気を起こさせちゃまずい」

　行くしかなかった。だが、泉水子は、頭上の気球がますます気になった。胸の奥で何かがしきりに警けい鐘しようを鳴らしている。

（その証しよう拠こに、何だか空気が重い。頭が重くなる……）

　上空の景色をさえぎる気球の存在が、目め障ざわりに思えてならなかった。大きな存在が自分を見下ろし、非情な目で見張っている気さえしてくる。

　馬場の柵さくまでやってきたが、まだ、同じ気分が続いていた。

　これは、今までになかったことだった。

　泉水子がここへ来るたびに感じていた、馬たちが明るく清めた感じがなくなっている。昨晩、暗くても安心できたはずの場所が、今朝は守りをなくしているように思えた。

（真夏くんがこちらに来ていたら、もう少し何かがわかったのに……）

　くちびるをかんだ泉水子は、電話を思い出した。

　テントへ向かう大河内から離れて、馬場の柵のこちら側にとどまる。マイクを設置したテントのあたりには、数人の人ひと影かげが見えるものの、生徒の多くはまだ来ていなかった。今なら時間がとれると踏ふんで、懐ふところから赤い携けい帯たい電でん話わを取りだす。

　黒頭ず巾きんの垂れ布をめくり上げて見つめた。壊すのではないかという恐れは、今も消えない。だが、深行が言ったとおり、この不安は乗り越こえるべきだった。

（相談したいと思っている……わたしは本当にそう思っているから、かけられるはずだ……）

　心に念じて、発信を押した。通りに背を向けて柵に寄り添そい、必要ないくらい電話を耳に押し当てる。呼び出し音は、永遠に鳴り出さない気がした。跳はね上がった心臓音のほうが、のどもとにとどろいて脈打つようだ。

　あきらめようかと思ったその矢先、何かが切り替かわった。

「おれだ」

　深行の声が、つながると同時に聞こえた。泉水子は飛び上がりそうになった。

「あっ、聞こえてる？」

「遅おそいぞ。何やってた」

「遅くないよ、馬場に着いたばかりだもの。こっち、まだほとんどの人が来ていないよ」

「まあいい。電話できたじゃないか」

「うん、よかった。通じた」

　こわばっていた肩の力が急に抜ぬけた。

　電波にのせた深行の声を聞くのははじめてで、奇き妙みような感じだった。彼は、どちらかといえばシャープな声質の持ち主なのだが、電話のほうが尖とがって聞こえないようだ。

　気のせいかもしれないが、温かみがあるようにさえ感じられた。

「その携帯が使えるなら、もっと早くわたしとけばよかったな。今日、居場所がわからなくならないのは助かる。一日中気を抜けない日だ。わかってるだろうな」

「わかってる。グラウンドの会場、どんな感じ？　真響さんや真夏くんはもう来ている？」

「宗田は来た。チームといっしょにいるのが見えている。真夏は、今、ちょっと見当たらないが」

　深行がすらすらと答えた。泉水子は、電話で話すのはいいものだと感動した。通話しか媒ばい体たいがないのだから、交こう互ごにしゃべるのは当然だが、泉水子には、キャッチボールのように深行の言葉が返ってくることが新しん鮮せんだったのだ。

「そこからも、化学部の気球が見えるでしょう。あれ、どう思う？」

「いい加減、目立つことをしたと思うよ。どうかしたのか」

「変な感じがしてこない？」

「化学部だから──ってことか？」

　深行は、にわかに警けい戒かいする口ぶりに変わった。

「あれにも、危険な気配を感じるのか」

「あのね、馬場の感じがすごく変わっているの。真夏くんがいれば、もっと、変わった原因に気づくような気がするのに」

　深行は数秒黙だまったが、その間にすばやく頭をめぐらせていた。

「わかった。すぐには持ち場を替かえられないかもしれないが、あいつが馬場へ行ける方策を考えてみるから」

「よかった……電話で話せるって便利」

　泉水子は肩の荷にが下りてほっとした。これで、半分解決した気さえしたのだ。気が楽になった勢いで、思わず声をはずませた。

「わたし、携帯で話せるなら、もう、他ほかの女の子とたいして変わらないね。パソコンもできるようになったし、これからは、どんどんふつうの人と同じになっていくんだよね」

「鈴原には、それが大事なのか」

「大事だよ、すごく」

　泉水子は言葉をかみしめた。今日の日まで、どうにかしてその自信をもちたかったのだ。

「いろんなことを、みんなと同じに体験したい──ずっとそう思っていたの」

「鈴原が、姫神になりたくないと言っても、おれはべつにかまわないが。姫神も、前に似たようなことを言っていたしな」

　深行はあっさり口にした。賛同してもらえてうれしかったが、泉水子は、姫神の発言をより重視している点に、多少引っかかった。

「姫神がどう思うかじゃなくて、わたしが思うことだよ」

「双そう方ほうの意見が一いつ致ちしているということで、いいじゃないか。とにかく、鈴原は今日、極力目立つなよ。宗田と高柳をめぐって、いろいろ挑ちよう発はつするできごとがあるはずだから、巻き込まれて姫神を出現させる事態は、なんとしても避さけるんだ」

　深行が口調に力をこめた。三つ子との作戦会議においても、泉水子の役目は、目立たないように見けん鬼きの目をこらし、高柳たちの仕し掛かけをつかんで、対戦の前に真響に教えることだった。

「馬場にいるあいだは、よけいなまねをするなよ。午前中さえしのげたら、その後は、おれたちも分散せずにすむ」

　泉水子はうなずいた。馬場の空気がおかしいとわかったのだから、警戒は当然のことだった。

「気をつけることは、もうわかってる」

「必ず、高柳から距きよ離りをとれよ」

「そのくらい、わかってるってば。昨日だって上手に避けてきたし」

「鈴原は、そう言いながらも、けっこうちょくちょく──」

　深行は言い続けたが、泉水子は電話を耳から離はなしてしまった。

　柵に顔を寄せてしゃべっていた泉水子が、何気なくふり返ったら、高柳一条が立っていたのだ。ぎょっとしてその姿を見つめる。

　高柳はひとりではなく、数人の男子がつきそっていた。間近に来られるまで、まったく気づいていなかった。

　はじめて深行と通話ができて、それほどまで有う頂ちよう天てんになっていたのだろうか。それとも、彼らが気配を消せる連中だったのだろうか。今となってはわからず、言ったそばから高柳と顔をつきあわせているという、間の悪い事実だけが残った。

「電話、切らないの？」

　高柳は、うちとけた口ぶりで泉水子に声をかけた。

「ぼくは、かまわないよ。べつに、相楽がそこで聞いていても」







　高柳のつれは六人ほどだった。合戦装備の具足はいろいろだが、全員、泉水子が一度も顔を見たことない男子だった。少なくとも、一年生の中には見ていない。

　だが、見つめるうち、その中の二人は、知らない理由がわかった。兜かぶとの眉まゆびさしを下げ、面めん頰ぼおをつけて、顔立ちがよく見えないだけではなかった。ほとんどぼやけない姿を保っていたが、学園生徒の生気をもっていなかった。

（……怯おびえてはだめだ。つけこまれるばかりだ）

　泉水子はそう考えたが、思うまでもなく怖こわくないことに気づいた。正体を理解している点が大きいのだ。泉水子自身もまた、式神という存在に慣れてきているのだ。

「また、新しい式神をつくっている」

　声に非難をこめると、高柳はにっこりした。

　白すぎるほど白い顔なので、化け粧しようをしているかもしれなかった。なにしろ、この日の高柳は、天あま草くさ四し郎ろうのいでたちだった。錦にしき織おりの陣じん羽ば織おりを着て、西洋の白いひだ襟えりをつけた折せつ衷ちゆうの衣装だ。もとどりを高く結ゆった髪かみを長く垂らして、並んだ武者の中で一番小こ柄がらでほっそりしているところは、けっこう役やく柄がらにふさわしく見えた。

「あいかわらず、よく見えるね。かまわないよ。ぼくも日進月歩しているから、見み抜ぬかれたくらいで取り消さなくていいんだ。鈴原さんには、こいつらとお近づきになってほしいくらいだよ」

　泉水子はろこつに顔をしかめた。

「式神なんて、いつ見てもぞっとする」

　まわりの男子は、二人のやりとりに驚おどろきもせず、黙ってながめている。たぶん、陰おん陽みよう師じ仲間なのだ。しかし、顔がよく憶おぼえられなかった。

「鈴原さんは、宗田真響に踊おどらされているんだよ」

　高柳は余よ裕ゆうのある口ぶりで言った。今回は、簡単に腹を立てないようだ。

「この前、きみはぼくに、ペットを殺しただろうと言ったよね。ペットを殺して式神にする、残ざん酷こくで血も涙なみだもないやつだって、そう思いこんでいるよね。だけど、それって、宗田が言ったことのうのみじゃないか。宗田はぼくを、わざとそういうやつに仕立てようとしているんだよ。きみ、立ち止まって考えてみたことある？　小こ坂さか信のぶ之ゆきを、本当に殺したのは、あいつらの神しん霊れいのきょうだいだってこと。どっちが残酷だと思う」

「えっ……」

　泉水子はたじろいだ。だが、たじろぎながらも考えた。

（こんなところで、高柳くんと話していちゃだめだ。こんな人たちと接するのは、危険すぎる。返事などしないで、今すぐ逃にげ出さないと……）

　わかっているのに、なぜか足が動かなかった。彼らに囲まれたわけではなく、いくらでも逃げ道はある。それなのに、逃げようという気が起こらない。

（何か、おかしい……）

　高柳の話に耳を傾かたむけたくなっている。そういう自分の気持ちがすでにおかしいのだった。それから、かすかに気がついた。この場に立ちこめた空気全体が、そういうものに切り替わっているのだ。

　泉水子は、今から真夏がこちらに来ても、もう遅いということをさとった。

　馬場の競技場そのものが、何らかの術中に落ちていた。
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　高たか柳やなぎ一いち条じようは、切りそろえた前まえ髪がみのあたりがいつもと同じだったが、あとは戦国時代の天あま草くさ四し郎ろうになっている。西洋と折衷した綺き羅らが似合うカリスマであり、ふだんより見み映ばえがする。

　一ひと重えまぶたの細い目や鼻筋も、男子が化粧をするにはふさわしく、優ゆう雅がに見えるから不思議なものだった。

「宗そう田だ真ま響ゆらに、ぼくよりも霊れい的てきなことがわかっているなんて、本気で考えたの？」

　愛あい想そのいい声で、泉水いずみ子こに問いかける。居い丈たけ高だかなところはなく、口調に親しみがこめられていた。

　泉水子は顔をしかめて見返すだけだったが、つれの男子たちが高柳を残し、陣じん地ちへ歩み去るのを知った。この場は高柳にまかせ、関かん与よしないという態度だ。安あん堵どするとまでいかないが、少し気が休まるものだった。

　高柳は言葉を続けた。

「あのね、宗田の視野はひどく狭せまくて、何もわかっちゃいないよ。何より、生まれた家筋がちがいすぎる。千年以上、ずっとこの分野に関かかわり続けた専門家とちがって、忍にん者じやというものは、途と中ちゆうから体育会系に走っただろう。今日までの積み上げが足りないよ」

「真響さんたちは、特別だもの」

　泉水子は言い返した。まだ、高柳に取り込まれてはいないと考える。反論しようと思えば反論できるのだ。

「先祖返りだって家の人が言っていた。本物の霊力がなければ、神霊がきょうだいになってくれるはずないでしょう」

　高柳はかるく頭を振ふった。長い髷まげの髪が揺ゆれた。

「神霊に手を出したのが、最初からのまちがいなんだ。陰陽師なら、人間にできることとできないことをちゃんとわきまえているよ。神霊を、自分たちでコントロールできると思うのが不ふ遜そんだ。いずれ、喰くわれるのは術者当人だ」

　泉水子は、三つ子の代弁者になった気分だった。

「コントロールしようと考えるのが、あなたたちなんでしょう。真響さんと真ま夏なつくんはちがうよ。真ま澄すみくんをきょうだいとして、自由な意志や考えのある人として、迎むかえ入れているんだから」

「今どき、そんな無む謀ぼうなことをするやつがいるとは思わなかったから、この前はぼくもしてやられたけどね。そういうやり方は、一時的によくても長くは保てない」

　高柳は決めつけ、急に話題をもどした。

「ペットって何だと思う。人間が、家族として暮らして共存できる、人間以外の生きものだよね。それなら、何でもかんでもはペットにできないよね。どんなに動物好きの人でも、種類を選ばないといけない。鈴すず原はらさん──動物をかわいがるタイプだよね。ぼくもそうだよ」

　泉水子が黙っていると、高柳はさらに続けた。

「ぼくの一派は、生命を肉体の内部に限定して考えないんだ。大好きなペットとは、死に別れたくないものだろう。先に逝いかれるのはつらいことだ。だから、ぼくは式神にすることを承知したんだ。式神なら、肉体の寿じゆ命みようを超こえてずっとそばにいてくれるから。それなのに小こ坂さかは、かわいそうに、あいつに喰われて終わってしまったんだ」

「真澄くんは悪くないと思う。霊を縛しばって自分のそばに置いて、命令などするから、小坂くんがかわいそうなことになったんでしょう。結局は高柳くんのせいだよ」

　泉水子は手厳しく言った。

「ペットと同じ扱あつかいをするほうが、変じゃない。そっちのほうが理解できない」

「猛もう獣じゆう使いになれる人と、なれない人がいる。どちらが主人かを決めておくのは大事なことなんだ。相手を見くびったり、卑いやしめたりするつもりがないからこそ、それが重要なんだ。ノウハウも重要だ。少なくともぼくたちは、何も知らずに手を出しているわけじゃない」

　高柳の言葉に、泉水子は少しひるんだ。宗田きょうだいのためではなく、自分をかえりみたせいだった。何もわからないまま和わ宮みやと関わったことを、思い出さずにいられない。小声になって言った。

「神霊は……自分の意志で寄ってくるものでしょう。だから、だれも、つかまえようなどとしてはいけない」

「じゃあ、利用しようと思ってもいけないよね。それが、手を出さないってことだよ。宗田たちは、そこのところをまちがえている」

　泉水子には、うまく反論が思いつかなかった。そこで、別の方角から試みた。

「なら、亡霊のことは利用していいというの？　高柳くんたち、勝手に集めているみたいだけど」

　高柳は、愉ゆ快かいなことを聞いたように笑った。

「鈴原さん、ごっちゃにしたらだめだよ。亡霊は扱いがまた別だ。亡霊がその姿で出現するには、人間の精神エネルギーを借りる必要があるんだ。だから、人の知らないところには亡霊も出てこない。とはいえ、へたにエネルギーを与あたえ続けると、とんでもないモノに育つケースもある。いまいる亡霊は、ぼくたちが集めたというより、学園生徒が呼んでいるんだ。つまりはね、ちょっとした舞ぶ台たい装置だよ」

「ちょっとした？　迷めい惑わくしているのに」

　泉水子が憤いきどおりをこめると、高柳は平然と答えた。

「ぼくたちは今、試ためされているんだから、リスクを承知のパフォーマンスは必要なはずだ。たぶん、ひとりひとりのふるいわけに使える舞台装置だよ。自分のマインドコントロールもできないようでは、霊には立ち向かえない。そうした中で、信教からも風習からも自由に能力を発揮することが求められているんだ」

（くやしいけど、高柳くんって、たしかにずいぶんよく知っている……）

　泉水子は、まばたきながら考えた。彼の知識量が半ぱでなく、頭もいいことを認めざるを得なかった。起こるすべてを心得ているように見える。泉水子たちがどれほど手て探さぐりかを考えると、かなりハンデがありそうだった。

「宗田は、自分の霊能力を、グローバルに発展させるにはどうすべきかってことなど、考えたこともないんだろう。いまだに、個人の目先の利益くらいしか考えていない。陰陽師はちがうよ。だいたい、現代の陰陽師がどれほど刷新されているか、きみたちはぜんぜん知らないんだよ」

　高柳の尊大さが顔をのぞかせた。言われっぱなしもしゃくなので、泉水子は口を開いた。

「陰陽師は新しくなっているから、クリスチャンの恰かつ好こうなどしても平気なの？　高柳くん、十じゆう字じ架かのネックレスまで下げてるけど、宗教を完全に無視して、ただのファッションにしてしまえるということ？」

「きみ、神社の娘むすめさんだっけね」

　ふいに気づいたように、高柳は言った。彼が自分の扮ふん装そうを得意に思っていることは、態度にありありと表れていた。

「宗教組織に統制されたところが、山やま伏ぶしの限界だったよね。寺と神社の歴史事情につぶされたようなものだ。陰陽師は、密教の真言を唱えようと、神にささげる祭さい文もんを読もうと、宗教組織とは最初から一線を引いたよ。だから、世界に目を向けることもできる。もともと、古くは海外から伝わった技法だ」

「国に廃はい止しされたのは、陰陽師だって、山伏と同じに明めい治じ維い新しんのときでしょう」

　泉水子は指し摘てきし、調べてあって助かったと思った。高柳が山伏をくさすのは、やはりおもしろくなかったのだ。

「高柳くんが、神に祈いのっていながら、ただの技術みたいに言うのは変だよ。お山には、日本古来のものもあるし」

「問題は、効力だよ。祈りの効き目があるかないかだ」

　高柳は涼すずしい態度で言い切った。

「山伏だって、最初はそう考えて密みつ教きよう僧そうの仲間になったんだろう。そして、今となっては、西洋とは相あい容いれない。だけど、世界中の人間が、何らかの呪じゆ術じゆつ体系を持っているんだ。ナザレのイエスに始まったキリスト教にも、当然ながらある」

「だから何？　高柳くんは、呪術のためにはクリスチャンにもなれるってこと？」

「そうじゃない。でも、鈴原さん、鳳ほう城じよう学園には、どうしてこれほど海外留学生が受け入れられると思う？」

　いきなり方向のちがう質問をされて、泉水子は目をまるくした。

「えっ……」

「この学園のトップに立つには、彼らからも認められなくてはならないってこと、宗田は考えていないと思わないか」

　たしかに、考えてみたこともない……少なくとも、一度も真響との話題にのぼらず、泉水子自身は考えてみたことがなかった。

　言葉を失っていると、高柳が穏おだやかな口調で言った。

「ほら、ね。どうして宗田がぼくにかなわないか、だんだん、きみにもわかってきただろう。見えているものの地平がちがうんだ。これからの時代、東洋と西洋の垣かき根ねをなくして、地球規模に通用する思想で取り組まなくてはいけないんだ。それぞれの土地で別々の神々に祈っても、同じように霊を動かす人間が存在する。その意味を考えるんだ」

　高柳が言い終わらないうちに、彼の声より低いトーンで唱えごとが響ひびいた。コントラバスのような響きのいい声だった。

「……神かみ光ひかりあれと言いひたまひければ光ありき。神光を善よしと観みたまへり。神光と暗やみを分わかちたまへり。神光を昼と名なづけ暗を夜と名けたまへり。夕ゆふあり朝あさありき是これ首はじめの日なり。神言たまひけるは水の中に穹蒼おほぞらありて水と水とを分つべし。神穹蒼を作りて穹蒼の下の水と穹蒼の上の水とを判わかちたまへり。即すなわち斯かくなりぬ。神穹蒼を天と名けたまへり。夕あり朝ありき是二日なり……」

　修しゆう道どう僧そうの──おそらくはフランシスコ・ザビエルの扮装の──クラウスが現れた。いつからそこにいたのか、泉水子はまったく気づかなかった。だが、今、クラウスはロザリオを手にかかげ、旧約聖書の聖句を唱え、高柳の隣となりに立とうとしていた。

（……わたしったら、どうして早く逃にげ出さなかったんだろう……）

　逃げ出すべきだと、さっきも考えていたはずだった。それなのに泉水子は、みすみす時機を逸いつしてしまったのだ。このときになって、ようやく、まだ通話中の電話を握にぎっていたことを思い出した。

　これを耳に持っていくには、そうとうな意志力が必要だった。

「相楽さがらくん……まだ聞いてる？」

「ばかか、おまえは」

　深み行ゆきにどなられた。思わず電話を遠ざけたくらいだった。

「高柳と議論などすんな。今、そっちに向かっているから……」

「来ちゃだめ」

　泉水子は、あらがう力がわずかだとさとりながら、電話にささやいた。

「ぜったいに来ないで。真夏くんも来ちゃだめ。でないと──みんなつかまる」

　深行が言い返さないうちに、すばやく通話を切った。続けて、電源を切るために長押しをする。

　みんなでこの場の術につかまったら、アウトになってしまうのだ。

　そして、自分、泉水子はもう手て遅おくれだった。







「ダイジョブ、ですか」

　はっとして顔を上げると、濃こく青い二つの瞳ひとみが、泉水子の顔をのぞきこむように見おろしていた。

　血色のよすぎる顔で、やたらにあごが発達して見えるのだが、その目はまじめに泉水子を気づかっていた。扮装に使った神父そのもののまなざしだ。

「気分悪いですか。貧血、してますか」

「ううん、だいじょうぶ」

　泉水子は驚おどろき、一いつ瞬しゆん意識がとぎれたのかと、まばたきをくり返した。

（今、何をしていたっけ……ああ、そうだ。電話で深行くんに、来なくていいと言ったんだった……）

　自分の内側をあれこれ点検してみるが、気分の悪さはどこにもない。おかしなことは何一つない。術に落ちたと考えたことを思い出すが、どうも、ひとりよがりの思いつきだったようだ。

　天草四郎姿の高柳が言った。

「ほんとに平気？　鈴原さんって、クラウスを見かけるといつも怯おびえていたよね」

「あ、ええと……」

　高柳と並ぶと熊くまのように大きく見えるクラウスが、まじめな目つきのままうなずいた。

「そうですよ。ボク、怖こわがらせちゃいけないと思って、鈴原サンと一度も話さなかったですよ」

「ごめんなさい……」

　泉水子は肩かたをすくめた。偏へん見けんをもっていた自分が恥はずかしかった。

「わたしって、山奥で育ったせいで、外国の人に慣れていなくて。どう接していいか、うまくわからなくて……」

　クラウスが短い言葉を発したが、うっかりドイツ語にもどっていたので、泉水子には意味が取れなかった。高柳がにっこりして言った。

「鈴原さんは、今、狭せまい場所から出てきたところなんだよ。こいつともっと知り合いになれば、気のいいやつだってことが必ずわかるよ」

　ロザリオをポケットに押しこんだクラウスが、熱をこめて言った。

「ボク、キリスト信者だけど、今どきのキリスト信者ですよ。昔の人のように、異教徒は悪あく魔まと考える人、もう、ヨーロッパにほとんどいないですよ。シントーを信しん仰こうする人とだって、いい友だちになれます」

「ううん、わたし、神しん道とうの信者じゃないの。神社で育ってはいるけど、おじいちゃんにも信者になれと言われなかったし」

　泉水子があわてて訂てい正せいすると、クラウスはうれしそうにうなずいた。

「ああ、だったら、友だちになるの、もっとカンタンですね。知らないとヘンケンありますよね。ボクもねー、日本来たら、ドイツ人は全員プロテスタントと思われて、ちょと困りました。人間は、個人でいろいろでいいのにね」

（クラウスって、気持ちのいい人だ。どうして怖いと思ったんだろう……）

　泉水子は、びっくりして考えた。

　体の大きな、腕わん力りよくのありそうな男子が、これまでの泉水子はいつも怖かった──その延長線のままだったのだ。たしかに、ラグビー選手のようなクラウスだが、温おん厚こうな性格がにじみ出ている。泉水子は、緊きん張ちようがほどけていくのを感じた。

「わたしもそう思う。みんな、いろいろでいいんだよね」

　高柳が、感心したような声を出した。

「きみって、ふつうに笑えば笑えるんだね。そのほうがずっといいよ」

　言われてはじめて、高柳にはこわばった顔しか見せなかったことに気がついた。外国人生徒に苦手意識を持ったため、留学生の前でも同じだったろう。今は、反省する気持ちになっていた。

（自分から壁かべをつくっていたんだ。そんなことじゃ、だめなのに……）

　父の大だい成せいが、山奥では身につかない国際感覚を学ぶといいと言ったはずだった。学園にたくさんいる留学生と顔を合わせても、父に言われたことを思い出さなかった。それはつまり、泉水子の了りよう見けんが極きよく端たんに狭かったからだ。

「大手軍チームは、武将も国際色豊かだよ。女子も参加している。アンジェリカの戦国イメージは、ちょっとマンガかアニメに走りすぎだけど──フランス人だからなのかな」

　高柳が言うと、クラウスがまじめに意見した。

「ドイツ人も、フランスと同じくらい日本のマンガファン多いよ」

「ああ、もう、行かないと。審しん判ぱんとあまり話しこんでると、取引みたいに見られちゃうよね。だけど、鈴原さん、ゲームが終わったら話しにきてよ。アンジェリカもすごくおもしろい人だよ」

　歩き出しながら高柳が言い、泉水子も気がついて、柵さくを離はなれてテントに足を向けた。

「……うん、時間があったらね」

　少しはにかんで高柳に答えた。敵意は失うせていた。その清すが々すがしさに驚く気分でもあった。

（だれかをきらいだと思わずにすめば、こんなにせいせいするものだったなんて……）

　真響の考え方を、今まで、何から何まで無批判に受け取っていた。それはつまり、泉水子が自分では何も考えなかったということなのだ。

（……ものの見方が狭いなんて、思ってみたこともなかった）

　宗田真響が、なぜ世界遺産候補になりたがっているか、泉水子はすでに知っている。早世した真澄と同じ心臓を持っている、真夏の体を心配しているからなのだ。真夏に心臓移植の可能性が出てきたときに、一番有利なポストに立っていたいがためだ。

　きょうだい思いの深さは、胸打たれるものだったし、強きよう靭じんな意志の持ち主として、真響を尊敬してもいる。けれども、真響の目的は、たしかにどこまでも個人の利益だった。それを否定することまでは、泉水子にもできなかった。

　真響に巻き込まれてここまできたが、今、ふり返ってみれば、もう少し考えてみてもよかったのだ。

（もしかしたら、真響さん、この勝負に負けるのかな……）

　今はじめて、泉水子はそう考えた。

　真響が負けたら、心を尽つくして慰なぐさめてあげようと思った。見方を少し変えるだけで、気持ちがどれほど楽になるか、話してあげることができる。

　うきうきと泉水子は考え続けた。

（わたしは、こんなに、変わることができる。今もこれからも、まだまだ変わっていくだろう。パソコンも携けい帯たいも使えるようになったし、怖いものは減ったし。きっとそのうち、ふつうの女の子の生活ができるようになる。ふつうにみんなと行動して、ふつうに彼氏を見つけて……）

　ふと、大事なことを忘れているような気がした。

（あれ……？）

　思いめぐらせてみたが、よくわからなかった。

　まあ、いいやと思った。

　合戦姿の生徒たちが、坂を上った自分の陣じん地ちに集結しはじめている。馬場の競技場も、最後の準備が必要だった。泉水子は黒頭ず巾きんの垂れ布を下ろし、大おお河内こうちのもとへ急いだ。







　開始時刻になった。西側の陣地を出た大手軍チームと、東側の陣地を出た大手脇わき軍チームが、重々しく坂を行軍してくる。Ｙ字にぶつかる交点が馬場の競技場であり、競技スタッフと柵のまわりの見物人が、晴れ姿の軍団を拍はく手しゆで出で迎むかえた。

　色とりどりの幟のぼりやプラカードや吹ふき流ながしを掲かかげ、兵士たちは旗印を背負っているので、なかなかの壮そう観かんだ。

　統一感はなかったが、どちらのチームも工く夫ふうがおもしろかった。大手脇軍チームには一年Ｃ組が加わっており、オリジナルに「下げ克こく上じよう」の旗印をかかげていて、泉水子は拍手を送った。

　高い幟を持った兵士の後には、武将たちが続く。この日は乗馬を出さない決まりなので、全員徒歩ではあるが、鍬くわ形がたがそそり立つ兜かぶとの輝かがやきや鎧よろいおどしの色いろ鮮あざやかさは、やはり一番目を引いていた。

「うわ……」

　泉水子の隣となりで行軍を見守る大河内が、ふいにつぶやいた。泉水子が顔を見ると、大河内の視線は、大手軍チームの武将に釘くぎ付づけになっていた。

「すごいな」

「ああ、すごいな」

　その向こうの早川があいづちを打ったところを見ると、同じであるらしい。泉水子もそちらへ目をやった。

　ブロンドの少女が、武将の一員になっていた。

（……あの人が、アンジェリカだ）

　泉水子は、長谷はせ川がわが「ビスクドールみたいな」と言っていたことを思い出した。そのせいで、お人形のような女の子だと思っていた。けれども、ぜんぜんちがった。

　アンジェリカは少しも人形めいていなかった。生気にあふれ、泉水子が想像するのはネコ科の動物だ。へたをすると牝めすライオンかもしれない。

　着ている鎧は、一応は戦国武将のはずだが、徹てつ底てい的にアレンジがほどこされていた。泉水子は、真響の言ったゲームのデザインがどういうものか、ようやくイメージできる気分だった。

　アンジェリカが露ろ出しゆつしすぎているわけではない。肌はだを出した部分はそれほどない。けれども、プロポーションが手に取るようにわかるのは事実だった。

　日本人とは人種の差をはっきりさせる体型だ。腰こしの位置が高く決まり、顔まわりが小さく、細身なのに骨格がしっかりしている。バストは、高校生にしては豊かだった。泉水子も、思わず感心して見つめてしまった。

「まずい」

　大河内がいきなり言って、泉水子に顔を向けた。

「鈴原さん、ポジションを交こう替たいしよう。ボードゲームの審判には、鈴原さんがついてくれ。公平さを欠くかもしれないと思えてきた」

「……いいですけど」

　泉水子は逆らわなかったが、アンジェリカに骨ほね抜ぬきにされそうだという、言外の理由は汲くみ取った。お近づきになろうとしないところが、大河内らしいかもしれない。

　フィールドで大多数の生徒が参加する競技は、だれもが知っている運動会種目だった。二に人にん三さん脚きやくとか、スプーン卵リレーとか、パン食い競走などだ。ルールがわからない参加者などいない。

　そのため、泉水子は審判といえども気楽にかまえていた。しかし、武将の頭脳戦となると話は別だ。クリップボードを持ち替かえ、あわてて資料をめくった。

「わたし、このゲーム、今まで見たことなかったんですけど。ええと……バックギャモンですか」

「ルールはわかりやすいから、はじめてで審判しても平気だよ。サイコロを二個振ふって、出た目の数だけ駒こまが進むから、いっしょに数えていればそれでいい。ごまかしはあまり利きかないんだ、バックギャモンってのは、すごろくなんだよ」

　大河内に言われ、スタート時の駒の置き方をながめたが、細長い三角を描えがいた幾き何か学がく模様のボードに、まるい白黒の駒をそれぞれ十五並べた、味もそっけもないものに見えた。

「昔のすごろくには、絵が描いてあったのに、最近のはちがうんですね」

　大河内は少し笑った。

「逆だよ。バックギャモンのほうが古いんだ。生徒が慣れないところで選んだが、世界的に有名なゲームで、やたらに古い由ゆい緒しよがあって、古代エジプトにすでにあったらしい。日本でも、飛鳥あすかか奈な良らの時代には伝わっていて、賭と博ばくになって取り締しまられた。平安貴族も熱中している。そういう盤ばん双すご六ろくは、このバックギャモンのことだったんだ。道どう中ちゆう双すご六ろくとか絵双六などは、博打ばくちにならない遊びだよ」

　泉水子は、目をぱちくりさせた。

「そういえば……『枕まくらの草そう子し』にも、すごろくのシーンがありました。貴族の男の人が、なりふりかまわずサイコロに祈いのっていて、どうしてそんなに夢中になるのかと不思議に思ったけど」

「賭かけてりゃ、真しん剣けんにもなるだろう」

　大河内は重々しくうなずいた。

「二個のサイコロにぞろ目が出ると、出た目の倍数駒を進められる。だから、六のぞろ目が出たら、一度で勝負の風向きが変わることもある。運のよしあしと、頭脳勝負と、両方が出てくるゲームなんだよ」

　感心して泉水子は言った。

「戦国武将のゲームに、似合わないかと思ってました」

「チェスや将しよう棋ぎだと、時間を食いすぎるだろ。最近のカードゲームでは、慣れ方に不公平感があるし。バックギャモンが、このデザインになってからもう一度日本に伝わったのは、戦国時代の南なん蛮ばん渡と来らいだったんだ。一番ふさわしいゲームだよ」

　泉水子にも、多少の関心がもてそうだった。アンジェリカもバックギャモンも、そばでよく見ておきたい気がする。

（言われたつとめをはたそう。今のわたしは、ゲームを陰かげからささえる黒くろ子こなんだから……）

　泉水子はフィールドのテントを離れて、武将ゲームのエリアへ向かった。

　チームの武将たちは、着き飾かざり方と運動競技に加わらない点では、体育祭の応おう援えん団に近かった。自分のチームの前に立ち、エールの音おん頭どをとっている。武将同士の対戦場所は、観客から見やすい柵の外の小広場に設営してあった。

　大手軍チームの武将に、高柳がいるのは事実だが、彼の式神たちはそばにいなかった。泉水子は馬場を回って歩きながら、彼らはどこにいるのかときょろきょろした。

　一年Ｃ組のクラスメイトは、だれも大手脇軍チームの武将になっていなかった。武将に選せん抜ばつされる者は、やはり二年生が多いのだ。「下克上」の旗をかかげた男女は、チームの後方に固まって笑い合い、楽しそうだった。競技が苦手な泉水子は、自分も参加したいとは思わなかったが、団結はちょっとうらやましかった。

　見つめていると、ふと、馬場の光景が輪りん郭かくをにじませた。

　ものが二重に見えるようで、泉水子は急いでまばたいた。景色のぶれ方はすぐに治まったが、どうかするとまたにじみ出しそうで、不安定だった。

（なんだろう、これ……）

　やけに居い心地ごこちが悪い。気分の悪さをはっきり自覚できないような、妙みような落ち着かなさがある。

（……ゆうべもその前も、あまり寝ねてないせいだろうか）

　ふり返って考えた。しかし、今日の日は乗り切らなくてはならなかった。今日は大事な日なのだから。

（あれ……？）

　もう一度馬場を見回した。気づくべき何かがあるはずなのに、それを思い出せないことが、おかしな気分の原因なのだ。

　泉水子は足を止めそうになったが、思いなおし、また歩き出した。

　よけいなことはせず、目立たずに午前中をすませると、約束してあるのだ。

　それなのに、だれと約束したのかは思い出せなかった。







　四角い台に大きなバックギャモンのボードが広げられ、差し向かいの床しよう几ぎが二つ、用意されている。

　鎧武者の大将が陣じん屋やで腰を下ろす、時代がかった床几の腰こし掛かけだが、見た目にふさわしくても、座り心地はよくなさそうだった。

　やがて、応援を終えた武将たちがぞろぞろと歩いてきた。大手軍と大手脇軍の大将同士が進み、くつろげない床几に座る。どちらも二年男子だ。残りの武将たちは、その背後を囲むように並んだ。

　主しゆ審しんとして、執しつ行こう部ぶから二年の柴しば田たが来ていた。会場の仕切りは彼が行い、泉水子は、わきに設置したホワイトボードにスコアを書きとめる。一年の田た村むらが、大河内たちとの連れん絡らく係になっていた。

「それでは、フィールド競技終しゆう了りようまでの時間制限で、城しろ攻ぜめ軍の武将対決、バックギャモン試合を行います」

　咳せき払ばらいをした柴田が、ワイヤレスマイクを通して周囲に告げた。ゲーム中の注意や大事なルールを説明して、スタートを宣言する。

　武将のまわりに集まった見物人は、けっこういるものだった。バックギャモンへの関心より、コスプレに関心のある人も多そうだ。大きな誘ゆう因いんが、アンジェリカの存在だということは、はっきり見てとれた。彼女に向けられるカメラはずいぶん多い。

　アンジェリカは、カメラをかまえる人々に笑え顔がおを向けさえした。けれども、この場合にカメラを無視したら、かえって不自然になるだろう。自分の扮ふん装そうを、本人も陽気に楽しんでいるのだ。

　そばで見ると、アンジェリカは、アンティックドールに見かける茶色の三日月の眉まゆをしていた。長谷川が言ったこともうそではないのだ。鼻のつけ根の深いぱっちりした目もとで、瞳ひとみの色は青かった。だが、クラウスほど濃こいブルーではなく、灰かい青せい色しよくのようだ。

　まちがいなく魅み力りよく的な女の子だが、それでも泉水子には、美人かどうかを決めかねた。安心して美人と呼ぶことのできない、強きよう烈れつなものがある気がするのだ。

　アンジェリカは、高柳といっしょに大将の床几の後ろに立ち、しきりに高柳に話しかけていた。それほど大おお柄がらに見えないのに、並べば高柳より背が高く、鎧のせいで肩かた幅はばもずっと広い。そんな二人が親しげに顔を寄せて話し合っている姿は、高柳が目の細い公く家げ顔をしているだけに、たいそう目を引くものだった。

（そうとう仲がよさそうだな……）

　泉水子は、ちらちら見ながら考えた。高柳が、ことさらアンジェリカの名前を出す理由はありそうだった。

（でも、わたしには、親しくなれるかどうか……）

　ゲームが終わっても、アンジェリカには話しに行かないと考える。

（……クラウスには、すぐに好意をもったのに、変だな）

　首をかしげたくなった。これまでの泉水子は、男子にはなかなか話ができず、打ちとけるとしたら同性ばかりだった。なのに、アンジェリカのほうが苦手だと感じるのだ。

（……高柳くんと親しげな女の子だから、とか？）

　自分に問いかけて、自分でびっくりした。

　否定しきれない泉水子がいた。




　　　　二




　背後の馬場から、フィールド競技が盛り上がった歓かん声せいが聞こえてくる。だが、武将戦もまた、勝ち点が拮きつ抗こうして白熱していた。

　大河内が、チェスや将棋では時間がかかると言った意味が、今では泉水子にもよくわかった。バックギャモンは一勝負が早い。形勢逆転も早い。テンポよく進み、引き分けがないために、退たい屈くつして馬場を見やる余よ裕ゆうなどなかった。

　対戦する大将は、最初の勝負の後は、武将仲間と席を交替した。一いち巡じゆんした後は、大将にもどらなかった。共同で知ち恵えをしぼるうち、優すぐれた軍師はだれか、だんだんみんなに見えてくるのだ。ツキのいい人物を探して、サイコロをころがす人もどんどん交替する。

　そうなるだろうと、泉水子がうすうす予想したとおり、大手軍チームの勝負師は高柳が中心になりつつあった。終了時間がせまってくると、高柳は床几に座ったきりになる。大手脇わき軍チームには、そこまで水みず際ぎわ立った生徒はおらず、まだまだプレイヤーの交替を続けていた。

（高柳くん、成績一位だけのことはあるんだ……）

　泉水子は、二年生が多い武将の中で、一年として誇ほこらしいと思った。

　武将の中では異色な扮装であり、きゃしゃにも見える高柳だが、彼はそのぶん、ふるまいが優ゆう雅がだった。よどみなく駒を進め、危ないときにも顔色一つ変えず、自分が勝ったときには当然だという涼すずしい表情をしている。

　ゲームが大おお詰づめにくると、高柳は、サイコロ役をアンジェリカにゆずった。アンジェリカがほほえんでダイスカップを受け取り、カメラをもった見物人にどよめきが走った。

（……わたし、どうしたんだろう）

　泉水子は、思わずまばたきした。高柳ばかりに注目していることに、にわかに気づいてしまったのだ。

（そういえば、このところ、わたしって高柳くんのことばかり気にしていたのでは……）

　学園祭の前から、泉水子は高柳一条が気になっていたはずだった。

　昨日も、会場パトロールをしながら、高柳に出くわすことを気にかけていた。あれは、どうしてだろう。

（高柳くんが、わたしのことをどう思っているかが心配だった。怒おこっていたらいやだなと考えていた……）

　駒の進み方に神経を集中させながら、心の隅すみで考えるせいか、記き憶おくがあやふやだった。けれども、自分と高柳とが、特別教室棟とうの廊ろう下かに立っているシーンが浮うかんでくる。あれは何だったのだろう。

　はっとすると、ゲームが終了していた。

　柴田がフィールド競技の終了を受け、ここでタイムアウトの宣告をした。床几に座っていたのは高柳であり、勝ち点でまさったのは大手軍チームだった。







　喜びにわく大手軍チームを残して、泉水子はホワイトボードを離はなれた。

　さすがに、浮かれさわぐ人々に交じることはできなかった。柴田に記録の確かく認にんをしてから、飲みものを取りに行く。

　競技場の隅には、学園側の配はい慮りよで、大きなクーラーボックスにペットボトルがたくさん冷やしてあった。生徒は自由に飲んでよく、泉水子も飲みたかったのだが、ボードゲームの終了まで動けなかったのだ。

　フィールドの生徒たちは、チームの結集がほどけてばらばらになっていた。この後、大手軍の勝率によってチームが再編制されるが、決定にはまだ時間がかかったのだ。

　泉水子が、クーラーボックスのそばでスポーツドリンクを飲んでいると、一年Ｃ組の女子が、やはり飲みものを取りに歩いてきた。垂れ布をめくっていた泉水子を見つけて、いそいそと近寄ってくる。波は多た野のと、佐さ川がわと、高たか瀬せだった。

「鈴原ー、うち、また負けちゃったよ。勝負運ないねえ」

「私らなんて、今から討うち死に確定だよ。もう、こんな恰かつ好こうは脱ぬぎたいよ」

　背に負う旗印もなくして、盛り下がった足軽の三名だった。泉水子を相手にぐちをこぼして、うっぷんを晴らしたいようだ。無理もないので、泉水子も、一年Ａ組はずるいという話にしばらくつきあった。

「なんか、Ａ組ばっか脚きやつ光こうを浴びてるよね。宗田の姫ひめ将しよう軍ぐん引ひき抜ぬきで、学園中の注目の的だし、高柳は大手軍の武将なんかになってるし」

「Ｃ組にだって、いいキャラはいっぱいいるのにね」

「こうなったら、残るは鈴原にがんばってもらわないと」

　高瀬が言い出し、泉水子は目をぱちくりさせた。

「わたし？」

「そうだよ。鈴原だって、宗田に引けをとらない戦国お姫様だったんだから」

　悔くやしまぎれにむちゃくちゃを言われていると思い、泉水子は少し笑った。

「無理でしょう。今日は黒くろ子こだし」

「黒子だから、どこへでも動けるってあるじゃん。今も、武将たちのゲームにいたんでしょう」

「いても、何もできないよ？」

　佐川がいきなり言った。

「鈴原、今日じゅうに、高柳を落としちゃいなよ。きっと、一大センセーション巻き起こすよ」

「ええっ、何それ」

　たまげて、ペットボトルを取り落としそうになる泉水子に、波多野が笑いかけた。

「ああ、もう、クラスのほとんどが知ってるってば。長谷川が、みんなにバラしちゃったの。鈴原って、高柳にまいってるよね？」

「ちがうよ」

「またまた。いいセンまで行ってるんでしょう。放課後に会いに行ってるって、長谷川が言ってたよ。今朝だって、ゲーム前に長いことしゃべっていたくせに」

「ちがうよ……」

　言いながらも、泉水子は顔がほてった。赤くなっては動どう揺ようがまる見えだと感じるが、それで治まるどころか、ますます熱くなっていく。

　ペットボトルを持った泉水子の手に、佐川が自分の両手をがっしと重ねた。

「私たち、鈴原の応おう援えん団になるから。鈴原がんばれ、強力なライバルの登場なんかにひるむな。みごと勝ち取ってみせてよ、日本人代表として」

　波多野もそこに手を添そえる。

「そうだよ、アンジェリカみたいな見た目だけ派手な人、目じゃないよ。鈴原のほうがずっとお似合いだってこと、並べばわかる」

「……わたし、そんなつもりは」

　まったくの誤解だと言おうとした。けれども、思い返すと混乱した。何もなくはなかったのだ。何かがあったはずだった。

　廊下で向かい合っている、自分と高柳を思い出す。長谷川は、事実無根のことを言いふらしたわけではないのだ。

「鈴原、アンジェリカなんてね、前にね──」

　高瀬が何か言い出したが、すぐにぎょっとして口をつぐんだ。他ほかの二人も、目をまるくして固まったようになる。視線が自分の背後にあることに気づき、泉水子がふり返ると、そこにアンジェリカ当人が立っていた。

　付き添っているのは僧そう服ふく姿のクラウスだ。二人の背せ丈たけと扮装だけでも、十分周囲を圧して見えた。

「鈴原サン、こんにちは」

　アンジェリカの声は、鼻にかかった甘い響ひびきをもっていた。

「話しに来るって、高柳が言ったのに、なかなか来ないから迎むかえに来たよ。ワタシ、ずっと鈴原サンと話してみたかったの」

「え、ほんと？」

「ホントだともー。来て来て、こっち」

　異国の少女は、間近に立たれると、生身のピンナップに似てゴージャスだった。細かなウェーブをもつ金色の髪かみが、日ざしに輝かがやいて見える。泉水子は気をのまれ、彼女に肩かたを押されるままに歩いていた。Ｃ組女子の三人も気をのまれた。声をかけることもできず、ただ、ぽかんとして泉水子を見送った。

　クラウスは気立てのいい巨きよ人じんのように、口をはさまずについてくる。アンジェリカは、歩きながら元気よくしゃべった。

「ワタシ、日本が大好き。大好きだから、この学園に来たよ。日本のこと、知れば知るほどおもしろい。だから、高柳のことが好き。高柳の顔が大好き。あなたもそう？」

「あ、いや、ええと……」

　泉水子は、これは答えにくいと考えた。アンジェリカの発音はきれいで、日本語がかなり上手だが、そのまま受け取っていいかどうか、よくわからないところがある。

「顔を言うのは、ちょっと……」

「おお、モチロン、高柳の顔だけいいとは言ってないよ」

　彼女がまばたくと、そよ風を起こせそうな具合だった。真響もまつげが長いが、重量がちがうのだ。

「鈴原サンの顔も好き。黒い布で隠かくしたりしないで、もっとよく見せてほしいよ」

「あ、ええと……」

　泉水子はとまどいながらも、外国の生徒に煮にえ切らない態度をとってはいけないと思った。よく、そう聞かされていたのだ。

「ありがとう。でも、わからない。どうして、わたしと話したかったの？」

　アンジェリカは気持ちのいい笑えみを浮かべた。

「鈴原サンはお姫様だから。着付けの土曜日、いっぺんでファンになったよ。すごくかわいい、ワタシの日本の理想」

（……ライバルの態度じゃ、ないよね）

　泉水子はこっそり考えた。アンジェリカは、好意を示そうとやっきになっているようだった。少なくとも、高柳を取り合う女子のふるまいではない。

（それなのに、どうして、取って食われそうな気がしてくるんだろう……）

「戦国お姫様なら、宗田さんのほうがずっと見み映ばえしたでしょう。宗田さんのファンにはならないの？」

　泉水子が用心深くたずねると、アンジェリカは答えた。

「モチロンならない。あれは将軍。お姫様は、将軍になどならない」

　どきりとして、もっと質問しないといけないと感じた。

「あなたも、キリスト教徒？」

「ワタシの家族、日曜にキリスト教会へ行くよ。でも、ビミョーかな」

「クラウスとはちがうの？」

「ぜんぜん、ちがうの」

　アンジェリカは後ろを見やり、「ね？」というようにクラウスにほほえみかけた。クラウスも温和なほほえみを返した。

「ワタシの得意は、タロットと占せん星せい術じゆつだから。でも、聖書はちゃんと尊重しているよ」

（……占うらないが得意なんだ……）

　泉水子は今まで、西洋占術に興味をもったことは一度もなかった。神社暮らしでは、ちょっと手が出なかった。それでも、異文化とまでは考えていない。雑誌などで、タロットカードや十二星座も少しは知っている。占い好きな女子が、まわりにたくさんいることも心得ている。

「タロットの絵え柄がらって、神秘的だね。ずいぶん怖こわい絵もあるし」

「ああ、大アルカナ。鈴原サンも見たことあるのね」

　得意そうな口ぶりになって、アンジェリカは続けた。

「〈塔とう〉や、〈死神〉や、〈悪あく魔ま〉のカードは、見た目が怖くても、きちんと解かい釈しやくできる人にはそんなことないよ。あれは、自分の殻からを破る力や、いらないものを切り離す力や、他人に影えい響きようする力を、絵で強調してるの」

　他た愛あいない話題なのだろうが、泉水子は、どことなく不安を覚えた。アンジェリカは、なぜ、わざわざその三枚のことを口にするのだろう。

「ねえ、どこまで行くの。わたし、あまり離れずに黒子の仕事につかないと」

「新しい城しろ攻ぜめ軍チーム、鈴原サンはどう思う？」

　アンジェリカにたずねられて、泉水子は大手軍チームの陣じん営えいを見やった。大手脇わき軍だった者は負け組として、一部が大手軍に吸収され、一部は戦死者として落らく伍ごする。落伍した者はこの後、ゲームの見物に回り、残ったメンバーが城攻め軍となって最終戦にのぞむのだ。

　集まった生徒たちを見分けようとしたが、妙みように見づらかった。輪りん郭かくがにじんで、二重に見えるのだ。

（あっ、まただ……）

　ゲーム前にも、こんなふうに目がおかしくなったことを思い出した。手でこすってみたが、今度はすぐに治まらなかった。

　生徒の姿が二重にぼやけ、一人が二人に見えてくる。しかし、倍の人数に見えるというわけでもなかった。どこかが変だった。貸し衣装の合戦装束が、二つの影かげでは異なって見えるのだ。

　顔をしかめ、目をこらした泉水子は、突とつ然ぜんちがいに気づいてぞくりとした。一方の具足が壊こわれているのだった。胴どう巻まきがぼろぼろに見えるくらいならまだいいが、手足が欠けて見える者さえいる。そういう人ひと影かげが、ごくふつうの生徒の間にわき出しているのだった。

「何なの、これ……」

　思わずつぶやくと、アンジェリカが顔を向けた。目を見開いたので、まつげが星のように開いた。

「やっぱり、あなた、見えるのね」

「あんなに、たくさん……わざとなの？」

　泉水子は語ご尾びを鋭するどくした。アンジェリカが承知しているのをさとったのだ。足を止めてたずねる。

「あなたたち、学園のみんなに何をしたの？」

　もう、いっしょに歩くことはできないと感じた。アンジェリカが肩に手を伸のばそうとしたので、触さわられまいと一歩引く。アンジェリカは、落ち着いてという意味のことを言ったようだが、早口のフランス語だった。だが、すぐに言いなおした。

「鈴原サン、あなたが見ているのは、きっと幽ゆう霊れいよ。害はないから落ち着いて」

「害がないなんて、どうして言えるの。生徒にあんなに入り混じっているのに」

　なだめる口ぶりに、泉水子は憤いきどおりを感じたが、アンジェリカは、それでもやさしい声で言った。

「怖くないでしょう。あなた、怖いとは思っていないでしょう」

　泉水子は指し摘てきされて驚おどろいた。だが、そのとおりだった。

（本当だ。異様な姿だけど、みんなのことが心配になるだけだ。怖いと思っているわけじゃない……）

　不思議なことだった。泉水子は、極きよく端たんに怖がりな性格を自分でも認めていたはずだった。そういえば式神も怖くなかったと考え、やけに冷静になってしまった。

（いつのまに、わたし、こんなに怖がらない人になったんだろう……）

　怖いものが減ると、気が楽なのはたしかだった。泉水子は、大きく息をしてアンジェリカを見上げた。どこかで感じていたこの少女への恐おそれも、きっと克こく服ふくできるだろうと考えたのだ。

　アンジェリカが見返した。

「わかってくれた？　高柳が、ぜんぶきちんと説明するから。そして、あなたが納なつ得とくできるようにするから、いっしょに来て」







　気がつけば、高柳一条はもう目の前だった。

　武将の二年たちではなく、朝に見かけた連中といっしょに立っている。

　にぎやかに生徒がたむろしているのに、彼らのまわりだけ、おかしなくらいの静けさがただよっていた。原因はすぐにわかった。他の生徒たちが、だれもこの一角には注目しないからなのだ。

　話せる距きよ離りになると、アンジェリカが真っ先に言った。

「彼女、フェイズを越こえられる。まちがいなく特とく殊しゆな子ね。見込みあるよ」

「うん、知らなくはなかったけどね」

　高柳は平然と答え、目を細くして泉水子を見た。

「結局、ぼくの第一印象が、正解に近かったってことになるのかな」

　泉水子にも、高柳との初対面が思い出せた。三月、入学式前の図書館だった。書しよ架かの並びで、高柳のほうから近づいてきて、声をかけたのだ。

「鈴原さん、知らないだろうけど、情報通のあいだでは、この学園に世界一神しん霊れいに近い女の子がいるらしいっていう、うわさが飛び交かっているんだよ。ひょっとして、鈴原さんがそうだったのかな？」

　泉水子は、むっとした表情で見返した。聞きたいのはそんな話ではないと思った。

「そんなことより、幽霊を集めてどうするつもりか、説明して」

「たいしたことじゃない。きみが見ているのは、学園生徒が作り出している心的なエネルギーだよ」

「みんなを、そう仕向けたでしょう。馬場が二重になっている。あなたたち、層をつくろうとしているでしょう」

　泉水子は指摘に鋭さをこめた。だれにも知られていないと思っているなら大まちがいなのだ。

　しかし、天草四郎姿の高柳は、ずいぶんくつろいで見えた。にこやかに話を続ける。

「フェイズに気づくのは、きみがその向こうへ行ける人だからだ。審神者さにわの目を持つ人間なら、ふつう自分自身は霊的なものから距離をおくはずなのに、きみは平気で近づいていく。ぼくは最初、きみが式神に見えてしまったよ。生きている女子には見えなかった」

　失礼なことを言われた気がしたが、内容が特殊なので、泉水子にもどこまで憤ふん慨がいしていいやらわからなかった。だが、少なくとも、にこやかにはなれなかった。

「あいにく、生きているんですけど」

「人間だってことは、もうまちがえないよ。けれども、人間は人間でも、世にもめずらしい人間かもしれないよ。こうして親しく話ができるようになったんだから、少し調べてみてもいいよね？」

　泉水子は、忘れかけていた警けい戒かい心しんが一いつ瞬しゆん肌はだをなでるのを感じた。だが、ふだんの泉水子に比べれば微び弱じやくなものだった。

「もしも、いやだと言ったら？」

　高柳は、わずかに目を見はって見せた。

「そんなことは言わないだろう。鈴原さんは、もう、ぼくたちの味方についてくれたじゃないか」

（あれ、そうだっけ……？）

　確信をもって言われて、泉水子はまごついた。そういえば、いつから高柳と仲よく話すようになったのだろう。自分は、どうしてこんな場所で、高柳の仲間に囲まれているのだろう。

（何か、思い出さないといけないことがあったような……）

「きみも、賛成してくれるだろう。強すぎる神霊は封ふう印いんするべきなんだ。ぼくたちは、危険なものを封ふうじこめ、この世界を人間がコントロールできる場所に整えておかないといけないんだ。それがつまり、世界から陰おん陽みよう師じに与あたえられた使命であって、日本神しん道とうでは、同じことを〈浄きよめる〉と言っているんだよ」

　泉水子は考えこんだ。気を静めて考えてみると、彼の言うことは別にまちがっていないと思えた。肩かたの力ちからを抜ぬき、ため息をつく。高柳はにっこりした。

「きみも、今では、式神を見ても平気なんだろう。安心してつきあえるだろう。それこそが、ぼくたちの正しさの証しよう拠こだよ」

　兜かぶとを被かぶった二体の式神が、高柳の背後からそっと近づいてきた。ほとんど生身と同じに見えた。

（どうしてこれを、怖いと思ったんだろう……）

　見る目のちがいに驚く思いだった。式神たちは、恐ろしいどころか、少々哀あわれっぽく目に映った。無理して人間のふりをして、どことなく気の毒なのだ。けれども、彼らは人の要よう請せいに応こたえることをよしとしていた。悪意は持たず、ただひたむきなのだ。

　泉水子が平静なことを確かく認にんしてから、高柳は口を開いた。

「教えてほしいんだ。一学期のはじめに、きみたちがＣ組のリカルドを消したとき、本当は何が起きていたのかを。ぼくは、あのときの情じよう況きようから、鳴めい弦げんの術が高度なのかと思った。けれども、ちがうよね。リカルドだった式神の霊は、暴れもせずにフェイズの向こうにもどってしまった。あれは──相楽ではなく、きみが操あやつったことだったの？」

　泉水子は息を止めた。

　心臓に何かが突つき刺ささったような気がした。

　高柳は、知らずにミスをおかしたのだ。

　今は、たった一つの言葉が、全身に揺ゆさぶりをかけていた。泉水子が、大事なことを忘れ、思い出したくても思い出せないと考え続けていたものを、高柳はうっかり口にしたのだ。

（相楽深行。深行くん──）

　何かがはがれ落ちたように、今は直感することができた。

（深行くんを忘れているなんて、あり得ない。これはおかしい、これは自然なことじゃない）

　にわかに恐きよう怖ふがよみがえってきた。怖くないということが、まず、おかしなことだったのだ。恐怖は、泉水子にはなじみの甲かつ冑ちゆうであるはずだった。何に対しても怯おびえ、警けい戒かいすることで、自分があらわになることを拒こばんできたのだ。

（護身をしなくては──）

　深行を思い浮うかべると同時に、九字が頭あたまに浮かんだ。泉水子の中で、九字は黒い翼つばさのイメージをもっていた。こうなると、剣けん印いんを結ぶことも呪じゆ文もんを口にすることも必要なかった。一いつ瞬しゆんのうちに力が生じる。

　泉水子は、体の周囲に嵐あらしのような風がうずまくのを感じた。だが、実際に風が起こったわけではなく、激した感情がそう思わせるのだった。心に目め隠かくしをされ、警戒しないように抑よく止しされ、本来の意志を曲げられたのだ。いつわりの心境が安らかだったぶん、気づいた反動は大きかった。

　風がないにもかかわらず、高柳とその仲間たちは、風圧を受けたようにたじろいだ。

　アンジェリカが驚いた声で何か言ったが、あいにくフランス語だった。泉水子は彼女を無視して、燃える目で高柳をにらんだ。

「わたしのこと、コントロールできると思ったのね」

　泉水子のわきで、クラウスが息をのんだ小声で言った。

「彼女、破ります。信じられない」

　高柳も今は驚いていたが、まだ少しかまえていた。

「そこで怒おこったらだめだよ。それじゃ、まるで、悪あく霊りようみたいだよ。落ち着いて話そう、きみだって合意したことなんだから──」

「ふざけないで」

　泉水子はつっぱねた。声が怒いかりに震ふるえた。

「あなたの仲間になんかならない。そんなこと一度も言ってない。高柳くんが正しいなんて、思ったこともないんだから。それなのに、ねじ曲げて思いこませようとしたのよ」

「誤解だよ。きみは自分で納得したんだ。また疑うというなら、何度でも説得をくり返すよ」

　大げさなしぐさで手を広げ、高柳は寛かん大だいさをアピールした。

「もう一度検証しようよ」

「その手にはのらない。高柳くんがまちがっていること、わたし、体のぜんぶでわかっている」

　泉水子は、両手をこぶしに握にぎりしめ、地面を踏ふみ鳴らした。あざむかれたことへの怒りは、刻一刻とつのるばかりだった。

「利用すればいいなんて、そんな態度、許せない。わたしにも霊にも同じことをしている。式神がそこにいるのも、土地の幽霊を呼び寄せるのも、人ではないものを、勝手に利用してるだけじゃない。ここにあるものは、そんなことをされたいと思っていない」

　高柳は冷ややかに言い返した。

「人であるものは、人の利益のためにさまざまな行こう為いをするものだ。ぼくたちには、それ以外など、思い浮かべることもできないはずだろう？」

（もう、がまんできない……）

　高柳の支配が、泉水子には届かないことを見せつけるべきだと、痛切に感じた。

　鎧よろいをまとった式神に目をやる。

　以前、神霊の真澄が、小坂信のぶ之ゆきの姿を分解し、霊を喰くってしまったことを思い出した。真澄が何をしたかったのか、今の泉水子には理解できる気がした。からめとられて不自然になった霊の存在を、元の自然に放してやったのだ。

　泉水子もまた、和宮さとるの姿を解いたことがあった。

　しかし、その力は、泉水子がひとりで神楽かぐら舞まいを舞まって精神統一し、時間をかけて無我の境地に入ってからでないと、うまく扱あつかえないものだった。意識することができないので、どのようにしたかは本人も知らないままだ。

　けれども、今、怒りにわれを忘れたせいで、泉水子は瞬しゆん間かん別の境地に達してしまった。ほんの数秒だけ、どうすればできるかを意識した。

「わたしは、高柳くんたちとはちがう」

　かすれた声で告げ、式神に人さし指を突きつける。それだけでよかった。

　式神は宙に散さん逸いつした。二体とも、画像を消し去ったように消えて、あとかたもなかった。

　アンジェリカが恐怖にあえぐ声を出した。今度はかろうじて日本語だった。

「彼女、いったい何者？　ホントに人間？」







　一瞬の後、泉水子も、しでかしたことの大きさに気がついた。

（……もしかして、取り返しのつかないことをしてしまったのでは……）

　陰陽師の一人が、隣となりの陰陽師にささやくのが聞こえた。

「これだけの人数でつくったものが破れるなら、もう、抑おさえるものがないのでは」

「信じられん、ここまでできる人間がいるとは。これはたいした発見だ」

　高柳がそちらに目を向け、口を開いた。

「まだだ。まだ、術のすべてが効かないわけじゃない。気球は上がっている」

（気球……？）

　泉水子は今になって、化学部の気球が目め障ざわりだったことを思い出した。気がかりなのに思い出せなかったことの一つでもあった。あわてて空を見上げる。

　派手な銀色の気球は、どこにも見当たらなかった。雲の多い薄うす青あおい空が広がっているだけだ。

「鈴原さん」

　高柳が呼びかけた。すでにとりつくろう声こわ音ねになっている。

「ずいぶんやらかしてくれるけど、それでも、ぼくがこの場の支配者だよ。きみは納なつ得とくするはずだ。八王子城の攻こう防ぼうが再現されたら、城しろ攻ぜめ軍が圧あつ倒とう的勝利をおさめることは、歴史が語っているだろう」

「ゲームなのに、それを言うの？」

「ゲームだからこそだよ。取りたい駒こまは手に入れる。〈ツキ〉はぼくにあるんだ」

（わたし、ここにいる人たちに、自分の正体を見られてしまったんだ……）

　その思いが、泉水子の胸を鋭するどくえぐった。気球が見えないということは、まだ、高柳たちの術中にはまっているということだ。どうしたらいいかわからなくなる。

　うろたえて左右を見やった泉水子は、体じゅうに響ひびく自分の心音を聞いた。それは、とどろきながら速さを増していった。古なじみの恐怖が、今は数倍の奔ほん流りゆうとなって津つ波なみのように押し寄せているのだ。

　玉たま倉くら山やまの守りを離はなれたところで、泉水子が見てきた、恐おそろしい無数の視線、どす黒くわだかまった危険なもの。はじめて訪おとずれた東京で、体の具合が悪くなるほど恐ろしかったものの数々。それらがいったい何を意味していたのか、今、ついに理解できるようだった。

（……自分の正体を見られたら、わたしは最後だった。本ほん性しようを人に知られたら最後、わたしはつかまえられてしまう。たくさんの人間の思おも惑わくと、たくさんの人間の欲よく望ぼうが、わたしを頭からのみこんでしまう）

　総毛立つ思いで、わずかな身じろぎもできなかった。今までにもこの恐怖を味わってきたが、見えない剣で串くし刺ざしになったような、これほどの思いはしたことがなかった。

（お願い、消えて）

　全身全ぜん霊れいで拒きよ絶ぜつしたそのとき、泉水子のかたわらに、いつのまにか早川佳よし樹きが立っていた。

「こんなところで油を売っちゃだめだよ、黒くろ子こはさっさと次の仕事に移らないと。ねえ、鈴原さん」

　場の緊きん迫ぱく感かんも知らぬげに、彼は能天気に声をかけた。

「あれっ、気分悪いの。どうしたの？」

　泉水子の肩に触ふれようと手をさしのべる。だが、そのときの泉水子にとっては、だれの手であろうと脅きよう威いであり、自分の敵だった。

（わたしを見ないで。わたしに触さわらないで）

　肝きもをつぶしたのは、早川だけではなかった。アンジェリカも、クラウスも、陰陽師集団も、見たものが信じられなかった。

　早川の手が、泉水子の体に触れなかった。肩を突きぬけて背中に出ていた。




　　　　三




「あいつ、何やってんだ」

　泉水子に通話を切られた深行は、すぐにかけなおしたが、電源を切られたと知り、舌打ちしたくなった。

　高柳一条の声は、電話のこちら側にも小さく聞こえていた。

　高柳と神しん霊れいについて議論しようなどと、深行ならけっして考えない。ディベートの授業は高柳がクラス一で、深行にもかなわないのだ。敏びん腕わん弁護士のように、白を黒だと言いくるめるタイプだ。慣れない泉水子など、ひとたまりもないに決まっている。

　すでに、坂を上がりながら電話していたので、そのまま馬場へ向かうことにする。

　図書館わきを通りすぎると、左手の小広場に、気球をつないでいる場所が目に入った。泉水子が気球の話をしたことを思い出し、駆かけ足あしのままそちらを見やった。

（鈴原が気にしていたのは、化学部の気球ってことだけなのか。それとも……）

　真夏にこの話を回す余よ裕ゆうもなく、馬場へ向かってきてしまったが、あせらずに彼をつれてきたほうがよかったのかと、少し考えた。

　前方には、グラウンドの緑の捕ほ球きゆうネットが見えた。

（そうだ、真夏を探してから……）

　一瞬そう考えた深行だが、すぐに、ぎくりとした。坂を下っている自分に気がついたのだ。今の今まで馬場へ向かっていたはずなのに。

　おかしいと思いながらも、回れ右をして、再び坂を上った。グラウンドへもどったら、ゲーム開始までに馬場へ行くことができないのは目に見えていた。もう一度図書館わきを通り過ぎる。

（……いや、急いで駆けつけても、おれには馬のことがわからない。鈴原は、馬場の様子がわかる真夏に来てほしいと言ったはずだ）

　いつのまにか、そう考えて走っていた。

　前方には、グラウンドの緑の捕球ネットが見えた。深行は坂を下っていた。

　変だということが、ようやくのみこめた。通りの半ばで足を止める。

（これが、前に鈴原が遭そう遇ぐうしたという陰おん陽みよう師じの術なのか。理科実験準備室に入ろうとして、気がついたら美術室に入っていたという……）

　走りすぎて、息が切れていた。ひざがしらを手で支え、荒あらい呼吸を静めようとしながら、その姿勢のままで言った。

「和宮、そこにいるんだろ。おれは、鈴原のところに行こうとしているんだぞ。おまえ、何とかしろよ」

　一、二分のあいだは何も起こらなかった。だが、少しして鳥のはばたきが聞こえた。深行のいる通りに並んだ樹木、まだ幹の細いハナミズキの枝に、小鳥とは言えない大きさの真っ黒な鳥が舞まい降りてきた。

　深行が顔を向けると、カラスは結論だけを言った。

「馬場へは行けない」

「なんでだよ。鈴原が姫ひめ神がみになっても行かない気なのか。眷けん属ぞく神のくせに」

　和宮の口調は平板だった。

「姫神は、自分の力を心得ている。けれども、鈴原さんは心得ていない。『来ちゃだめ』って言っただろう。ああいう言葉は効くんだよ」

　深行は、意外な思いで見上げた。和宮が消極的になるとは思わなかったのだ。

「鈴原が、そう命じたって言いたいのか？　なわけないだろう。戸と隠がくしのときだって、来いとは言わなかった。それなのにおれを行かせたのは、どこのどいつだよ」

　カラスは翼つばさをくちばしで梳すいた。

「戸隠とは別だ。鈴原さんは、今も学園にいて、別の場所に入りこんだわけじゃない。この結界術なら、そのうち鈴原さんが自分で破るよ。彼女はもともと、人工の造作が大きらいなんだ。この仕し掛かけは人工臭くさすぎる」

「高柳ってやつは、そういうやつだ。鈴原に近づけたらやばいだろ」

　深行はなおも言ったが、カラスは気のない声で返した。

「今、鈴原さんにはぼくたちが見えない。行くのはむだだ」

　どういう意味だとつめ寄ろうとしたが、その前にカラスは飛び去ってしまった。

　和宮は、深行の言い分を聞くことがめったになかった。言うだけ言って一方的にいなくなる。見上げた深行は、いまいましい和宮とディベートする力がつくなら、山篭ごもりの修しゆ行ぎようも悪くないかもと、ついつい考えてしまった。

　そのとき、携けい帯たい電でん話わが鳴り出した。どきりとして、ディスプレイを見もせずに通話ボタンを押した。泉水子が考えなおしたのかと思ったのだ。

「どこへ行ってるのよ、相楽」

　如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かの氷のような怒いかりが、電波に乗って届いた。

「ボードゲーム審しん判ぱんを、自分から買ってでたくせに。とっとと持ち場にもどりなさい」

「すみません、すぐ行きます」

　あやまって電話を切った。深行はもう一度坂の上を見やったが、このまま引き返すしかなさそうだった。

（……和宮が放っておくくらいだから、それほど困ったことは起こらないんだろう）

　自分に言いきかせてグラウンドへ向かったが、不安な思いは消えなかった。術にはばまれたという気がしてならないのだった。







　グラウンドでは、搦からめ手軍チームと防衛軍チームがトーナメントを行うことになっていた。八王子城の防衛軍は、人数でまさる城攻めの軍勢から、ここで一部を寝ね返がえりさせて吸収すれば、最終戦に打ち勝つ可能性を持っている。武将対決のボードゲームは、同じくバックギャモンだった。

　宗田真響は、典型的な鎧よろいを着ずに防衛軍の武将に加わっていた。けれども、ゲームやアニメの扮ふん装そうでもなかった。

　錦にしき織りの華はなやかな陣じん羽ば織おりで着き飾かざり、額に鉢はち巻まきをつけ、裾すそをくくった袴はかまをはいている。どこにもないスタイルではあるが、髪かみを若武者のようにまとめ、全体としてはきゃしゃなシルエットなので、本人がそれを知らないまま、一番似かよっているとすれば高柳の天草四郎だった。

　ボードゲーム会場は、グラウンド手前のメイン広場にもうけたので、こちらのほうが観客が多く集まった。深行が会場にもどったとき、ゲーム開始にはまだ少し間があったが、武将たちはすでに応おう援えん合戦を終え、移動してきている。

　真響のかたわらに、黒子姿の真夏がいた。だが、経験を積んだ深行は、姫将軍が真響で黒子が真夏だと決めつけないまま近づいた。今日は、どちらかが真澄であってもおかしくないのだ。

　姫将軍は、垂れ布をめくったままの深行を見やると、目ざとく気づいてたずねた。

「何があったの、相楽。顔つきが変だよ」

　これはたしかに真響だと思いながら、深行は答えた。

「高柳が、早くも何か仕組んでいる。坂の途と中ちゆうに術があって、馬場へ行けなかった」

「泉水子ちゃんは？」

「馬場がおかしいと言っていた」

　黒子が驚おどろいた声を出した。

「えっ、ゆうべの今日で、なんで？」

　これはたしかに真夏のようだった。しかし、真夏はフィールド競技の審判だ。

「おまえ、真夏なら、どうしてここにいるんだ」

「真響にちょっと教えにきただけだよ。大おお貫ぬきさんを見かけたから」

「大貫さん？」

「シンコウも夏に会っているだろ。じいちゃんの道場で」

　言われて深行も思い出した。ＳＭＦメンバーといっしょに、宗田の祖父の家を訪ねたとき、学生に古武道の忍にん法ぽう体術を実技で披ひ露ろうしてくれた人物だ。脂あぶらっ気けを抜ぬいたような、さっぱりした四十がらみの男性で、感じのいい印象だった。

「ああ、あの人か。じゃあ、長野からわざわざ学祭を見に？」

「そうなのよ。まいるよねー、まさか、おじいちゃんの名代が出てくるとは」

　真響は、なぜかあまりうれしそうではなかった。考えこむような顔をしている。真夏が深行にたずねた。

「馬場へ行けないって、どういうことさ。廏きゆう舎しやも変かな。今日は馬たち、競技が終わるまで外に出さないことになっているけど。おれ、行って見てこようか」

　深行は一いつ瞬しゆん迷った。真夏にたのんで、今すぐ泉水子の様子をうかがったほうがいいかもしれない。だが、それをすれば競技開始にまにあわなかった。

「……いや、おまえは如月会長の怒りを買わないほうがいい。まじめに審判してくれ。今すぐどうということじゃなさそうなんだ。午前中のゲームはせいぜい二時間ちょっとだ。ゲームが終わったら、おれももう一度試ためすから」

　深行が言うと、真夏はうなずき、身軽にグラウンドへ駆け去っていった。見送りながら、この判断でよかったかと、深行はもう一度悩なやんだ。

（よけいな思おも惑わくが入っていなかったか？　おれには馬場にたどり着けないのに、真夏がやすやすと行けてしまったら、おもしろくないとかの……）

「泉水子ちゃんが、心配だよね」

　真響がそのとき、親身な声こわ音ねで言ったので、深行は思わずあいづちを打った。

「ああ」

　真響は、ぷっと吹ふき出した。

「相楽、ポーカーフェイスができなくなってる」

　深行はむっとして相手を見やった。

「言ってる場合か。鈴原がもしも高柳に寝返ったら、宗田だってそうとう青いはずだぞ」

「自信ないんだ、相楽くん」

「そういう話じゃない」

　いらつきながら真響に背を向け、バックギャモン・ルールのバインダーをめくりはじめたが、少しも頭に入ってこないものだった。

（……今の鈴原に、おれたちが見えないって、いったいどういう意味なんだよ……）

「相楽」

　後ろから、真響が静かな声で呼んだ。

「私たち、協定を結んだよね。だから、困ったときはお互たがい助け合うという了りよう解かいでいいんだよね」

　今さら何をと思いながら、深行はふり向いた。着飾った若武者風の真響は、思いつめたような黒々とした瞳ひとみをしていた。

「どうしたんだ」

「相楽は、泉水子ちゃんのことが何よりも一番大事。私は、真夏のことが何よりも一番大事。そのことは、私と相楽のあいだで、とことん了解済みだよね」

　深行は、思わず身がまえた。

「何が言いたいんだ」

「協定があるからたのめる……たぶん、相楽にしか、これはたのめない。他ほかの男子はだれひとりとして、誤解しないで聞いてくれないと思うから」

　大きく息を吸ってから、真響は言葉を続けた。

「私の彼氏を演じてくれないかな。ふりだけでいいから。ふりだけど、大貫さんをだませるくらいの演技力で、なってくれないかな」

　あまりに予想外な方向で、深行は一瞬思考停止したような気がした。

「はあ……？」

　真響は照れくさそうな表情になり、若わか衆しゆ髷まげに似た髪のこめかみを指でかいた。

「あー、じつは、夏合宿のとき、口から出まかせで、おじいちゃんに相楽が候補だと言っちゃって……」

「候補って、何の」

「婚こん約やく者候補。相楽って見てくれが優ゆう秀しゆうだから、お茶をにごすには最適だと思って、ついつい口が……」

（……あのとき、真澄をおれにけしかけて、たたきのめしておいて、その一方でか？）

　深行は絶句して見つめた。愛馬に死なれて動どう揺ようした真夏が、真響の「婿むこがね」を口にしていたことも、根こん拠きよなしではなかったのだと思い当たる。

　真響は早口になって続けた。

「言ったけど、それ以上の何かを相楽に押しつけるつもりはぜんぜんなかった。でも、今となっては、相楽が一番、私の本音を知っている。だれとも結けつ婚こんできないことがわかってもらえる。だから、相楽にたのみたいの」

　もう数秒黙だまってから、深行はたずねた。

「宗田は、そんなのでいいのか？　自分の評判が、おれの彼女で固まるんだぞ」

「隠かくれ簔みのが欲しいの」

　真響は目を伏ふせ、声を低くして言った。

「うちの家族、霊れい能のうは持っていないけど、そのぶん、人間を見み抜ぬく目は鋭するどいの。うすうす気づいて、私と真夏を心配している……だからこそ、おじいちゃんは、こんなに早くから私の相手を探そうと、やっきになってるんだし。だますのはすごく大変。でも、私、それでもあざむかないと、本格的に真夏と引き離はなされる」

　深行は、ＳＭＦメンバーの男子や、そこに入らなくても真響に気のある男子を思い浮うかべた。ふりだけでもいいから真響とつきあいたい者は、ごまんといる。

「おれでなくとも──」

「その先を言わないで。協定ってこと、最初に確かく認にんしたでしょ。私だって、これは本当に重大な私の秘密なんだから、他でなんかもらしたくない」

　真響は少し憤いきどおってさえぎった。それから再び声を抑おさえた。

「もちろん、泉水子ちゃんには、私からぜんぶ話すつもり。私の事情を隠さずに打ち明けて、泉水子ちゃんが、それでいいと言ってくれるまで説得する。だって、このことは、相楽たちにもメリットがあると思うし」

　あごを上げて深行をまっすぐに見つめ、真響は指し摘てきした。

「相楽と泉水子ちゃんは、公認のカップルにはなれない。そうなんでしょう、泉水子ちゃんも、迷めい惑わくになるからなれないと言っていた。相楽が、泉水子ちゃんに気持ちをはっきり言わないのは、そのせいだよね。それなら、今後はどこかに隠れ簔が必要でしょう？」

　深行は、不意を突つかれて、すぐには言葉が出てこなかった。じつは、そこまで突きつめて考えたことがなかったのだ。だが、的はずれと片づけることもできなかった。

　考えこむ手前で、まわりが見えなくなっていたことに気づいた。真響は、防衛軍チームで最も目立った姫ひめ将しよう軍ぐんであり、ゲーム前から観客の注目を集めている。その人物と、集まった人々の前で長々と立ち話するわけにはいかなかった。

「こみいった話は後に回そう。もう、ゲームをはじめる時間だ」

　周囲を見やって深行が言うと、真響もわかってうなずいた。

「いいよ。ゲームが終わってから意見を聞かせて」







　主しゆ審しんは深行だった。二年の秋あき之の川かわがやりたがらなかったのだ。

「では、今から、フィールド競技終しゆう了りようまでの時間制限で、防衛軍チームと搦からめ手軍チームの武将対決、バックギャモン試合を行います。進行上、注意する点をいくつか挙げておきます……」

　クリップボードのメモを見ながら、ワイヤレスマイクで開始の宣言をする。秋之川ばかりでなく、深行もバックギャモンにはなじみがなかった。だが、ルールがすぐにのみこめないほど、複雑なゲームでもなかった。

　二個のサイコロの出た目で、十五の持もち駒ごまが進み、二十四のポイントを進み終えると上がりなので、つまりはすごろくだ。白と黒の対戦者同士は、スタートとゴールが逆向きになる。そして、自分の駒こまが二つ以上あるポイントに相手は進むことができず、駒が一つしかないポイントを相手がヒットすれば、その駒はボードを出てスタートからやりなおしになる。

　防衛軍はかなりの苦戦だった。サイコロの目にツキがなかったが、それ以上に、搦め手軍チームの武将にゲーム達者がいるのだ。どうやら、バックギャモンに前からなじんでいる生徒だった。

　深行も、このゲームが世界中に愛好家をもつことは聞きかじっていた。大河内は、なるべく熟練の差が出ないところで選んでいたが、中にはよく知っている生徒がいてもしかたないのだ。防衛軍チームに運がなかったと言うしかない。

　審しん判ぱんとして目で追うだけの深行も、上級者の腕うでを見せられると、ポイントをブロックするおもしろさがたちまちのみこめた。何通りもある駒の進め方を工く夫ふうして、こちらに有利で相手に不利な駒の布ふ陣じんをつくっていく。

（……確率を計算する頭が必要だな。それと戦略だ。全体への目配りと……）

　思わず身を入れてしまい、自分も床しよう几ぎに座ってみたくなるようだった。

　姫将軍も交こう替たいでボードの前に座った。深行は注意深く見守ったが、真響の聡そう明めいさはよくわかった。

　深行が見覚えた程度のことは、真響もちゃんと吸収している。よい手があるのに気づかず、まぬけな指し方をすることはほとんどない。サイコロの目が悪くても柔じゆう軟なんな発想で、不利をうまくしのいでいく。そして、惜おしくも負けたとしても、さっぱりと笑った。熱くなりすぎず、ただのボードゲームとわきまえているのだ。

（宗田は、できるやつだ。こしゃくではあるが……）

　深行はこっそり考えた。先刻の申し出があっただけに、協定者をあらたに見なおす目でながめずにはいられなかった。

　聡明な上に、美人でもある。深行とて、美人の効能はおおいに認めていた。ＳＭＦに加入する気になったのは、彼女のいわくありげな背景を知りたかったことが大きいが、それでも、何一つ好ましくない女子であればできないことだった。

　真響は、自分の都合で他人を扱あつかう人間ではある。容よう赦しやなく、他人を試しもする。けれども、そこに陰いん湿しつさはなく、相手の気持ちを汲くむことも得意で、つい憎にくめず、わがままを許してしまうところをもっていた。

（……あいつとつきあったら、それが見せかけだけだとしても、つまらなくはないだろうな）

　じつを言えば、これまでの深行は、女の子とデートして心から楽しく思ったことがないのだった。小学校高学年からこちら、つきあってと言われて行ったデートの数は多いが、だれとも長続きしなかった。多少の興味があっても、その子のことで、脳内が埋うめつくされるほど夢中になったことがなかったのだ。

（……姫神は別だが）

　姫神のことは、急いで選えり分けた。デートとは、あれほど理り不ふ尽じんなものではないはずだし、恐おそろしいものでもないはずだ。

（それくらいなら、夢中にならないのはお互い様さまだから、宗田との協定に盛りこんでもいいかな……）

　深行はぼんやりと思い、それから、ふと、自分は何をしたいのだろうと考えた。

　要領がいいという自覚はあった。日和ひより見みは得意だし、本心を隠すことにも慣れている。好ききらいを言わずに取り組めば、わりに何でも人よりできてしまうので、ますますその傾けい向こうが強まってもいる。

　和宮のことでも同じだった。こういう変なものでさえ、自分を慣らそうと思えば慣らせるのだ。いっしょに行動することになっても、完全に悲観はしていない。そのうち何とかなるとどこかで思っている。

（……秘密をもって、世間で生きていくことくらいできる。その点ではたしかに、おれと宗田はタッグを組める）

　雪政の強制には反発するが、それを抜ぬかせば、どんな道を選んでも、そこそこ器用に世間をわたっていけそうだと思う。手っ取り早く自立するために、つかんだものを効率よく利用しようと思う。けれども、そんな性しよう分ぶんだからこそ、本当にやりたいことが何なのか、自分自身にも伝わってこないのだという気がした。

（鈴原は……）

　泉水子には、選せん択たく肢しがほとんどないのだと、自分と比べて考えてみた。

　囲われた者であり、そこから逃にげようとする者であり、未来さえも細い道筋しか残されていない。見ようによっては、対等に向き合えないほど選ばれた存在であり、見ようによっては、だれよりも不自由でしいたげられている。

（……どうして、あれほどスケールのちがう女の子なんだ。あいつといると、どうして調子が狂くるってばかりなんだ……）







　防衛軍の武将陣じんは、大きく負け込んでいた。

　見物する人々は、勝負はすでについたと考えていた。それなのに、最後の最後になって意外なほどの攻こう勢せいに出た。

　真響の功績が大きかった。それまで、大事なシーンで目をはずしていたサイコロが、彼女が振ふるとうまくころがり、どんどんぞろ目が出はじめたのだ。

　相手の駒が一個も上がらないうちに勝つことを、ギャモン勝ちと呼び、そのとき敗者側に、ヒットされた駒かスタートから六ポイントを出ない駒があると、バックギャモン勝ちと呼び、勝ち点がそれぞれ二倍、三倍になる。しかも、ダブルの賭かけを申し出ていれば、あっと驚おどろくような逆転劇が起こった。

　フィールド競技終了の電話が入ったとき、優まさっていたのは防衛軍側だった。深行がゲームオーバーを告げると、場が一いつ斉せいにどよめいた。勝ったほうでさえ、喜ぶというよりびっくりしているのだった。

　対戦結果を連れん絡らく係の島しま本もとにわたし、さらに、フィールド審判の星ほし野のに情じよう況きようを電話で報告する。深行がいそいそと審判仕事の後始末をしていると、真響が近づいてきた。

「宗田のツキで、すごい巻き返しだったな」

　垂れ布を上げて言うと、真響は小さくほほえんだ。

「私じゃないの。最後のほうでサイコロを振っていたのは真澄。わからなかった？」

　思わず目をぱちくりさせた。ずっと見ていたはずなのに、何も気づかなかったのだ。

「……神しん霊れいは、勝負事もできるのか」

「そうじゃなくて、真澄は、よくないものを排はい除じよしただけ。防衛軍チームのツキが、何かの方法で減らされているって気づいたの。被ひ甲こう護身の真言を唱えたら、真澄が来て、おかしな障害を追い払はらってくれた。変になっているのは、たぶん馬場だけのことじゃないのよ」

「それも、陰おん陽みよう師じの結界のせいなのか」

「たぶんね。でも、真澄に破れることはこれでわかったから、それほど心配していないけど。ただね……」

　真響はだいぶ疲つかれた表情だった。大きくため息をついて続けた。

「やっぱり、学園で真澄の力を借りると体にくる。昨日今日はよくても、明日あしたになったら寝ねこんじゃうだろうな」

「そういえば、前に真澄が高柳をやっつけたとき、翌日には真夏と二人、授業に出てこなかったな」

　深行が思い出すと、真響は、体が凝こったように手を組んで伸のびをした。

「土と地ち柄がらがちがうということが、大きく響ひびくみたいね。戸隠だったら、どれほど真澄と会っても平気なのに、ここだと何かが簡単じゃなくなるみたい」

　深行は、玉倉山の神霊であるべき和宮を思い、そうかもしれないと考えた。そして、ますます高柳の動向が気になってきた。

「馬場の様子を見てこないと。いいことを聞いたから、被甲護身で破れるかどうか、おれも試ためしてみるよ」

「私の提案の答とう申しんは？」

　真響がすばやくたずねた。顔をそらしかけていた深行は、もう一度相手を見やり、真響は本当に切実に申し出たのだとさとった。

　一いつ瞬しゆん迷ったが、先に延ばさずに言ったほうがいいと決心がついた。

「宗田は、おれと似たタイプだと思った。ふりをするのは別にいやなことじゃないと思った。それに、宗田が弟を一番大事だと思っていることで、どこにもけちをつけるつもりはないんだ。それでも、おれは、それをやってはいけないと思った」

　真響が目を見開いた。

「どうして？」

「まわりを傷つけるからだ」

　深行が言うと、真響はさらに驚いたようだった。

「わからない。相楽がどうして、それを言うの？」

　深行は、口調がきつく響かないよう、意識して表情をゆるめた。

「宗田の提案を考えてから、おれは急に気がついたよ。そういう選択肢を選んだやつを知っているんだ。おれの親は、つまり、そういうやつだったんだ。今になって、ようやくわかった気がする」

「相楽の……親？」

「うん。それがどれほど効果的な対策でも、いろいろ便利でも、おれたちがいつわりを演じてよしとすれば、身近にいる人ほど傷つくんだ。宗田がどれほど大事にするつもりでも、真夏はきっと傷つくよ。鈴原もだ」

　真響の声が、かすかに揺ゆれた。

「つまりは、相楽がいやだってことでしょ」

「認める。おれは、自分が傷ついておいて、同じことを選ぶわけにはいかないんだ」

「協定は、破は棄き？」

「そうじゃない。宗田には、まだ他ほかにも方法があるはずだ」

　深行が言うと、真響は急に激した。

「簡単に言わないでよ。私が、せっぱ詰つまりもしないで、こんなことをたのんだとでも思ってるの？」
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「宗田は頭がいい。ゲームを見ればわかる。柔軟な発想があるから、バックギャモンの巻き返しもできたんだろう」

　真響は、まつげをまばたかせた。怒いかりを見せたものの、いつもの気き迫はくが続かない様子だった。気の毒なくらい、本当に疲ひ弊へいしているのだ。

「そんなの、口先だけじゃない。相楽は、心の底で私を軽けい蔑べつしてるのよ。そういう人じゃないと思っていたのに……」

「軽蔑なんかしていない。だけど、おれも正直に、ことわるのは自分のためだと言う。おれは、自分のまわりのだれもかれもが、ないと思っている道を探したいんだ。だから、宗田もそうしろよ」

　深行の言葉に、真響はわずかにうるんだまなざしを上げた。

「泉水子ちゃんとのことを──言っているの？」

　深行は息を吸いこんだ。だが、答えないうちに、何かの衝しよう撃げきが走った。

　一度も経験したことのない衝撃で、何ものにも似なかった。あえてたとえるなら、空中に吊つるした巨きよ大だいなドラを、思いきり打ち鳴らしたような感じだった。

　鳴った瞬しゆん間かんを意識が遮しや断だんしたように、音色をまったく思い出さない。それでも、ひどい音だったのはまちがいなく、残ざん響きようが尾おを引くように、不快感で肌はだがざわざわする。

「つっ……」

　みぞおちあたりに痛みを感じて、深行は思わず手で押さえた。けれども、これが何を示すかはわからなかった。真響を見やると、両手をわきに垂らしたまま、茫ぼう然ぜんと立ちつくしている。

「今のは何だ」

「わからない……」

　真響は言ったが、同じ衝撃を感じたのは明らかだった。すっかり驚いた表情になっている。

「でも、今、真澄がそばを離はなれた。どうしたんだろう……真夏に何か」

　あわてて衣装の袖そでから携けい帯たい電でん話わを取り出し、たしかめようとする。そして、電話を見て叫さけび声をあげた。

「ええっ、電池切れ？　そんなのあり得ない」

　深行も急いで自分の携帯電話を出した。たった今、星野と通話した電話だが、液えき晶しよう画面は真っ黒になっていた。電源を入れなおしても何の反応もない。

　武将たちや見物人からも、不思議がる声が次々に上がっていた。だれの電話も使えなくなっているのだ。

「どうしたんだ、電波障害？」

「いや、デジカメも動かないぞ」

「なんだよ、あれ、見てみろよ」

　深行が顔を向けると、上のほうを指さす生徒がいる。方角を目でたどると、グラウンドのわきに設置してある、高いポールにかかげた大時計だった。今、その時計は、長針が不自然にぐるぐると回り出していた。電波時計が新規に電波を探すときのような動きだ。

　自分の腕うで時ど計けいを見やって、ぎょっとした。腕時計の針も急速に回り出していた。

　秋之川が、血相を変えた顔で深行に走り寄ってきた。

「落としてもいないのに、急にノートが停止しちゃった。壊こわれたかも。これ、星野のノートなのに」

　深行は、ワイヤレスマイクを取り上げてみた。これまた電源が入らないことを知ってから、秋之川に言った。

「テントへ行ってみましょう。あちらでも機械類が動かないかどうか」

「私も行く」

　青ざめた顔をして真響が告げた。三人は小走りにグラウンドへ急いだ。

　フィールド競技を終しゆう了りようした生徒たちは、携帯電話やカメラを手に大さわぎになっていた。何が起きたんだとたずねあうが、だれにも答えられない。これほど動どう揺ようが広がっているのに、一斉放送が鳴り出さないところをみると、放送室にいる仄香も、スタジオや自分の電話が使えなくなっているのだ。

　テントには、フィールド審しん判ぱんの黒くろ子こが集まっていたが、うろたえて覆ふく面めんすらじゃまになり、みんな黒頭ず巾きんを脱ぬぎ捨てていた。あれこれ試しても、スイッチの入る機器は一つもなかった。スピーカーが使えないので、さわぐ生徒たちに指示を出せずにいる。

「電波が来ないだけなら、中ちゆう継けいのトラブルとか考えられるけど、何もかも起動しなくなったってのは、おれの理解を超こえてるよ」

　星野が困こん惑わくして言った。

「どうすりゃいいんだよ。後半戦もまだだというのに。会長とも、向こうの競技場の大河内とも、これじゃ連絡すら取り合えない」

　深行がきっぱり答えた。

「おれが馬場まで走ります。先せん輩ぱいたち、こちらのチームをまとめていてください」

「大河内たちも同じ状態なら、中止も考えないと」

「とにかく、様子を見てきます」

　きびすを返して走り出そうとすると、目の前に、頭巾をつけない真夏が立っていた。

「おれも行くよ」

「おまえ、真夏か？　真澄じゃないよな？」

　思わず確かく認にんしてしまった。相手は、まじめな顔つきでうなずいた。

「真澄は来ていない。真響から聞いたけど、おれのところへは来なかった」

　錦にしきの陣じん羽ば織おりの真響が、硬かたい表情で前に進み出た。

「私も馬場へ行く。泉水子ちゃんのこと、私だって心配だもの」

「真響はだめだ。ここにいて、自分のチームを落ち着かせる役にならなきゃ。今は、姫ひめ将しよう軍ぐんだろ」

　真夏は姉に言って聞かせた。

「それに、これが、もしも高柳を勝たせるための方策だったら、頭をそろえて出向くのはばかを見るだけだ」

　真響は、数秒間くちびるをかんでいた。それから、息を殺した声で弟にたずねた。

「あんたには、真澄がどこへ行ったかわかる……？」

「わからない。まじだ」

　姉の顔を見つめてから、真夏は力強く言った。

「心配しなくていいよ。馬場へ行けばわかる気がする。おれは、馬たちがどんな風か、ちょっと見てからすぐにもどってくるよ」

　真響が、不承不承でも承知したのがうかがえた。それ以上ぐずぐずせず、男子二人は駆かけだした。

（……携帯も、パソコンも、理由もなく壊れてしまうというのは……）

　後ろめたいながらも、深行には、思い当たるふしがあった。そのために、今まで以上に気が気ではなかった。けれども、泉水子のしわざにしては規模が大きすぎるとも思える。別の何かであってほしいと、祈いのるように考えた。

（姫神にはならないでくれ。いくらなんでも、この学祭の最中には大ごとすぎる……）

　坂を駆け上がりながら、真夏が深行にたずねた。

「途と中ちゆうに術がかけてあったって、どのへん？」

「もうちょっと先だ。図書館前あたり」

　あそこは結界の中心点だったと思い出したとき、深行は、小広場から上げた気球を思い出した。そういえば、いつのまに降ろしてしまったのか、上空に銀色の姿を見ていない。真夏にたずねてみた。

「化学部の気球がいつまで上がっていたか、覚えているか？」

「えー、いつだろ」

　真夏も無自覚だった。

「うっとうしいと思ってたのに、いつのまにか、なくなっていたな。競技がはじまってからは、気にした覚えがないな」

　問題の場所にさしかかる。小広場を見やると、戦国衣装を身につけない一いつ般ぱん来場者が多く集まるようだった。バザー会場のわきなので、それも不思議ではないのだが。

　そして、その中から、目的ありげに歩み出てきた人物がいた。体格のいいグレーの背広姿の男性だ。

「深行くん──」

　深行は目を見はり、思わず足を止めてしまった。

「野の々の村むらさん」

　紀き伊い山地の奥深く、玉倉神社で神官をつとめているはずの、野々村慎しん吾ごがそこに立っていた。
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　野の々の村むら慎しん吾ごは、深み行ゆきが、千せん石ごく晴はる信のぶと並んで「師し匠しよう」と見なす人物だった。

　山形県に住む千石には、小学生のころよく世話になっていた。深行の羽は黒ぐろ修しゆ験げんの先せん達だつでもある。野々村とは、中三の春から夏、熊くま野の古道の玉たま倉くら神社で生活したときに知り合った。

　いかつい大きな顔と体をした、もの静かな男であり、才知や能力をけっしてひけらかさない。深行が出会ったときには、黙もく々もくと泉水いずみ子この運転手をつとめていた。深行は、すぐに彼を尊敬しはじめた。たぶん、雪ゆき政まさと正反対のタイプだからだろう。今もときどき電話して、武道や修験道のアドバイスをもらっている。

　しかし、紀き伊い半島の中央部にある玉倉山は、長野の比でなく鳳ほう城じよう学園から遠かった。学園祭見物に、そうそう気軽に出て来られる距きよ離りではない。

「何が、起こっているんですか」

　息を吸いこんで野々村にたずねた。いっしょに足を止めた真ま夏なつが、感心した声でたずねた。

「わあ、深行くんって呼ばれた。どこの人？」

「鈴すず原はらの実家の神社の人だ」

　野々村は、いつものように表情には何も出さず、平然として見える。だが、口を開くとそうではないことがわかった。

「何が起きたか、はっきりしたことはわたしにも言えない。だが、今、だれにも連れん絡らくがつかなくなった。困ったものだよ」

　真夏は小広場の奥を見やった。

「あっ、大おお貫ぬきさんもいる。だめになっていない携帯があるかどうか、聞いてみるよ」

　彼が飛んでいくのを見やってから、深行は小声で野々村にたずねた。

「もしかして、これ、鈴原が関かかわっていると思いますか」

「かもしれん。何かがあるということだけは、前からわかっていたんだ」

　深行は、眉まゆをよせて彼を見上げた。

「わかっていた？　陰おん陽みよう師じが結界をはっていることも？」

　野々村は小さくため息をついた。それから、重そうに口を開いた。

「じつはね……結界をはっていたのは、陰陽師だけではないんだ。われわれもまた、山やま伏ぶしの結界をはって待っていた。戸と隠がくしの人たちも、別の意味で同じことをしている。さらに他ほかにもいくつかあるんだろう。この学園のキャンパスは、今日、何重にも何通りにも網あみの目がはりめぐらせてあるんだよ」

　耳を疑うような新事実だった。深行はあきれてたずねた。

「どういうことなんです。術の掛かけ合いですか。保護者たちも合戦ゲームをしているってことですか？」

「いや」

　少し間をおいてから、野々村は続けた。

「……保護者ならば、どこの組織人であろうと、子どもの安全を考えるものだからだよ。もちろん、学園の外に悪い影えい響きようをもらさないためでもあるが」

「安全でないものって、何なんですか。それが、姫ひめ神がみですか？」

　深行は鋭するどい声を出していた。野々村は答えなかった。静かに深行を見返すばかりだったが、その目はそうだと語っていた。

「それじゃ、おれの父も、結界に加担しているんですか？」

「今日の雪政くんは、学園の外に出ている。しかし、中にいる者から連絡する手立てがなくなってしまった」

　野々村は、さらに重い口ぶりになった。

「われわれの結界がもたないとまで思わないが、キャンパスがこれだけ広いから、山伏も分散して待機していたんだ。お互たがいのことが、今はわからなくなっている。どこの人々もそうだろう」

　深行は、大きくひと呼吸してから言った。

「鈴原は馬場にいます。大人たちが見当をつけたことを、ぜんぶ教えてください。おれは、様子を見に行くところだったんです」

　用心深い態度で、野々村はたずねた。

「きみには、立ち向かえるのか？」

「力不足でも、やってみます」

　深行は答えた。りきんで大たい言げん壮そう語ごすることは得意ではない。だが、手をこまねいて引き下がるつもりは毛頭なかった。野々村は見つめ、それから深々とした声で言った。

「泉水子さんは、今日、目覚めるらしい。そう予言されている学園祭だった」

「紫ゆかり子こさんの……言ったことですか」

「そうだ」

　野々村はうなずいた。つまりは、泉水子の母紫子に姫神が憑ひよう依いして、知っている未来を語ったということなのだ。

「しかし、そこで何が起きるかは、だれにも正確に言えない。ほんのわずかな要因、サイコロの目が一ちがうだけで、ものごとは見ず知らずの方向にころがってしまう。バタフライ効果のすべてまでは、姫神にも語れないんだ」

「じゃあ、確率は？」

　深行は思わずたずねていた。

「鈴原が、姫神にならずにすむ確率は、どのくらいなんです」

　野々村は、考えてから急に言った。

「深行くん、ちょっとそこで待っていてくれ。すぐもどる」

　早足でバザーのテントに向かう野々村を見て、なんだろうと思っていると、そのあいだに真夏がもどってきた。

「やっぱりだめだ。大人のモバイルも全ぜん滅めつだ。それどころか、図書館にあるパソコンも一つも動かないってさ」

「もう、期待してなかったよ」

　深行が力なく答えると、真夏は、半分おもしろがるように言った。

「おれたち、言ってみれば、戦国時代の環かん境きようにもどったってことだよな。学祭を戦国にするなら、お互いの通信手段も、のろしとか矢文とか、それらしく用意しておくべきだったよな」

　彼が言い終えないうちに、野々村がもどってきた。手に錫しやく杖じようを握にぎっていた。

「もっていきなさい。確率を上げると、わたしは信じる」

　深行にさしだしながら、野々村は言った。

　以前、野々村に錫杖をもてと言われたとき、深行は最後まで手に取らなかった。そのことを、双そう方ほうで憶おぼえていた。深行には、当時も峰みね入りの経験があったが、自分の修行も自分の力も、山伏という存在そのものも、そこまで信用できなかったのだ。

　その日から、能力が大きく変わったかどうかは疑問だった。それでも深行は、野々村の言葉をもっともだと感じ、受け取ることができた。

「ありがとうございます。お借りします」

　金輪が触ふれあって鳴る、年季の入った錫杖を見て、真夏がちょっと喜んだ。

「ああ、それは、ふさわしいかもしれない」

　野々村が最後に言った。

「大人は、背後に控ひかえて最後の一線を守ることができるだけだ。真にこの場を収しゆう拾しゆうできるのは、学生同士のきみたちだ。たのんだよ」

　黒くろ子こたちは再び駆け出した。

　錫杖を握って走りながら、深行は真夏に声をかけた。

「被ひ甲こう護身だ。唱えろ、真夏」

「オンバザラ、ギニ、ハラチ、ハタヤソワカ」

「オンバザラ、ギニ、ハラチ、ハタヤソワカ」

（効く能のう……諸もろもろの悪あく魔まの障しよう碍げを除き、一いつ切さいの危難を除き身体からだの安全なる事、甲冑よろいを着たるが如ごとし……）

　道を折りたたんだ術の仕し掛かけが、どのへんにあったか、深行にもはっきりつかめていなかった。錫杖で一度地面を打ってみたが、ほとんど当てずっぽうだ。けれども、どうやらうまく効いたようだった。

　なぜなら、深行たちはそのまま坂を上り続けていた。前方に馬場の柵さくが見えてきた。







　馬場の面積は、グラウンドほど広くない。深行と真夏の目には、右往左往する生徒があふれ返っているように見えた。さわいでいる生徒が、柵の中にも外にもいる。

　わけもなく叫さけんでいる生徒もいて、集団パニックが起きかけているとも見えた。二人の黒子の装いを見ると、何人かがくってかかるように説明を求めて、なかなか前に進めないありさまだ。

　ようやく、こちらで審しん判ぱんをしていた黒子を見つけ出した。走りながら集合を呼びかけ、顔をさらしていたので、早はや川かわ委員長だとわかった。早川のほうも、下の会場から来た一年の二人に気がついた。

「助かった、伝令か。こっちは、人をやるどころじゃない混乱でさ」

　苦労してそばまで行くと、早川は息を切らせた様子で言った。

「大おお河内こうちは、ノートが壊こわれたと知ってから、ショックで使いものにならない。おれはおれで、ちょっと自分に自信をなくしたというか──」

「早川先せん輩ぱいがですか？」

　深行は思わず聞き返した。学園の全生徒の中で、一番後に自信をなくす人物が早川だと思っていたのだ。

「じつは、幻げん覚かくを見たような気がするんだ……わけわかんないんだが」

　早川佳よし樹きは、ためらうように口にした。けれども、すぐに気を取りなおした様子で、真夏を見やった。

「そっちはどうなってる。姉さんの防衛軍チームは」

「勝ちましたよ」

　真夏は、落ち着いて答えた。

「それに、こっちほどパニックが起きてません。機械がぜんぶだめになったのは、向こうも同じだけど」

「ああ、それなら、まあまあよかった……この距離で情報が来ないというのが、ひどい話だよな」

「先輩が見た幻覚って、いったい何ですか。言ってください」

　真夏がたのむと、早川もごまかさずに語った。

「鈴原さんに、ちょっと注意しておこうと思ったんだ。大手軍チームの武将たちと、親しげに話しこんでいたから。そしたら、手が、こう、スカッと……通り抜ぬけた」

「スカッと？」

「通り抜けたんだ、幽ゆう霊れいみたいに。気がついたら、おれはテントにもどりながら、今のは幻覚だと考えていた。どうしてその場を離はなれたのかも、よく憶えていないんだ。その後、電話や機械が使えないとわかって、もう一度鈴原さんを探そうとしたが、会えていない。それに、あの場にいた大手軍の何人かも、どういうわけか見つからないんだ」

　深行は、急いで馬場の周囲を見回した。

　無む秩ちつ序じよに生徒が散らばっているが、一角だけ、奇き妙みように空いているスペースがある。

（きっと目くらましだ。そうにちがいない……）

　早川は、汗あせばんだ頭ず巾きんを脱ぬぎ、短い髪かみをかきまわしていた。

「まいったよ。他にも、幽霊を見たと言い出す生徒がいてさ。それを、このおれが、ばかばかしいと決めつけられないという……」

　できるだけ平静に、深行は申し出た。

「先輩、生徒たちをまとめて、校舎のほうへ下りてきてください。こんな異変になったら、合流していっしょにいたほうがいい。もう昼の時間だし、何か食べればもっと落ち着くと思います。星ほし野の先輩が言っていたけど、中止の判断をするなら、なるべく早い段階がいいです」

「そうだな、めしか」

　実際的な話になると、早川の顔が少し明るくなった。

「〈腹がへっては戦いくさはできぬ〉って言葉に、妙みように当てはまるおれたちだな。武将たちを中心にしてテント前に集めるから、おまえたちも周辺のやつらに呼びかけてくれ」

「真夏、来てくれ。あっちだ」

　深行は小声で真夏に伝え、木立に近い馬場の反対側をめざした。

　足軽姿の生徒たちが、左右に身を寄せて立っている。それなのに、数メートルあるスペースにだれも関心を示さないところが、うさんくささを際きわ立だてていた。真夏も近づく前に気がついた。

「ああ、あれも陰陽師の術かな」

「高たか柳やなぎも鈴原もいると思う。見えなくされているだけだ」

「被甲護身で通る？」

「やってやる。ただし、向こうに何人いるかわからないから、気をつけろよ」

　高柳はひとりじゃないだろうと予想する。式神もいるかもしれない。強ごう引いんに踏ふみこめば、険悪になることはまぬがれないので、深行は一応の覚かく悟ごをした。

「オンバザラ、ギニ、ハラチ、ハタヤソワカ」

　印を結んで数回唱え、錫杖で地面を強く突つく。金輪が躍おどってしゃらんと鳴り、話に夢中だった生徒たちが、響ひびきに驚おどろいてふり向いた。だが、音源を探したときには、二人は見えない囲みに入っていた。

　深行と真夏の目には、カラフルな面子メンツがいきなり地面から生えたように見えた。軽装の足軽より着き飾かざっている者が多い。五、六人いる。

　もっとも目を引くのは、手前にいる外国人留学生の二人だった。彼らは背を向けて立っていたので、深行たちが来たことに気づくと、ぎょっとした青い目が四つふり返った。

　先制して言おうと、深行は断固とした声を出した。

「ここで何をやってるんだ。鈴原はどこだ」

　だれも何も答えなかった。石になったように、目を見はって身動きを止めている。

　見回せば、泉水子がこの場にいないのははっきりした。さらに高柳の姿もない。

（……二人だけで、別の場所にいる……？）

　確信したのに空から振ぶりだったと思うと、深行はかっとなった。錫杖を握って乗りこんでいくと、暴力の脅おどしに見えることを意識していたが、実際その気になってしまいそうだ。

　とりあえず、クラウスは自分のクラスの留学生なので、遠えん慮りよせずにすごんだ。

「高柳はどこへ行った。言えよ」

　修しゆう道どう僧そう姿のクラウスは、大きな図ずう体たいに似合わぬ怯おびえた顔をした。小声でつぶやくが、ドイツ語になっている。しかし、深行が責めたからというより、それ以前から怯えていたようだった。ロザリオをきつく握りしめ、ただならない様子をしている。深行はふいに、この場の奇妙さに気がついた。

　派手なアレンジの鎧よろいを身につけた、有名な二年のアンジェリカが、そのとき一、二歩後ずさった。そのため、彼らが取り囲んでいたものがよく見えた。

　白い和犬が、まんなかに行ぎよう儀ぎよく座っていた。

「なんだ、これ。迷子犬……？」

　飼い犬だということは、一目でわかった。なにしろ、新品の真っ赤な首輪をつけているのだ。白い毛並みも洗いたてのようにきれいで、野外の汚よごれがついていない。中型犬の大きさで、三角の耳が賢かしこそうにぴんと立っていた。黒い目と鼻先はぬれたように光り、姿のよさから、血統書付きの和犬でもおかしくなかった。

　深行は、自分で飼った経験がないものの、猫ねこより犬派だったので、利口そうな犬を見て一いつ瞬しゆん気持ちが和やわらいだ。学生寮りようはペットをもちこんではいけない規則で、生徒たちには、犬猫と触れあう機会があまりなかった。彼らは迷子犬を隠かくしていたのかと、ややとまどい、感想を口にした。

「なんだか、ここ掘ほれワンワンとでも言いそうな犬だな」

「ばかを言うな」

　犬が自分で返事をした。深行も固まった。

　氷のような沈ちん黙もくのあとで、真夏が勇ゆう敢かんに真実を突いた。

「……今の声、高柳だよな」

「ぼくに決まっている。どうしてみんな、ぼくが見えないんだ」

　犬が真夏に言い返した。もう、疑うことはできなかった。

「ええと……見えてはいる」

「ぼくは犬じゃない。どうしてわからないんだ」

　白い犬が、鼻づらを上げて口を開け閉めする。

「ぼくは、ちゃんとここにいるじゃないか。犬呼ばわりなんか、ぜったいに許さないぞ」

　信じられない思いながら、深行はおそるおそる進み出て、かがみこんで手を伸のばしてみた。犬の頭に触れることができるかどうか、確かめたかったのだ。

　だが、手がまだ遠いうちに、声が響いた。

「ばか、やめろ。ぼくはここにいるって言ってるだろう。そんなに近寄るな」

　間近に聞けば、犬の頭より上のほうで声がすることが、深行にもわかった。度ど肝ぎもを抜かれて後ずさった。

「高柳だ。本人にとっては、ふつうにいるんだ。けれども、おれたちには犬が見えるんだ……」

　真夏は、慰なぐさめるつもりなのか言った。

「なかなか、いい犬だと思うよ。代わりにしては」

（……姫神には、常識は通用しないってか……）

　しばらく茫ぼう然ぜんとせずにいられなかったが、深行は、たじろいでいたら埓らちが明かないと気を引きしめた。踏みこえて先に進まないと、泉水子にたどり着かないのだ。白い犬に向かってたずねる。

「おまえ、鈴原に何をしたんだ。鈴原はどこにいるんだ」

　犬は、ぷいと鼻先をそむけた。深行の問いに答えようとしない。舌を少し出して息をし、後足でわき腹をかいただけだった。

　けれども、かたわらのアンジェリカが決意したように口を開いた。

「鈴原サンって、いったい何者？　黒子のきみには、それがわかっているの？」

「鈴原は、どこへ行った？」

　一歩も引かない勢いでたずね返すと、アンジェリカはため息をつくように答えた。

「目の前で消えてしまった。別のフェイズへ行ってしまった。けれども、それだけじゃなく、高柳をこんなふうにしていった。とても考えられない。人間にできることじゃない……」

　アンジェリカの白い顔が、さらに血の気をなくして見えた。彼女も怖おじ気づいていることが、手に取るようにわかった。報復に犬に変えられると知ったら、そりゃびびりもするだろうと、深行はひそかに考えた。

　クラウスが、ひときわ大きな身み震ぶるいをして、ロザリオを自分の前にかかげた。

「一いち条じよう、すまない。ボクは犬がダメなんです。トラウマで……」

　白い犬は、吠ほえつくようにあごを動かした。

「さっきから言ってるだろ。ぼくは犬じゃない」

　深行は、その他の戦国衣装のメンバーを見回した。学園生徒のほとんどは見覚えたはずなのに、知らない顔ぶれだった。見えない垂れ布をつけているかのように、印象を残さない顔立ちだ。術なのかもしれず、本当の生徒かどうかは見分けがつかなかった。

　しかし、彼らはそれぞれ、しおれて肩かたをすくめているだけだった。深行のほうは、けんかも辞さない構えで入ってきただけに、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけするくらい、全員が戦意喪そう失しつしていた。

　気を静める努力をしてから、深行は言った。

「あんたたち、今は怖こわがっているんだろうが、本当なら、鈴原のほうがもっと怖がりだ。よけいな手出しをしなければ、何ごともなかったに決まっている。高柳がそうなったのは自じ業ごう自得だ。鈴原を、自分の言いなりにしようとしただろう」

　犬がこちらを見て口を開け、桃もも色いろの舌をたらした。

「鈴原さんが、当然の説得を聞いてくれなかっただけだ。これほどひどい女子だとは思わなかった。あんなにおとなしそうに見えるのに」

　深行は無視して、正面からアンジェリカに向かい、発音に気をつけてたずねた。

「鈴原が消えたとき、最後にいた場所はどこ？　正確に教えて」

　アンジェリカは金きん髪ぱつをそよがせてきょろきょろした。いい加減に言うつもりはないようだった。そして、数歩移動してブーツの先で示した。

「ここ。このあたりだった」

　固い地面に雑草がわずかに生えているだけであり、もちろん、だれにも特別な場所には見えなかった。深行はそれでも目をこらしてから、真夏を見やった。

「戸と隠がくしと同じ構造だよな。そうだろう？」

　真夏もまた、何かを見み透すかすように見つめていた。

「……たぶん、そうだろうな。でも、おれには通るのは無理だ。真ま澄すみがいなくてはどうにもならない。土地がちがうし、馬が何度も歩いて魔まを払はらってきた効果も、今日はすっかりなくなっているし」

　深行は少しためらったが、背に腹は替かえられないと思いなおした。高柳の犬がしゃべる怪かい異いまで見聞きしてしまった以上、この場にいる者はみな、同じ穴のムジナなのだ。決意して呼び出した。

「和わ宮みや、もう、ぐずってる場合じゃないぞ。鈴原が別の層まで行ってるんだ。案内するだろう」

　上空からカラスが舞まい降りてくる。

　カラスは黒い翼つばさをあおぐように動かし、器用に錫しやく杖じようの輪頭にとまった。真夏は少し驚いて身をよけたが、カラスがしゃべり出すことにはもう驚かなかった。

「ぼくなら、たしかに案内はできるよ。だけど、この前のようにはいかないな。鈴原さん自身が、もどって来たくないと考えているんだ」

「つべこべ言うなよ、姫神とは長いつきあいだろ。何千年も離はなれなかったんだろう」

　深行が言うと、カラスは気のない声を出した。

「彼女は今、スタート地点の鈴原さんだ。そして、向こうには強敵が居すわっている」

「強敵？」

「ぼくよりも力のあるやつだ。しゃくだが認める」

　深行はあっけにとられて和宮を見た。

「何、敗北宣言してるんだよ。どうしたんだよ、おまえ」

　真夏が、ふいに口を開いた。

「真澄がいるんだよ、この向こう側に」

「どういうことだ」

　深行がすばやく聞き返すと、真夏はじっと空き地を見つめながら言った。

「おれ、なんとなく感じとってはいたんだ。でも、あるはずないと打ち消していた。真澄は、おれたちで一番変わらないやつだと考えていた。でも、そうじゃなかった。まさか……三つ子の中であいつが一番早かったなんて。おれと真ま響ゆらが、まだお互たがいのことしか見えていないのに、真澄は見つけてしまったんだ。きょうだいの他に好きな人を──泉水子ちゃんを。あいつは目覚めたんだよ」




　　　　二




（わたしを見ないで……）

（わたしに触さわらないで……）

　泉水子は、永久にそれしか考えられない気がしたが、ようやく頭の霧きりが晴れてきた。周囲がばかに静かで、人々の気配がしなかったからだ。

　体をまるめてしゃがみこみ、両ひざに顔を押しつけた姿勢を続けたので、筋肉がこわばってもいた。思い切って、そろそろと頭を起こしてみた。

　どことも知れない林の中にいた。高い梢こずえが頭上に広がり、空に交差している。下生えはそれほど密生せず、自分のまわりは適度に間かん隔かくのある木立が見通せた。

（ここ、どこだろう……）

　場所がわからないとはいえ、土地の匂においやふんいきが、今までとあまり変わっていなかった。紀州の山々とは肌はだ合あいがちがうし、戸隠で見てきた大雪を知る山でもない。学園周辺の山林と似たような木立だった。けれども、大気はしんと静まり返り、人声はなく、かすかなざわめきすら聞こえなかった。

　泉水子は、望んだとおりのひとりになっていた。

　気がつくと、黒子の頭ず巾きんから、ほおに髪かみの一筋が下がっていた。手で探さぐり、不思議に思って頭巾を脱ぬぐと、自由になった長い髪がなだれ落ちてきて、自分の髪ながらたまげそうになった。三つ編みにしてお団子にまるめたはずなのに、ピンもゴムも消えたらしく、あとかたもなくほどけている。

（……あーあ……）

　まだ、しゃがんだままだったので、ほどけた髪が自分のまわりの地面に広がることになってしまった。今から立ち上がっても、枯かれ葉はや土をいっぱい拾ってくるだろう。いやになって、おしりをつけて本格的に座りこんでしまう。もう、どこへも行きたくなかった。

（わたしって、どうしてこうなんだろう……）

　少しずつ、いやいやながらも、さっき自分のしたことがよみがえってきた。

　とんでもないことがたくさん起きた気がするが、少ししてから、一番重要なことに気がついた。

（わたし、一度も姫神になっていない。あれほどのことがあったというのに、やってのけたのは、最初から最後までわたしだった。姫神じゃなかった……）

　泉水子は、寒気がする思いで自分の両りよう腕うでをつかんだ。

　今までずっと、姫神が憑ひよう依いする体質だから、自分は迷めい惑わくしてばかりだと考えていた。けれども、今日、高柳たちに力を披ひ露ろうしたのは、他ほかでもなく泉水子だった。知らないうちに姫神が起こしたことだとは、どう言い逃のがれしたくても言えなかった。

（結局、わたしが姫神だったの？　別々の存在だと、わたしが思いたがっただけで、実際はそうじゃなかったの？　姫神の未来は、わたしの未来だったの？）

　とっくに知っていたはずだ──と、泉水子の中の泉水子が告げた。

　それを、ただ認めたくなくて、目をそむけて逃にげ回っていただけなのだ。

（お母さん……）

（お父さん……）

　心の中で救いを求めてみる。けれども、二人はびっくりするほど遠かった。

　遠いに決まっているじゃないかと考えた。彼らは、わざと泉水子から距きよ離りをおいた場所にしか住まなかったのだから。

　泉水子を、山奥の玉倉神社に隔かく離りしておいたではないか。親の手もとで慈いつくしんでくれるどころか、なるべく人間全体から遠ざけようとしたではないか。

（お母さんも、お父さんも、最初から知っていたにちがいない。わたしが、人間とも思えない子で、将来、人間に害をなすかもしれないって。だから、コントロールしてどうにかしようとしていたんだ……）

　そういう意味では、両親であろうと、泉水子を見つける者、泉水子を利用しようとする者の一部だった。彼らは鈴原紫ゆかり子こ、鈴原大だい成せいという、れっきとした人間であり、泉水子をこの肉体をもつように閉じこめた人間であり、人間の利益になるよう、泉水子を手中に収めようとしているのだ。

　両親でさえそうだとすれば、その他の人々は、地球の裏側のように遠くて当然だった。やさしそうに見えるたくさんの人も、全員が利己心を抱かかえているにちがいないのだ。

（……わたしを放っておいて。こんな自分、もうだれにも見られたくない）

　ひざを立てて抱え、固く目をつぶる。

　今の泉水子は、自分自身にすら放っておいてと言いたかった。泉水子の内心の声が、一番うるさかった。今までにあったことを検証し、端はし々ばしをあげつらうからだ。しかし、さすがにこの声は簡単に追い払えなかった。

（……わたしが、こんなにも、ふつうの女の子になりたいと願ったのは、それがぜったいに無理なことだったからなんだ。まわりの人にまで、ふつうになりたいと言って回った気がするけど、今となってはすごく恥はずかしいことだ。本人だけ何も見えていないって、まぬけで最低だ。もう、このまま、だれにも会わないほうがいい。わたしが賢けん明めいなら、他の人間の手をわずらわせなくたって、自分の意志で自分を封ふう印いんするくらいのことはできる。そういう力をもっている……）

　もう一度目を開けると、もとから薄うす暗ぐらい木こ陰かげは、前よりさらに暗くなって見えた。

（ここって、たぶん、現実の下の層になるんだよね……）

　怖がる気持ちで考えたのではなかった。むしろ、そのことに安あん堵どしていた。

（ここから二度と出なければ、わたし、人類の存亡とかいうことにも、関係しなくてすむのかも……）

　二度と永遠にここを出ない──そう考えると、少し心がひるんだ。ここで、何をしていればいいのだろう。

　淋さびしがりな自分を自覚する。ひとりが本当に平気で、ずっと孤こ独どくでかまわないなら、何も玉倉山を出てくることはなく、そのまま山に篭こもっていればよかったのだ。

（それに、わたしが鳳城学園に進学する決心をした理由。わたしが……わたしが心の奥で、それでも期待した理由は……）

　そこまで考え続けたとき、泉水子は、かすかな音を聞いてはっとした。

　だれかが近づいてくる足音だった。

　ここは、現実を逃れた自分ひとりの場所だと思いこんでいたので、泉水子は急にあせった。立ち上がって左右を見やるが、木立が続くものの、すぐに身を隠かくせるような場所はない。

　得体の知れないものに後を追われるよりは、正面を向いて、正体を見み極きわめたほうがいいと思いなおした。走り出せるように足を開いて待ち、木立のあいだを見つめたが、意外になかなか見えてこない。けれども、すぐそこまで来ているのは感じとれた。

　泉水子はしびれを切らし、声を出した。

「こっちへ来ないで」

「どうして？」

　間かん髪ぱつを容いれずに相手が答えた。

　いきなり姿が見える。色いろ鮮あざやかな折せつ衷ちゆうの陣じん羽ば織おりをはおった若武者の姿だ。すらりとして美しく、男子にも女子にも見てとれそうだった。

　泉水子は、逃げ腰ごしをやめてため息をついた。

「……真澄くんか」

「ピンポンでした」

　相手はにっこりしてうなずいた。







　真澄の装いが戦国のものなので、泉水子は、林がさらに学園の近くにあるような気がしてきた。自分の黒子の衣装も意識する。髪は奔ほん放ぽうに広がって腰こしのあたりまで下がり、毛先に落ち葉がくっついているのだが。

「どうして、そういう恰かつ好こうなの。それって、ちょっと、高柳くんが着ていたムカツク衣装に似ているよ」

　泉水子が言うと、真澄は驚おどろいた顔をした。

「ええっ、これ、真響の今日の衣装だよ。くそっ、あんなやつとかぶったのか」

「かぶってないよ」

　泉水子は、努力してほほえもうとした。

「真響さんは、若武者みたいにりりしいから、その衣装はよく似合う。真澄くん、今日はずっと真響さんについているはずじゃなかったの。どうしてこんなところにいるの？」

「ああ、うん……」

「勝たせてあげなきゃだめでしょう、真響さんを」

　泉水子の言葉に、真澄はどこかあいまいな身ぶりをした。

「そうなんだけど……おれ、ここのところ、わからなくなりかけてるんだよ。真響の代わりをするとよくわかる。真響は、自分を捨てていいと考えてる」

　聞きまちがいかと思い、泉水子はまばたいた。

「捨てる？　まさか、どうして真響さんが」

「真響の考える究極の望みはね、自分の心臓を真夏にあげることなんだ」

「あげるって……」

　泉水子は、まだとまどっていた。真澄に文学的な比ひ喩ゆは似合わないが、それでも比喩を使っているのかと思ったのだ。だが、真澄はすっぱり言った。

「心臓移植だよ。真澄の心臓が幼いうちにだめになったみたいに、真夏の心臓もだめになる確率が大きいだろう。だから、真響は、自分の心臓で真夏を長生きさせて、真夏になって生き続けたいと思っている」

　すぐには、どう答えていいかわからなかった。泉水子は息をのみ、ようやくつぶやいた。

「……そんな」

　真澄の顔立ちは、基本的には真夏だが、真響にもよく似た表情をする。その顔で真澄は言った。

「たしかに、昔、約束したんだ。おれたち一つになろうねって。まだ、真響も男の子みたいで、それが無む邪じや気きな約束だったころだ。だから、おれは、きょうだいのもとに帰ったんだ。真澄というのは、その約束の夢なんだよ」

　泉水子は目を見開いて見つめた。

「でも、それじゃ……真夏くんは、そのこと、どう思っているの」

「迷い出してる。このままじゃいけないと思って、それで、この夏のことがあっただろう。ずれができはじめているんだ。今はまだ、かろうじて現状維い持じができるけどね」

　しばらく考えてから、泉水子は口を開いた。

「わたしが真夏くんだったら、やっぱり迷うだろうと思う。真響さんがそう望んでいるのは、重いし、つらい気がする。真澄くんは、どう思うの？」

　真澄は、陣羽織の肩かたをすくめた。

「おれは、何も思わないよ。ただ、鈴原さんが、他ほかの霊れいを喰くうのも好きの一部だって言ってくれただろう。だから、これも、好きってことで解かい釈しやくしていいのかなと」

「……わたし、言ってはいけなかったかも」

　泉水子は小声でつぶやいた。

「それじゃ、真響さんが勝っても負けても、何が起きても、あなたたちは、将来だれかひとりになってしまうってこと？」

「ひとりじゃなくなる方法を探して、あれこれ考えているってことだよ。真響も真夏も、自分より相手を残したいんだ。先に逝いった真澄を見ているからね」

　泉水子は、もうしばらくじっと考えた。〈ひとりじゃなくなる方法〉という言葉が胸にこたえた。真響には、協力してその努力をする相手がいるのだ。

「うらやましい。わたしとはちがうね……会った最初の日からそう思っていたけど」

　目を伏ふせたまま、泉水子は言った。

「わたし、真響さんには、利用されてもかまわないと思っていたっけ。味方をして、高柳くんに勝たせてあげたかった。学園トップにしてあげたかった。でも、それが本当にいいことかどうか、今はわたしにもわからなくなってきた……ためになっていないのかも。それに、結局、わたしは役に立ってあげられないし」

「どうして？」

「わたし、学園にはもうもどれない」

「どうして？」

　真澄はくり返したずねた。小さな子の純真な疑問のようで、泉水子にも答えることができた。

「わたしは、ふつうの人とちがうから。あんまり、人間じゃないみたいだから」

「鈴原さんは、人間だよ」

「それなら、今、どうして真澄くんといっしょにここにいるの？」

　聞き返すと、真澄は、彼にしては重々しい調子でよくしゃべった。

「鈴原さんは、人間だけど、生まれつき波動を高くできるんだ。そういう人間、昔はけっこういたけど、今では絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだよね。ほんのわずかに波動を高めることなら、訓練すればできる人間もいて、そういう人が神しん霊れいになじむけど、土地の波動まで変える人物は、もうめったにいないよ」

「波動って……あの、パソコンや携けい帯たいが壊こわれること？」

　泉水子が思い当たると、真澄はくすっと笑った。

「それも波動だけど、すべてのものが波動だよ。この世の物質の場所には、鉱物から有機体までが低い波動の中にあって、もう少し高くに電磁波や光の波動があって、物質よりずっと高い波動に、神霊が住んでいるんだ。ステージがちがうだけなんだ」

　泉水子は意外な気がした。

「すごく、もの知りだね。ごめんね、真澄くんのこと、もっと何も考えない人かと思っていた」

　真澄は、長い髷まげにした頭に手をやった。少し照れたようだ。

「いやー、たしかにおれ、あんまり考えなかったよ。自分が夢だということも、よく気づかなくてさ。気づいたのは、戸隠で鈴原さんが、岩戸の前で舞まいを舞まってくれたからだ」

　あれは、真夏をつれもどすためだったと、泉水子は思い返した。戸隠山の奥底の層に、九く頭ず龍りゆう大おお神かみの眠ねむる岩戸があり、隠れた真夏をたずねてその場所まで行ってきたのだ。

「そういえば、あのとき、真夏くんが岩戸から出てきたら、真澄くんは代わりに消えちゃって、それから顔を見せなかったね」

「あのとき、一いつ瞬しゆん目が覚めたんだ。すぐまた眠りこんで、もとどおりになったけど。それでも、今のおれには、自分が本体じゃなく夢なんだってことが、もうわかっている。本体はとても大きくて、蓄たくわえた知識もたくさんあるんだ」

　真澄は答え、泉水子は言うのをためらったが、口ごもりながら申し出た。

「ええと……あのう、真澄くん。わたし、岩戸から出てくる大だい蛇じやを見たんだけど。できれば、あれを真澄くんだと言わないでほしいんだけど。それだと、ちょっといやというか……」

「うん、言わないよ。鈴原さんが九頭龍大神の名前に引っぱられて、人間が長いあいだにつくったイメージを受信しただけだよ。小さな三つ子は大神を恐おそろしいと思っていなかった。だからこそ、おれはおれになったんだ」

　少し不思議な気分で、泉水子はあらためて彼を見やった。真澄はもう、自分を単純に三つ子のひとりと考えていないのだ。そのことが、だんだん明らかになってくる。

「本当に戸隠の神なんだね……真澄くん」

「そうだよ」

　うなずいた真澄は、少し考えるように黙だまってから、言葉を続けた。

「おれは、そのうち、真夏か真響を喰うことになるかもしれない。それは、夢の成じよう就じゆだから、おれには悲しんだりできない。生死がひどく問題なのは、真響がこだわる、物質の波動だけの話だもんな。だけど、おれは、このあいだから、鈴原さんのほうがいいなと思いはじめたんだ」

　あまり驚くことなく、泉水子は聞き返した。

「わたしのほうが喰いたいってこと？」

「見方によっては、そうかもしれない。鈴原さんを知ってから、おれはとても喰いたい。けれど、鈴原さんはとても波動の高い人だから、ふつうに喰われたりしないと思う。つまり、おれが言うのは、いっしょにいたいってことなんだ。鈴原さんをひとりにしておきたくないんだ」

　軽くやさしい調子で、真澄は告げた。

「つまり、泉水子ちゃんが好きだよ、って意味だよ」

　しばらくぽかんとしてから、泉水子はようやく考えた。

（……ひょっとして、わたし、生まれてはじめて告白された？）

　そして、いやいや、それはうぬぼれだと自じ戒かいした。

（ちがう。わたしが自分で真澄くんに、そういう理由のつけ方を教えてしまったんだ。真澄くんは、わたしを喰いたいと言っているだけだ）

「おれのこと、きらい？　そんなに考えこむ？」

　真澄は、急にあわてふためいた。泉水子は、憎にくめないなと思ってしまい、少しほほえんでかぶりを振ふった。長い髪かみの全体が揺ゆれた。

「きらいじゃないけど、正確にはどういうことかなと思って」

「だって、学園にもどりたくないんだろう。もう、人間といっしょにいるのはいやなんだろう？　鈴原さんは、とてもまれな人だから、人間としても暮らせるし、こっち側でも暮らせるよ。だから、こっち側でおれとつきあおうよ。ぜったい退たい屈くつさせないし、何百年だろうとひとりにさせないから」

「何百年？」

「自信あるよ」

　真澄は意気込んだ。これを、もしも告白ととらえるにしても、やけにスケールの大きな申し出だと、泉水子は考えた。

「……そんなに長いあいだ、わたしにも意識があるの？　きらいにならない保証なんてどこにあるの？　わたしたち、まだ、それほどお互たがいをよく知らないのに」

「おれの本体は、十分すぎるほどきみを知ってるよ。そして、よそ見ができないくらい、きみにまいっているよ。おれが、どのくらいきみを楽しませられるか、やらせてみてよ」

「わたし、楽しいと感じることなんか、二度とないって気がする……」

　泉水子は言い、自分の言葉に泣きたくなってきた。永遠に孤こ独どくだと覚かく悟ごしたときには、涙なみだすら出てこなかったのに、真澄の前でこみあげるのが情けなかった。

「そんなことないよ。今、いやなことがあってショックを受けているだけだよ」

　真澄は身をかがめ、真しん剣けんになだめた。

「泣かないでくれよ。ここは、学園とはちがって、もっとおれの思い通りになる世界だよ。いくらでも変えられる──たとえば」

　真澄は両手でそっと、泉水子の二にの腕うであたりに触さわった。

　黒くろ子この衣装が、何も感じないうちに、金きん襴らん緞どん子すに変化していた。着付け講習会で泉水子が身につけた、紅地に雲取りのある錦にしきの打うち掛かけだ。けれども、あの日にへきえきした重量がどこにもなかった。目に映るぶんには同じ質感の打掛だが、着た感じは黒子の着物といくらも変わらない。

　気をそらされて、泉水子は泣かずにすみ、目にたまった涙をぬぐった。

「軽い……」

「そうだろう。波動がちがうから」

　得意そうに言う真澄を見上げ、湿しめった声でたずねる。

「どうして、わたしをお姫ひめ様にしたいの。こういう衣装を着たかったのは、真澄くんのほうじゃなかったの？」

「おれは、真夏と一いち卵らん性せいの男子だよ。男子だってこと、はっきり言ってくれたのも鈴原さんだ。おれは、学祭よりも上手に戦国ごっこができるよ。にぎやかなのがよければ、二人きりで暮らすこともない。にぎやかにも暮らせるし、豪ごう華かなのがよければ、豪華にも暮らせる」

「わたし、何も……」

　言いかけるうちに、真澄の着ている衣装が、少しずつ変化して見えてきた。

　陣じん羽ば織おりから移り変わったものは、だいぶ地味な色合いだ。戦国時代の肩かた衣い袴ばかまで、武士の平時の姿だった。

「北ほう条じよう氏うじ照てるの正室、お比ひ左さの方かたは、八王子城落城の後まで生き延びたんだ。けれども、とうとう生きた夫と再会することがかなわなかった。尼あまになって、氏照の菩ぼ提だいを弔とむらうのがせいぜいだった。おれは、そんなアンハッピーエンドにしないよ」

（お比左の方って……わたしのこと？）

　泉水子がけげんに思っていると、前にも聞いたことのある声がまわりから聞こえてきた。

「お方さま」

「お方さま」

「ようございました。殿とのがおもどりで」

　着物姿の何人もの女性が泉水子たちの周囲にいた。真澄が赤い打掛に手をかけたままなので、仲なか睦むつまじいところを見られた気分だった。

「お方さま、どうぞこちらへ」

「こちらへ。ささやかな宴えんの用意ですが」

　存在の薄うすい姿ではあるものの、だれもが笑え顔がおで言っているのがわかる。真澄も笑みを浮うかべた。

「みんな、ずっと女主人を案じていたんだ。御ご主しゆ殿でんに二人がもどれば、彼女たちも大喜びするよ。月見の宴をしたり、花見の宴をしたり、池に舟ふねを浮かべて遊んだり、風流に暮らした昔が恋こいしくてならないんだ」

　行ってみようかな──と、泉水子は思わず考えていた。

（ここにずっといるなら、見に行っていけないわけなどないもの……）




　　　　※　※　※




　和宮のカラスが言った。

「ぼくは、ちょっと裏目を拾ったみたいだ。鈴原さん、向こうで暮らすことに決めたかもしれない。こっちで賭かけてみたけど、やっぱり分が悪かったかな」

　深行はむっとして、錫しやく杖じようの輪頭にとまったカラスを見やった。

「真澄に負けて、すごすご引き下がるのか。姫神の眷けん属ぞく神が、それで悔くやしくならないのか？」

　カラスは、小刻みに頭を動かした。

「まあ、ぼくには、やりなおしがきくから」

「鈴原が、もうもどらなくてもいいってのか」

「せいぜい数百年だ」

「ふざけんなよ」

　深行が錫杖で地面を突ついたので、カラスは羽音を立てて舞まい上がった。けれども、飛び去りはせず、垂れ布を上げた深行の頭ず巾きんに下りてきて、頭のてっぺんにとまった。体を前にかしげてたずねる。

「勝ち目は少ないぞ。それでも行ってみるか？」

「決まってるだろう。おれは、おまえの言うことなんか信用してない」

　頭の上の相手に、深行は断固として言った。

「直接、鈴原に会って、鈴原がそう言うのを聞いたら信じる。行くぞ」

　ふいに真夏が、深行の腕に手をかけた。

「待てよ、シンコウ。行く気なら、おれもいっしょに行くよ」

　深行は彼の顔を見た。真夏は恐れないようだった。

「前に、戸隠で、鈴原さんは岩戸まで迎むかえに来てくれただろ。今がその逆なら、おれだって迎えにいかないと」

　深行の体に触れていれば、いっしょに向こうに入れると、直感で知っているのだった。深行は一瞬迷ったが、真夏に言った。

「だめだ。おまえは、もどって宗田のそばにいてやれよ。すぐもどるって言ってあっただろ、これ以上、姉貴に心配かけちゃだめだ」

「だけど、真澄のすることは、おれたちの責任でもあるんだ」

　真夏は真剣な声を出したが、深行は小さく首を振った。

「戸隠で、おれは、宗田といっしょにあの岩戸まで行ったんだ。宗田が取り乱していたから、気持ちがよくわかった。姉貴に、もう一度同じ思いをさせるなよ。少なくともおれは見たくない」

　はっとした様子で、真夏はつかんだ腕を離はなした。深行が知っていることを理解したのだった。

「……そうだよな。真澄の別行動だって、つまりは、おれたちとはもう考えがちがうという意味だもんな」

　再び触ふれようとはしない真夏だったが、なおもたずねた。

「だけど、ひとりでだいじょうぶなのか？　真澄がどう出るか、もうよくわかんないんだぞ」

「ひとりでもないけどな、一応は」

　カラスを頭にとまらせた深行は答え、ふと、まわりを見回した。アンジェリカもクラウスも陰おん陽みよう師じも、途と方ほうにくれた様子で立ちつくし、しゃべるカラスをながめていた。お手上げ状態なのだった。

　少しばかり気の毒になり、深行は白い和犬に声をかけた。

「高柳、来るなら、おまえが来いよ。この事態に、一番責任があるとすればおまえだし、その恰かつ好こうじゃどうにもならないだろう。鈴原に会いに行って、きちんとわびを入れて、元にもどしてもらうんだな」

　アンジェリカがふり返り、黙ったまま犬を見やった。

「これが鈴原さんのしたことなら、たしかに本人との話し合いが必要だ」

　高柳は、この状態にしては落ち着きはらった口をきいた。

「ぼくが相楽といっしょに行こう。相楽に行けるくらいの場所なら、どこだろうと行けるはずだ」

　犬が腰こしを上げ、軽い足取りで近寄ってきたので、深行は、ちょっと見つめてからたずねた。

「どこを触ったらいい？　頭か、背中か、しっぽか……」

「どこもだめだ」

「それなら、首輪にひもをつけてみるとか……」

　和宮が急に口をはさんだ。

「そいつは、すでに十分変になっているから、触っていなくても同時に通れる」

　深行はなるほどと考え、被ひ甲こう護身の真言を唱え、錫杖の金輪を大きく鳴らして、そのまままっすぐ歩いた。







　一いつ瞬しゆんで景色が切り替かわった。

　深行のまわりにあるのは、細い木々がまばらに生えた林だった。生徒たちは消え失うせ、林の奥は静せい謐ひつで、ちょっとないほどの静けさだった。意識しなくても雑音にさらされていた耳の鼓こ膜まくが、いきなりでとまどってしまうようだ。

　深行が突いた錫杖に、再び和宮が舞い降りてきた。まだ、カラスとして存在するつもりのようだ。何か聞けることにほっとして、今度は高柳を探す。

　白い和犬がいた。別の層に入っただけで姿が変わらないことが、これではっきりした。真夏に言われたとおり、人型としては深行ひとりなのだ。

「鳥と、犬が、お供か……」
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　深行は小声でぼやいた。

「これで、あと猿さるがいれば、桃もも太た郎ろうになるかと……」

　高柳が耳ざとく聞きつけた。

「鳥はキジであるべきだ。それに、ぼくは犬じゃない」

「おまえさ、今の自分をどんなふうに感じているわけ？　犬はぜんぜん見えていないのか」

　はっきりさせたいと思ってたずねると、高柳も答えた。

「犬は見えている。犬に重なった自分が透とう明めいになったのも知っている。でも、ぼくの手足も着ていた服も、ちゃんとここにある。犬とはぜんぜんちがうところだ。犬になったわけじゃない」

　高柳がしゃべるあいだ、白い犬が深行を見上げて口を開け閉めしている。連動しているじゃないかと考える。

「……自分を犬とは認めたくないばかりの、妄もう想そうなのかもしれないぞ。幻げん肢しとか」

「妄想なのは、そこに犬が見えることだ」

　高柳は言い返した。

「犬に、ぼくの声の声帯があるとでも思ってるのか。ぼくの体はたぶん、位相の異なる空間に移されたんだ」

「ああ、ＳＦしていろよ」

　高柳に話しかけるのをやめ、深行は和宮を見やった。

「鈴原のいる場所はわかるよな？　どっちへ行けばいいんだ」

「そのカラス、さっき姫神の眷属神と言っていたな」

　興味を抱いだいた様子で、白い犬が少し近寄ってきた。

「たしかに、相楽の式神ではないな。力を持つのはわかるが、どういう関係なんだ。安あ倍べの晴せい明めいは十二神将をもったが、それすらも強大な式の範はん囲いだった。たづなのつけられない神しん霊れいを、相楽も分不相応に扱あつかおうとしているのか」

　和宮が、くちばしでそっぽを向いた。

「その犬、うざい」

「気持ちはわかる」

　深行もおおいに認めたが、つぎの指し摘てきには弱った。

「なら、どうして自分からつれてきたんだ」

　理由の言えない衝しよう動どうだったのだ。けれども、もう一度考えなおして、答弁を試みた。

「こいつには、反省する必要があるし、鈴原も、自分のしたことをちゃんと認めないと。そうしないと、もう一度おれたちの世界へもどる気にならない気がするんだ」

「ふうん、いいけど」

　カラスは、ものすごく気のない返事をした。もともと和宮は、深行を支持しているわけではないことを、見せつけるかのようだ。

「この先へ行くのは厳しいよ。ここは、最初からうそ臭くさいつくりだ。熊くま野のや戸隠のような自然にできた霊れい域いきではなく、こしらえもので、間に合わせで、しかも複合している」

　深行は、林の樹木をながめた。自分には、あまりちがいがわからない。

「自然林に見えるけどな……」

「方角にたいした意味はないから、好きなほうへ進めよ。ただし、鈴原さんのいる深さに、なめらかにたどり着くことはできない。断層がいくつもある」

「断層って、今みたいな切り替わりか？」

　聞き返したが、和宮ははばたき、今度こそ見えなくなった。深行は、最初に顔を向けていた方向へ歩いていくことにした。

　小走りになってついてくる、白い犬がたずねた。

「カラスは勝手に消えるのか？　ぼくは、相楽を山やま伏ぶしだとばかり思っていたが、そのカラスが神霊なら、験げん者ざが憑より坐ましも兼かねているって、どういうことなんだ」

　うるさいと言いたかったが、やめておいた。和宮の姿が消えてしまうと、静せい寂じやくが少し不安だったのだ。気をまぎらす相手は高柳の犬しかいない。

「おれも知らないな。和宮は自分の好きにしか動かないが、じき、必要になったら出てくる」

「鈴原さんは、いったい何者なんだ。あの真澄ってのも、悪あく霊りようと言いたいようなやつだが、彼女は度を越こしているぞ。ぼくの姿を犬に見せて、いったい何がしたいんだ。式神も消してしまうし、たとえ呪じゆ詛そ返しにしても、こんなのは考えられないし」

「おまえが、ペットの話をしたからじゃないのか。犬でまだよかったじゃないか、ネズミかもしれなかったぞ」

「どうして、ネズミなんだ」

「アルジャーノン」

「あり得ない」

　高柳はぶつぶつつぶやいた。

「ぼくは、彼女に、グローバル・スタンダードの話をしようとしただけなのに……」

「よく言うよ」

　深行は腹立たしさをこめた。

「自分がまちがっていたことくらい、そろそろ認めろよ。永久にその姿のままだったらどうしようとは考えないのか」

「ぼくは陰陽師だ。どんな不思議にも対応できなくてはいけない。そう育てられた」

「あっそ。やっぱ、学園に置いてくるんだったよ。お仲間のお世話人が、ちやほやして昼めしにドッグフードを食べさせてくれたかもな」

　深行は口をつぐみ、しばらく早足で歩いた。林はどこまでも変わらず、平へい坦たんに続いているように見えた。学園周辺の林に似ている気もするが、地形は異なっている。木こ陰かげはいくぶんひんやりして、暑さ寒さをほとんど感じなかった。薄うす曇ぐもりの空は明るいが、太陽のある場所はわからず、そよ風もない。

　高柳が、また口を開いた。

「……鈴原さんは、あの結界が気に入らなかったんだな。幽ゆう霊れいを呼んだと怒おこっていた。怨おん念ねんに反応するってことは、人だよな。霊じゃなく」

「人だろ」

「もしかして、鈴原さんは、ぼくに仕返しがしたかったんだろうか」

「今ごろ思いつくのが信じられないな」

　深行は、冷たく言い返した。

「おまえは、鈴原を見くびり過ぎたんだ。グローバル社会を代表してでも、あいつに謝れ。でないと、取り返しがつかなくなるぞ」

　高柳は奇き妙みような声でたずねた。

「きみは、ここをローカルな場所に限定していいと思うか？　異なる空間だが、学園と似た位置を持つと考えていいのか」

「同じ場所に重なっている確率は高いな」

　深行が答えると、高柳はたいそう小声になった。

「それなら……出てくるとすれば、やっぱり八王子城の亡霊になるのか？」

　深行も息をのみ、足が止まった。

　人の気配がせず、何の音もしないのに、ゆくての木々のあいだに、わきだすように人数の多い影かげが見えていた。薄うす暗くらがりとはいえ、よく見通せる明るさなのに、輪りん郭かくが周囲ににじんだようになって存在感がない。だが、合戦じたくをし、弓矢と槍やりのようなものを手にしていることは目に明らかだった。

　貸し衣装を着た生徒たちの影ではない。揺ゆらめいている人々はもっと年配で、全体に殺気立ち、胴どう巻まきなどの具足は古びてぼろぼろだった。手足がおかしい者もいる──首のない者もいる。

「おい、和宮」

　深行は、思わず小声で呼びかけた。

「あれをつっきれとは言わないよな。方角は関係ないんだろう」

　カラスは現れなかったが、和宮の声は聞こえた。

「もちろん、あの向こうにしか行き先はない。戸隠のやつがやりそうなことくらい、予測しておけよ。学習していないな、相楽くん」

「真澄か」

　深行は驚おどろき、にわかに、戸隠の林道で実力を試ためされたときのことを思い出した。

「……あの、天てん狗ぐの面のやつらと同じってことか」

　林道で実際に出会ったのは、日本史研究会のメンバーであり、お面を被かぶっただけの無害な連中だった。だが、真澄が操作した別の層では、敵意をむき出しにし、こちらを排はい除じよしにかかる、魍もう魎りようのようなものだった。

　和宮は言葉を続けた。

「あいつらは、入り口の守りを固めている。だから、厳しいって言ったろ。突とつ破ぱして、断層の向こうに出られたら、亡霊もそこで消える。でも、かなり凶きよう悪あくだから、覚かく悟ごしたほうがいいよ」

　白い犬が、鼻づらを上げた。

「何だ、カラスは何だと言ってるんだ」

　深行は肩かたで息いきをついた。

「通り抜ぬけろってさ」

「それなら通ろう。幽霊の姿は、人の心的エネルギーを借りたものだ。こちらに防ぼう御ぎよ力があって、侵しん食しよくされて影えい響きようを受けたりしなければ、それほど実害はないはずだ」

　楽観的に高柳が言ったが、深行は横目で見やった。

「自分が真澄にさんざん殴なぐられて、ノックアウトされたことを思い出せよ。それに、おまえ、犬の何を使って護身印を結ぶつもりだ」

　高柳も黙だまってしまった。




　　　　三




「やるしかないだろうな」

　深行は錫しやく杖じようを持ち上げ、両りよう肩かたを、準備運動のように回した。

「あいつらは、まずまちがいなく襲おそってくるが、高柳の言うこともうそじゃないんだろう──というか、護身を信じれば実害はないと、自分で思わないと何もできないということだな」

　白い犬はたじろいだらしく、頭を低くして左右にうろうろした。

「効かなかったときには、どうする」

「犬なら、おれよりすばしこいはずだろ」

　ここに高柳の姿があれば、ぜったいに言わないはずなのだが、犬が困っているのを見てしまうと、深行はついほだされた。

「おれにカバーできるという保証はないが、やってみるから、なるべくくっついていろよ。それでもだめそうだったら、足を活いかして逃にげのびろ」

　心を静めて、浄じよう三さん業ごう、三部ぶ、被ひ甲こうの護身をする。そして九字を切り、木立のあいだを駆かけ出した。

　たちまち、亡霊たちが勢いづくのが目に映った。一いつ斉せいに矢を射かける者、怒いかりの形相で走り寄る者がいる。数えることのできない人数だ。

　深行が口の中で錫杖経を唱えたのは、そうでもしないと、目の前のものに圧あつ倒とうされそうだからだった。

　雨のように降りそそぐ矢が、体をそれていくのはすぐにわかった。護身法の壁かべはたしかに生じているのだ。そこには多少ほっとできたが、自分が薄うす手での黒くろ子こ衣装なのに、ごつい鎧よろいの連中が重そうな武器で向かってくるのは肝きもが冷えた。

　輪郭のにじんだものとはいえ、目をむき泡あわを吹ふかんばかりの男たちだった。どの顔も黒っぽくくすみ、何人か血まみれだったり、顔や体の一部がなかったりする。恐きよう怖ふするなと言われても無理だった。

　声や物音はまったく聞こえなかった。すべてが静寂の中のできごとだ。それでも、振ふり下ろされた刃やいばには風圧があった。気のせいかもしれないが、体の近くをかすめれば肌はだで感じとれた。

　亡霊たちの武器は多様で、学園祭のお飾かざりの槍や刀とはまったくちがう。鎌かまや鍬くわなどの農具もあり、竹たけ槍やりや棍こん棒ぼうもあった。襲われる身としては、そういうもので殺されるほうが恐おそろしい気がした。

　反射的に錫杖で応戦してしまう。そんなときには手て応ごたえもあり、相手が消し飛ぶように見えた。しかし、何もかもが無我夢中で、いちいち確かく認にんする暇ひまなどなかった。

　走り続けることだけを、ひたすら念頭に置いた。途と中ちゆうから息が切れ、唱えごとが切れ切れになり、異常さに頭がまひしていたが、それだけは忘れなかった。

　いきなり、ぷつりと何かが切り替かわった。群がってくる男たちが消えた。

「断層を越えた」

　和宮が宣言し、深行はひざをついて座りこんでいた。軽くはない錫杖をかざして、百メートルから二百メートルの疾しつ走そう、障害物ありのレースだった。

「ええと……高柳は」

　頭ず巾きんを取り、額の汗あせをぬぐいながらようやく見回す。犬に気をとめる余よ裕ゆうがまったくなかったのは事実だった。そばにいるかどうかも忘れていた。

　だが、白い和犬は、舌をたらして元気に駆け寄ってきた。

「腰こしを抜かしているのか、相楽は。ぼくはだいじょうぶだぞ。亡霊たち、ぼくにまったく手出しができないようだ。それに、走っても息一つはずまない」

「ここ掘ほれワンワンだから──だろ」

　深行はつぶやいたが、高柳は耳をかさず、うきうきと語った。

「ぼくの着物は目に見えていないだろうが、懐ふところには呪じゆ符ふが何枚かあったんだ。位相のちがう空間の呪符でも、効果はもっていたらしい」

　深行は、体の向きを変えて足を投げだし、ため息まじりに体をそらせた。

「そんなに無事なら、忠犬として主人の身を守ってみようとか、少しは思いつかないのか」

「だれが主人だ」

　彼らがいる場所は、いくぶん開けた空き地だった。しかし、その先にも前と似たような木立が続いて、特別な変化はなかった。深行の頭の後ろで、また和宮の声がした。

「相楽くん、ぼくがきみなら、気を抜かずにさくさく進むぞ。断層はこれ一つじゃないんだ」

「まだあるのか。いくつあるんだ」

　いやな予感にとらわれて、深行はたずねた。

「まさか、つぎもそのつぎも、あんな連中を相手にしろと言うんじゃないよな」

「いや、そういうことだね」

　和宮の答えは、まったく楽しくないものだった。

「同じか、それ以上か。おそらくこの先、手て強ごわさが増すことはあっても、減ることはない」

　そして、その不ふ吉きつな予想は、まったくそのとおりだった。







　同じことを三回くり返すと、深行は、自分がたったひとりの城しろ攻ぜめ軍で、防衛軍全部と戦っているような気がしてきた。

　亡霊たちの出方も、音のない怒ど号ごうをあげる様子も、唐とう突とつな消え方も変わらなかった。だが、襲ってくる兵の具足が、最初より少しずつ整ったものになっている。まるで、それだけ城の天守に近づき、重臣が出てくるかのようだ。

「山城の登りにならないだけ、少しはましか……これが登りだったら、とことんへばっただろうな……」

　深行は錫杖を突ついてつぶやいたが、へばったと口にしたとたん、両肩にバーベルを置かれたような重さがのしかかってきた。

「むちゃくちゃ疲つかれるんだが、精神ストレスかな……」

　白い犬がやってきて、短く身み震ぶるいした。

「ぼくも、少ししんどいかな。あと何回、通ればいいんだ？」

　和宮がそれに答えた。

「問題は回数じゃない。突破する強度だ。きみたちがその強さに達しないなら、飽あきるまでくり返すことになる」

「淡たん々たんと言ってる場合か。一いち蓮れん托たく生しようだろう、手ぐらい考えろよ」

　怒おこる気力もなく言うと、和宮は、めずらしくちょっと引いた声を出した。

「そうなんだけどね。一蓮托生が、悪く出たのかも」

　目の前に出て来なかったが、深行は、カラスが首をすくめているのが見えるような気がした。

「きみがこの場にいることには、ぼくの力を使っているんだが、ぼくが力をふるい続けると、きみの体に負担がかかるんだ。慣れない人間だと、特に消しよう耗もうが速いようだ。カラスですませて、なるべく軽くしていたが、こうなると影響が出てくる。きみから離はなれては、そのほうがたいへんなことになるし……」

　深行は、急に思い当たった。

「そうか、宗田が体にこたえると言っていたのは……明日あしたは寝ね込むだろうと言っていたのは、こういう感覚なのか」

　白い犬が、わけ知り顔に鼻づらを上げた。

「大きな呪じゆ術じゆつを使うことと同じだ。たいていは体の負担になる。だから、自分の器うつわに見合った術にしか手を出せないし、術を放って呪じゆ詛そ返しをくらったときに、命をとられるケースもあるんだ」

　深行は高柳を無視して、背を伸のばして錫杖を持ちなおした。残り時間が限られている気がしてきたのだ。

「くそっ、昼めしを食ってから来るんだった……これで、鈴原の居場所にたどり着けなかったら、どうなるんだ？」

「引き返せばいい。もどる道には関せき守もりがいない」

　和宮の答えは、まったく楽しくないものだった。

「だけど、倒たおれるまで体力をつかったら、引き返すのもむずかしくなるかもね」







　和宮の宣告の後、亡ぼう霊れいの軍団を何度通ったか、深行は数えていなかった。

　ただ、一回ごとにダメージが大きくなるのはわかった。直接肌はだ身みに感じられるものだった。

　亡霊が消えた後、うずくまっている時間が延びていった。そして、気がついたら、立ったつもりで立っていなかった。めまいがしていた。

　地面に手をついた深行のかたわらに、そのまわりを嗅かぐような態度で、犬が近づいてきた。かすんだ目で犬を見やったが、白い毛並みは今もきれいで、たいして支障はなさそうだった。

「相楽、黒子の着物がぼろぼろになっているぞ。それは、そう見えるだけなのか、それとも、実際に攻こう撃げきを受けているのか？」

「たいしたことない。少しかすっているだけだ」

　のどがからからになっており、深行はかすれた声で答えた。

　じつは、腕うでもわき腹も背中も肩かたも痛かった。体力を失うと、気力にも確実にひびくのだ。護身を維い持じする力が少しずつなくなっていた。はじめは風圧だったものが、体の痛みに変わっている。

（……けれども、ここは現実の場所じゃない。だから、本当にけがをしたわけじゃない。それなのに、実際にけがをしていると思いこんだら、そのとき傷口が開くんだ……）

　戸隠で言われたことを思い出し、深行は痛みを無視しようとつとめた。傷口を想像しはじめたらおしまいなのだ。

　だから、あえて痛む箇か所しよを目で見ようとしなかった。なんだかいやな感じにぬれている気がするのも、一いつ切さいなかったことにした。黒い布地なので、何かのしみが目立つわけではない。点検さえしなければ、自分はごまかせる。

（だけど、結局、こうなるのも、おれが信じきれていないということか……）

　護身法を信じきれていない。山やま伏ぶしを信じきれていない。和宮のことも、すべてを信じることはできなかった。今、自分が遭そう遇ぐうしている異常な情じよう況きようすらも、完全に信じてはいないのだと、深行は考えた。

（昔から、ものごとを額面どおりに受け取ってはいけないと、いやほど知ってきたからな……）

　難なん儀ぎな性格なのだと、今になって、やけにしみじみ考えた。体じゅうから残りの力が消えていく、土ど壇たん場ばのこのときになって、はじめて思いついた。

（……鈴原のことも、本当には信用しきれていないのか……）

　深行を間近で見上げる白い犬が、何を思ったか口を開いた。

「相楽は、なかなか、たいしたやつだな。そこまでしてまで、この先へ進もうとするのか。あまり見たことがなかったぞ、これが、本当に戦国の人間ならいざ知らず」

「ここまで来て、引き返すなんて最低だろ。それじゃ、ただのやられ損だ」

　何度も深呼吸して、自分を奮い起こそうとつとめながら、深行は言った。

「もうちょっと待て。今、立つから」

「いや、きみはもう限界が来ている。だが、心から敬服するよ。きみが最大限の努力を払はらって、ぼくの姿を取りもどそうと、ぼくと鈴原さんを会わせようとしたことには」

　深行は犬を見つめた。犬は、輝かがやく黒いまなこで見つめ返した。

「……おれは、その、何があろうとぜったいめげない、すてきな性格のほうに敬服するよ。高柳、その犬の姿のままでいろよ。おれが責任もって飼ってやる」

「好意からの発言と受け取るよ。けれども、それはできない」

　しっぽの先をほんの少し揺ゆらしてから、白い犬が言った。

「ぼくには、鈴原さんにたどり着く必要と必然がある。相楽はここで休んでいろよ。ぼくなら、まだ先へ行く余力がある。実際、この姿に変えられたのは、有利になるからだったかと思うくらいだ。でも、相楽の厚こう情じように報むくいて、鈴原さんに会ったあかつきには、きみがここにいるって伝えてあげるよ」

「厚情？　あかつき？」

　高柳の口ぶりに、深行はげんなりした。だが、犬の毛皮がいまだにぴかぴかしており、自分はぼろぼろだという事実には直面しないといけなかった。悔くやしさがこみあげてくる。

　高柳は、とんちゃくせずにたずねた。

「カラスが、さっき突とつ破ぱする強度の話をしたな。今一つわからないが、どういう方面の強度なんだ？」

　深行に答える気はなかったが、和宮は、まるで高柳に期待するかのように、ていねいに答えてやった。

「するべきことを信じる強度だ。未来につながる事象の強度だ」

　白い犬が、少し考えてから前方を見やった。

「そうか。やってみよう」

　深行は錫しやく杖じようを取り上げてみたが、行くのは無理だとわかった。ちくしょうと言いたかったが、やめておいた。犬の前ではそれはない。

（鈴原と、ひとことでいいから話せたら……）

　紫子の赤い携けい帯たい電でん話わを思い出した。泉水子にそれをわたしたら、泉水子は本当にすなおに信じたのだ。そして、機械を壊こわさずに話すことができた。

　着物の懐ふところを探さぐって、自分の携帯電話を取りだす。液えき晶しよう画面は、相変わらず真っ黒のままだった。作動しないのを承知の上で、深行はそれでも発信を押した。

（気づけよ、泉水子。電話しろよ……）




　　　　※　※　※




「行く気になった？」

　武士の肩かた衣い姿の真澄がたずねた。

「そろそろ、お腹なかが空いたね。御ご主しゆ殿でんまで行って、宴えんのごちそうを食べよう。どんなものがあるか楽しみだね」

　言われてみれば、泉水子は昼食がまだだった。けれども、真澄がそれを口にするのはおかしく、少しほほえんだ。

「真澄くん、ごはんって必要なの？」

「きみにつきあってなら、いくらでも食べるよ」

（こういうところで何かを食べるのは、ごっこ遊びになるんだろうか。それとも……）

　泉水子は考え、急に思いついた。

「わたし、神話を読んだことがある。イザナミの命みことは、黄泉よみの国で黄泉の料理を食べたから、イザナギの命が迎むかえに来てもいっしょに帰れなくなったし、ペルセポネーは、冥めい界かいでザクロの実を食べたから、その数の月は帰れなくなったっけ。ここでものを食べるのは、そういうことなのかな。わたしが、もう帰れなくなるってこと？」

　真澄は、邪じや気きのない顔で見やった。

「どうだろう。体がなじむってことは、たしかにあるよね」

　彼がはっきり言わなくても、肯こう定ていしていることはわかった。もう引き返せないということが、泉水子もだんだん身にしみてきた。

（本当に二度ともどれないなら、だれにも何一つ言わず、お別れの言葉も残さなかったことは、後になって後こう悔かいするのかな……）

　かすかなためらいがわいた。考えてみれば、ずいぶん急なことだった。学園のことを考え、泉水子は思わず口にした。

「学校にいろいろ置いてきちゃったな。私物とか。あとで欲しくなるかも」

「そんなの、簡単に取り出せるよ。何を持っていきたいの？」

「ええと、お父さんのパソコンと……」

　真澄がくすっと笑った。

「記念品？　持っていくことはできるけど、使うことはできないよ。電源ないし」

「ううん、お父さんのパソコンなら、電源を切っても使えるって」

　何気なく言ってから、泉水子ははっとした。正確にはどういう言葉だったか、急に思い出したのだ。

（助けを求めるとしたら、そのときには、電源を切って使いなさいと、相楽さんが言ったんだ。最終手段として使うなら──って）

　そのとき、もう一度はっとした。忘れていたことがもう一つあった。

（お母さんの携帯電話があった）

　打うち掛かけと小こ袖そでを着た自分の胸むなもとを見下ろした。黒子の着物がお姫ひめ様衣装になってしまったが、懐にあった携帯電話はいったいどうなったのだろう。それも衣装に変化してしまったのだろうか。

「どうしたの」

　胸のあわせを探っている泉水子を見て、真澄がたずねた。

「携帯、持っていたはずなの」

「使えないよ」

「いいの」

　襦じゆ袢ばんとのあいだに、ようやく固いものを探り当てた。泉水子は安あん堵どする思いで、赤い携帯電話を抜ぬき取った。

　手の中で、電話がいきなり鳴り出した。

　泉水子は、この電話が呼び出し音を鳴らすのを、これまでに聞いたことがなかった。しかも、今の場面には見事なまでの場ちがいだった。真澄ですらあっけにとられて、派手にメロディーを鳴らす機体を見つめた。

　耳みみ障ざわりな電子音の音楽が、静せい寂じやくの中に響ひびきわたる。しかもその曲といったら、泉水子も知っているアニメの明るいテーマソングなのだった。

（……なぜ、「となりのトトロ」……）

　仰ぎよう天てんしてわけがわからないまま、泉水子は電話を耳に当てた。

　せっぱ詰つまった深行の声がした。

「鈴原、どこにいる」

　息が止まってしまい、すぐには声が出てこなかった。泉水子は、自分が深行に電話したかったことを思い出した。意識下でずっとずっとそう思い続けていたのに、思い出すことができなかったのだ。

「……深行くん、どこにいるの」

「来いって言えよ。行くから」

「でも、ここは」

「いいから」

　気短なさえぎり方で、いかにも深行の口ぶりだった。泉水子は、朝に馬場で電話してからのできごとが、すべて吹ふき飛んでしまったような気がした。深行が持ちこむものは、それほど強かった。

　真澄といっしょに行ってはいけないことが、やっと目が覚めたようにはっきりした。泉水子が人ではないものを選ぶというのは、泉水子の人としての死を選ぶことだった。死ぬことだとわかっていながら、それを直視しないために、あらゆるごまかしを重ねていたのだ。

　するべきことは、助けを求めることだった。

　泉水子は震ふるえる息を胸に吸いこみ、電話に叫さけんだ。

「それなら来て。すぐに。今すぐに」

　通話がとぎれた。泉水子は耳から離はなし、ディスプレイを確かめようとした。そのとき、電話から何かが飛び出してきて、思わず後ずさった。

　黒い翼つばさが空を打って羽音をたてた。カラスだった。

　目をまるくする泉水子の前で、カラスは何度かはばたき、地面に舞まい降りた。そして、和宮の声でしゃべった。

「ああ、やっと呼んだ。やっと会えた。鈴原さんも人が悪いな」

「和宮くん？」

　深行の話でしか知らなかった、カラスの和宮だった。本当に、隅すみから隅まで黒い鳥でしかない。

「わたしの前には、ぜったい出てきてくれなかったのに……」

「それは鈴原さんが、自分で自分のことに気づかないからだよ。そういうものだよ」

「でも、会いたいと思っていたよ。それでもだめだったの？」

「本気で呼んでくれないと。だけど、いやになるほどぎりぎりだったな。間かん一いつ髪ぱつの大逆転ってところだね」

　カラスは、くちばしを真澄に向けた。かたや戦国武士の姿であり、かたや小こ柄がらな鳥の姿だが、和宮の態度と口調は堂々としていた。

「これは、きみの負けだから。鈴原さんは戸隠のものにはならない。眷けん属ぞくとして宣言するよ、きみの本体が目覚めたときでも、けっしてものにはならない。今、ちょっとだけその気になったのは、道ばたでナンパに引っかかった程度だよ。でも、これ以上押してもむだなことだ」

　真澄は、少しのあいだカラスを見つめた。それから肩かたを上げ下げした。

「いるのは知ってた。シンコウだろ。だけど、知っていたって、おれが誘さそっちゃいけないことにはならないよね」

「ぜいたくするな。きょうだいがいるだろう」

「まあね」

「行けよ」

　泉水子が、口をはさめずに見つめていると、真澄はにっこりしてから姿を消した。けれども、消え去る前に言いおいた。

「また会えばいいよね、鈴原さん。おれのこと、きらいじゃないって言ってたし」

　あたりは、真澄が消えると急に淋さびしくなった。気がつくと、まわりにいた御主殿の侍じ女じよたちも消えているのだった。あんなに喜んでいたのに、さぞがっかりしただろうと、泉水子は彼女たちにすまなく感じた。和宮に言ってみた。

「……追い払はらうこともなかったのでは」

「そういうわけにはいかない」

　カラスは答え、目的ありげに地面を歩いた。立ち止まって泉水子のほうを向く。

「これから、破格のことをするから、あいつらには見られたくないんだ」

「破格？」

　聞き返すうちに、カラスの姿が消えていた。一いつ瞬しゆん、そこには何もなかった。それから、カラスの小さな姿ではなく、泉水子よりだいぶ背の高い黒い姿が目に映った。しかも、いかめしい錫杖を突ついている。電話にも仰天したが、これもまた仰天ものだった。

　深行が立っていた。

　執しつ行こう部ぶの黒子姿のままだったが、頭ず巾きんを被かぶっておらず、髪かみがやけにぼさぼさになって額にたれている。黒い上うわ衣ごろもの袖そでが、何カ所か破れているのもわかる。だが、まぎれもなく深行であり、打掛を着ている泉水子を、少し眉まゆをひそめて見下ろした。気に入らない顔つきだった。

　泉水子は、おそるおそる聞いてみた。

「あの、和宮くんに憑ついているのが、深行くんだったの？」

「そういうことじゃない。ただ、翼がはえたと見られるよりましだ」

　深行は低い声で言った。

「言っておくが、和もので黒い翼があったら烏からす天てん狗ぐだ。よく憶おぼえろよ」

「うん」

　泉水子が気け圧おされてうなずくと、深行は急に態度を変え、錫しやく杖じようを立てたまましゃがみこんでしまった。あわてて近づき、泉水子もそばに身をかがめると、深行は顔を伏ふせて言った。

「……そんなに、姫神のまんまの見かけで現れるなよ。目が回るじゃないか」

「ごめん。髪がほどけちゃったの」

「鈴原だよな」

「うん」

「泉水子だよな」

「うん」

「それならいい」

　泉水子は胸がつまり、泣きたくなってきた。だが、泣けばいいというものではなく、今の衝しよう動どうを、どうすれば一番うまく表現できるかわからなかった。こらえるつもりで、最初に疑問だったことをたずねてみる。

「携帯が鳴ったけど、あの呼び出し、どうして〈トトロ〉になっていたの？」

　深行は、まだ顔を伏せたまま答えた。

「鈴原のイメージだったから」

　泉水子は、アニメを思い浮うかべた。大中小トトロ、小学生、四歳児。どこに焦しよう点てんを当てても微び妙みように失礼な気がする。

「わたしの……どのへんがトトロ？」

「そんなに深く考えるなよ。いいじゃないか、おれが好きなんだから」

　深行が気まずげに言った。

「小さいころから、何百回も見てるんだ。雪政だって見た」

（それなら、〈トトロ〉が、深行くんの愛読書代わり……）

　息をつめたが、止めることができずに吹き出した。泉水子は笑い出し、小さな深行が雪政のひざで「となりのトトロ」を見ているところを想像して、ますます笑いが止まらなくなってきた。

「鈴原、テンションおかしくないか」

　とうとう深行が言うまで、泉水子は笑い続けていた。涙なみだがにじむまで笑ってしまうと、ひどく肺が自由になった気がした。

「今日、わたし、自分が姫神だとわかって、だれもかれも怖こわくて人から見られたくなくて、ずっと隠かくれていたかったの。でも、笑ったら、なんだか気が晴れたみたい」

　目をこすりながら、泉水子は言った。

「まだ、現実に立ち向かうには、どうしていいかわからないけど、深行くんが来てくれたし。とうとう和宮くんに会えたし。自分はひとりだって思いこむのも、身勝手な考えだったかも。ここにいてはだめだってことにも気がついたし」

「おまえさ……」

　深行は言いさして、少し黙だまった。それから、ふいに強い調子で言った。

「おれが必要だって、言えよ」

「え？」

「言わなきゃ、わかんないんだよ。おれだって、そう思われてもいないのに行動できないし」

　泉水子は、言葉をなくして相手を見つめた。

　しかし、よく見れば見るほど、深行はまともに話をする状態ではないと思えてきた。けがをしているように見える。呼吸もつらそうで荒あらい。

「あの、だいじょうぶ？　顔色よくないよ……」

「そんなふうに、話をそらせるなよ。ここは大事なところだ」

　深行は口調をきつくした。弱っているときに、それを他人に見せようとしない性しよう分ぶんだった。泉水子も、深行が玉倉山にやってきたときから知っていた。

「わかっていると思うが、おれは下げ僕ぼくにはならない。そうならない道を取る。だけど、おまえの姫神は重すぎるから、おまえがひとりで抱かかえるのは無理だ。何千年も時の中をさまようものになど、最初からなるなよ。姫神にならずにすむ、デッド・エンドの未来を見ないですむ方法を、いっしょに探してやるよ。だから、必要だって言えよ」

　泉水子は目を閉じた。目を閉じて、ああ、やっぱり泣いてしまうと思った。

「言えたらいいけど、言ったら最後だよ……」

「何が最後だよ」

　涙で言えなくなってしまった。泉水子が両手で顔を覆おおい、うつむいてむせび泣くと、深行は黙って手を伸のばし、少しだけ泉水子の髪をなで、その頭を自分のもとに引き寄せた。そして、しばらくじっとそうしていた。

（体温が、ある……）

　だれにも触ふれられたくないと思っていたのは、泉水子のまちがいだった。真澄にも、御ご主しゆ殿でんの女たちにも、温ぬくもりというものはなかったが、深行の体温を感じてしまうと、自分にも体温があることがわかる。急に目覚めて動き出すものがある。活発に跳はね躍おどる何かが、泉水子の体内にもたしかに宿っているのを感じる。

（深行くんは、この場所に属さないものだ。それなのに、ここへ来ているんだ……）

　ふいに泣きやむことができた。泉水子は頭を起こした。

「深行くん、血が出ている」

　衣の湿しめった部分に触れたわけではないが、流出して失われるものが伝わってくるのだった。

「えっ……」

　深行はかなりあわてた。
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「そうじゃないと信じたが、やっぱりだめなのか？」

「無茶しすぎだよ」

　泉水子は赤い袖で涙をふくと、深行の切れた衣装のあちこちを確かめた。傷は浅いものが多かったが、腕うでと背中に二カ所ほど、かなり深く傷口が開いた箇か所しよがあった。一通り見終えて、今まで一度もしたことのないことができるだろうかと考える。

「この場所、現実じゃないから、もしかしたら、真澄くんみたいなことができるかも」

「いいよ、おれは」

　深行はたじろぎ続けていた。泉水子に、うむを言わせず着物の破れ目をめくられてから、知らずにしりごみする体勢になっている。

「動かないで」

　黒くろ子この袖に手を当てて、泉水子は念じた──ここは、意のままにならない現実よりも、もう少し泉水子の意志が通じる場所だ。強くイメージをもてば、それが形になって見える場所だ。大きな改変はできないが、ごく小さなことであれば、自分にも変えることができるはずだ──

「姫神っぽくて、ちょっとびびるな……だけど、よくなったみたいだ」

　深行が口を開き、不思議そうに腕の曲げ伸ばしをした。切られた着物の破れ目までがもとどおりになっていた。

「ああ、たしかに、こういうのが、教祖のはしりになるのかもな」

「現実で同じことは無理だと思う。けががこの場所のものだから、わたしにも治せただけ」

　泉水子は少しほほえみ、さりげなく言おうとつとめた。

「さっきの返事は、ものすごく大事なことだから、今はとっておくね。でも、わたしが挫くじけそうだったとき深行くんが来てくれたこと、これから一生忘れない。だから、言ってくれたことは、これからずっと考えていく。なかったことにはしたくないの」

　深行は、泉水子が誠心誠意言っていることを認めたようだった。

「おれだって、心変わりが百パーセントないとは保証できないからな」

　そう言っておいて、深行もほほえんだ。

「おれは、信じる訓練からはじめたほうがよさそうなんだ。今日はそのことがよくわかったよ」

　気持ちのいい沈ちん黙もくが降りた。

　言葉がいらないほど共感を抱いだいたときというのは、磁力線が生じるようだと、泉水子は考えた。何か、体が勝手に引き寄せられていくようだ。

　そこに、この場にはいないはずの第三者の声がした。

「どうして、相楽がそこにいるんだ。さっきリタイアしたはずじゃないのか」

　白い和犬が桃もも色いろの舌を見せ、二人の目の前に現れた。




　　　　四




「その声、高柳くん？」

　泉水子も、声はすぐに聞き分けた。

「ああ、そうだとも。鈴原さんにわけを聞きたい。ぼくの姿がどうして犬に見えるのか」

「この犬、高柳くんなの？」

　深行は、自分のとなりで目をまるくする泉水子を見やり、ため息をつくように言った。

「やっぱり無自覚だったのか。そうじゃないかという気もしたんだが」

　白い犬はなおもしゃべり続けた。

「とにかく、ぼくは、きみのいる場所にこうしてたどり着いたぞ。それなら、お姫様のキッスで魔ま法ほうがとけて、元の王子にもどるのがセオリーだぞ」

「だれが王子だ」

　びっくりしていた泉水子も、徐じよ々じよに憤ふん慨がいしたくなってきた。

「するわけないよ。わたし、高柳くんのことで頭にきたんだから。高柳くん、術をかけたでしょう。馬場の会場ぜんぶに術の影えい響きようがあった。あっ、思い出した。気球を上げたでしょう」

　腹立たしい情じよう況きようがよみがえってきて、泉水子は声を鋭するどくした。

「化学部の気球って、いったい何だったの。その術で人の気持ちまで操作して、思いどおりにしていいと思ったの？」

「ふうん、やっぱりおまえは悪役か」

　深行がゆっくり言った。

「その姿が、ここへ来るのに有利だって、今、おれにもよくわかったよ。ぜんぶ知っても、ぶちのめせないものな」

　犬は少し耳を伏ふせたが、それでも強がっていた。

「そんなに怒おこることないじゃないか。ぼくらは、もてる術を駆く使しして戦う必要があったというだけだろう。術が高度だからと腹を立てるのは、筋ちがいだと思うぞ」

「で、気球というのは何だったんだ。とことん話せよ、鈴原が納なつ得とくするまで」

　深行にせかされ、高柳はためらったが、しぶしぶ言う気になったようだった。

「……結界の一種だが、進化形のものだ。ぼくたちは、ハイブリッドな呪じゆ術じゆつを探究しているんだ。これは一つの実験であって、少しばかり、幻げん覚かく作用のある化学合成のものが混合してあって……」

「気球で撒まいたのか。本っ当に悪役だな」

「わずかな量で、体には無害だ。効果も半日程度だし」

　泉水子はあきれた目で見やった。

「そんなことをしたせいで、学祭がめちゃめちゃじゃない。馬場に幽ゆう霊れいがいっぱいになって」

　深行がそのとき、咳せき払ばらいした。

「いや、言いにくいが、学祭をめちゃめちゃにした比率は、鈴原のほうが大きいようだ。知らないだろうが、今、学園中の機械がだめになっている。携けい帯たいもノートもいっさい使えないんだ」

「えっ、うそ」

「引き金をひいたのが高柳ってことは、たしからしいな」

　泉水子は茫ぼう然ぜんとしたが、自分がこんかぎりの力で拒きよ絶ぜつしたことは思い出していた。

「学校、まるごとぜんぶ？　まさか……その外まで？」

「見てきたわけじゃないが、たぶん、外には影響しないだろう。結界が何重にもはってあるそうだ。陰おん陽みよう師じだけでなく、山やま伏ぶしも、その他ほかも」

　深行は、野々村に言われたことを思い出しながら答えた。

「キャンパス内が、その前から変になっていたのはたしかだ。陰陽師の術があちこちかけまくってあったし。だいたい、薬を使うなんて反則だ」

　高柳はややむきになった。

「そんなことはない。大昔から、呪術と薬効は切っても切れないはずだ。変性意識が生まれることで、日常にない感覚や能力を引き出すんだ」

「変成したな、たしかにおまえは」

　今度は、高柳が咳払いした。

　白い犬が前足をきちんとそろえて座り、泉水子を見つめる。

「鈴原さん。きみがぼくの術よりずっと強かったことを認めるよ。それどころか、ぼくたちが束になってもかなわなかった。とんだ伏ふく兵へいに遭あったという気がするが、きみを見くびっていたことを、この場で深く謝罪する。この先、きみをずっと尊敬するし、交こう換かん条件をつけてもいいから、ぼくの姿を元にもどしてください。折を見て、スカウトが正式に行くから」

「よけいな文句をつけ加えるな。懲こりないやつだな」

　深行がむっとした声を出した。

「鈴原、べつにおれは、こいつがこのままでもいいぞ。このままのほうが、みんなの人気者になれるぞ」

　泉水子は、困こん惑わくして犬を見つめた。白い毛並みのきれいな和犬で、とても犬らしい犬だった。自分がこの犬をどうこうできるとは、まるっきり思えなかった。

「わたし、もどせるって気がしない。もどせたらもどしてあげたいけど、相楽くんのけがを治したのとは、ずいぶんわけがちがうよ」

　深行は満足そうだった。

「好意の差だな」

「うそだろう、鈴原さん。ぼくだって、それなりに苦労してここまでたどり着いたのに」

　困り続けながら、泉水子は彼らに言った。

「相楽くんのけがは、この場所のものだから、少し思い通りになっただけ。高柳くんはそうじゃないから、わたしがイメージしてもきっと変えられないよ」

　高柳が声を高くして抗こう議ぎした。

「ぼくを位相の異なる空間に飛ばしたのは、鈴原さんのしたことじゃないか。なのに、それはないだろう」

　泉水子はあいまいに首をかしげた。

「さあ、それが、どうも、憶おぼえてないらしくて……」

「そういえば高柳は、ここへ来て犬になったわけじゃない。学園の中でも犬に見えた」

　深行が気づいて認めた。

「向こうのキャンパスからして、おかしな場所になっているんじゃないか？」

　高柳が憤慨した声を出した。

「陰陽師以外のやつらが、結界をはったと言っていたな。そういうことをするからいけないんだ。術が混じり合って、化学反応みたいに異変が起きるんだ」

　深行はため息を一つついてから、宙に呼びかけた。

「和宮、いい方法を教えろよ。これにけりをつけないと、学園にもどるにもどれないじゃないか」

　カラスは出て来なかったが、和宮の声が聞こえてきた。

「鈴原さんは、なかなか自分で意識しないんだ。その犬も、学園に起きたゆがみも、元にもどす力は持っているが、本人にはやり方がわからない。無意識になれるよう、舞まいを舞まってみるしかないね」

（ああ、そうだ。神楽かぐら舞という手段があった……）

　泉水子もようやく気がついた。戸隠の岩戸の前で、神楽舞を舞ったときの感かん触しよくをいくらか思い出す。

（あのときみたいな感じが、土地の波動を高くしたということなんだろうか……）

　深行が、あらためて泉水子を見やった。

「けっこう舞にふさわしい恰かつ好こうをしているとは思うが、舞えるか？　高柳のために無理しなくていいんだぞ」

　泉水子は、しばらく忘れていた自分の衣装を思い出し、立ち上がった。袖そでも裾すそも地面に広げっぱなしだったが、払はらえばきれいな赤い打うち掛かけ姿だった。髪かみは錦にしき織りの草花模様の上に長々とかかり、黒くつやがあり、拾った葉っぱは気にしなくていい程度だ。

「うん、他に見る人もいないから、ここなら舞えるよ」

　扇おうぎを取り出すことは、簡単にできた。治ち療りようするよりずっとイメージしやすかった。手に持って、あらためて木立を見回す。舞うには少し木と木の間かん隔かくが狭せますぎると思えた。

「でも、もう少し広い空き地で、空が見えている場所を探さないと……」

「ああ、それなら、おれたちが来る途と中ちゆうにあったはずだ。こっちだ」

　深行が言い、彼らは歩き出した。




　　　　※　※　※




　真響は不安で浮うき足あし立ち、自分を責め続けていた。

　今では、真夏を行かせてはならなかったと、はっきりわかる思いだった。

　後を追って、馬場まで行ってしまおうかと何度も考えたが、今の真響は姫ひめ将しよう軍ぐんで、チームに責任がある。それは真夏が口にしたとおりだった。

　何一つ機械操作ができないという異常事態で、原因が少しもつかめないことから、生徒に動どう揺ようが広がっていた。チームの高三メンバーは、それでもすぐにパニックを起こさないが、中等部の子たちはさわぎ出していて、防衛軍チームの中学生は、だれよりも真響をたよりにしたがった。彼らを放ほうり出してグラウンドを離はなれるわけにはいかなかった。

　執しつ行こう部ぶのテントには、校舎を出てきた如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かと、教頭をはじめとする教師たちが姿を見せていた。放送機器も使えなくなったとあっては、教師たちも、生徒だけに運営をまかせるわけにはいかなくなったのだろう。

　あわただしい相談の末、予定を変へん更こうして昼の全体休きゆう憩けいを入れ、復旧の様子を見ることになった。その前の人数確かく認にんに手間取っていると、キャンパスの奥から、城しろ攻ぜめ軍チームの生徒たちが団体で下ってきた。そして、行軍を率いる黒くろ子こたちがいた。

「真夏」

　真響の心配を察していたようで、真夏はいち早く行軍を抜ぬけ出し、真響のもとに駆かけ寄ってきた。

「すぐもどれなくて、ごめん。馬場はかなり混乱していたんだ」

「……よかった……」

　衝しよう動どうを自制するために、真響は何度も深呼吸しなければならなかった。今は、姫将軍が弟に泣きつく様子をまわりに見せられないのだ。

「私、真夏がもっと遠くへ行ってしまったかと思った。真澄は？」

「行ってしまったよ」

　真夏は少し息を切らしていたが、目の色は静かだった。姉を見つめて言った。

「おれが行かなかったのは、シンコウが、行くなと言ってくれたからなんだ」

「相楽は？」

「層を越こえて、鈴原さんを探しに出かけた。鈴原さんも、真澄も、現実じゃなく層の向こう側にいる」

　大きくため息をついてから、真夏はつけ加えた。

「おれ、鈴原さんを探す気でいたけど、本当は、おれには行けなかったかもしれない。真澄とおれとが、もう、ちがってしまったから」

「真澄は……もどらないの？」

「よくわからない。鈴原さんやシンコウが、どうするかによると思う」

　少し黙だまりこんでから、真響は小声で言った。

「私、真夏がいなくなるのはいやだけど、真澄だって同じくらい、いなくなるのはいや。こんなのは急すぎるよ……」

「真響」

「真澄は、今日、私といてくれるって言ったはずなのに。高柳との決着は、まだついていないのに……」

　真夏も声を低めたが、口調はしっかりしていた。

「後でくわしく話すけど、高柳は今、それどころじゃなくなってるよ。それに、おれは言いたいんだ、学園トップを争うのはもうやめよう。真澄を当てにして競争に加わるのはよくないことだった」

　真響はまつげをまばたかせた。

「どういうこと？　いきなりよくないと言われても」

「犠ぎ牲せいが出る。おれと真響の問題ですめばいいけど、よそに出るかもしれない。その犠牲が、鈴原さんになるかもしれない」

　打たれたようにたじろいで、真響は弟を見つめた。

「どういうこと……？」

「今は、生徒の誘ゆう導どうを先にすませてしまおう。それから、もっとくわしい話をするよ」

　真夏は周囲を見回し、そばを離れた。真響もしいて気を取りなおし、姫将軍役にもどることにした。







　学園生徒は全員、講堂に集まることになった。帰れない一いつ般ぱん客きやくや保護者がいて、彼らにカフェテリアや食堂を提供したからだ。

　調理場の機器も使えなくなったという話だが、この日は学園祭仕様で、火を入れないメニューばかりだったのが幸いした。生徒ぶんの昼食も、事前に用意した弁当や調理パンやおにぎりで、簡単に持ち運ぶことができたし、量も十分まかなえた。

　ただし、全員が同時に一カ所で食事することは想定していなかったので、どうしても混雑した。中等部生徒も全員こちらに入ってしまったので、座るいすにあぶれる者も出て、ラウンジの外まで人があふれた。

　戦国衣装があだとなって、そうそう行ぎよう儀ぎよくも座れない。結局、床ゆかに座りこんで食事をとる生徒が多くなり、立てかけた幟のぼりや旗や具足が乱雑に散らばり、一見、兵ひよう糧ろうをとる野戦場のようになっていた。合戦ゲーム以上に戦国らしいふんいきかもしれない。

　具足を半分脱ぬいでしまった生徒もいるが、教師たちも生徒会も、後半中止の判断をしかねていた。起きたことが異常なので、中止にして生徒が分散すると、かえって危険かもしれないのだ。慎しん重ちようにことを運ぶ必要があった。もう少し情報を集めてからと、大人が右往左往して時間が過ぎていく。

　待機時間が長くなったので、真響は真夏といっしょに廊ろう下かに座りこみ、真夏が見聞きしたことをじっくり聞くことができた。深行の知り合いの話も、早川委員長の話も、高柳の驚おどろくべき事情も、すべて聞き終えた。

　聞けば聞くほど、真響は、深行が真夏をつれて行かなかったのは、大したことだと思えてきた。向こうに真澄がいることを承知で、それと対決するのを承知で、真夏をこちらに返したのだ。何が起きるかもわからないとき、真夏の力ちから添ぞえは、のどから手が出るほど欲しかったはずだ。ただの体てい裁さいでできることではない。

「相楽って、私が思った以上にいいやつだったんだね……」

　真響がつぶやくと、真夏は小声で笑った。

「おれは最初から言ってるじゃないか。あいつ、その上、犬の高柳をつれて行ったんだよ。何とかしてやろうって」

「それって、泉水子ちゃんのためを思ってだよね」

「うん。犬になったのが、鈴原さんのしたことかどうかは、よくわかんないけど」

　壁かべに背をつけ、片ひざを立てた真響は、豪ごう奢しやな袴はかまのひざに置いた自分の手を見つめた。黒子の真夏は、だらんとした姿で足を放り出している。

「……教えてよ、真夏。私が世界遺産候補になろうとしたのがいけなかったの？　それで、真澄は行ってしまったの？」

　しばらく黙った後で、真響はたずねた。たずねながらも言葉を続けた。

「私は、これが一番いい方法だと思っていた。私と真夏、二人がいないと真澄は現れず、それが力になるってことを、一族のみんなにも証明したかった。でも、もう、そういう絆きずなはないっていうこと？　昔の約束も、絆も……真澄にないなら、それは、私と真夏のあいだにもないってことになるよね」

「おれたちの背せ丈たけが伸のびたみたいに、あいつも変わるんだ。それを知っていなくちゃいけなかったのに、真澄自身も知らなかったんだ。でも、だからって、絆がなくなったわけじゃないよ。少しちがう形になるだけだ」

　いくらか考えこみ、真夏は言った。

「おれは、真澄が二度と帰らないとは思わない。思ったら最後だろ？　ただ、今度帰ってきたら、真澄は少し、おれとはちがっている。真響ともだ。生きた三つ子だったとしても、そういうことはあるんじゃないか？」

「お帰りって言いたいな……言えるといいな。相楽と泉水子ちゃんにも、真澄にも。私には、真夏と真澄しかいないというのに」

　真響は上体を前に倒たおし、ひざにあごをのせた。

「今日、相楽にちょっと悪いことをしちゃった。腹黒い話をしたかも。だからよけいに、真夏の話を聞いて、あいつの器うつわのほうが大きかったと思えちゃうんだよね」

　真夏は姉を見やった。しかし、くわしく話せとは言わなかった。

「おれ、真響が元気で負けん気なのは好きだけど、余よ裕ゆうがないのは、あんまり好きじゃないな。がんばりすぎて、変なところにしゃかりきになっている。もっと自然に流していいんだ。おれは、そんなにたやすくいなくならないから」

「気休めだよ、そういう言葉」

　真響はすねた声を出したが、真夏はなおも言った。

「いつか死ぬってことなら、おれ、心臓と関係なく死ぬことだってあるよ。交通事故とか天災とか他ほかの病気とか。それを言ったら真響だって、いつ何が起こるかもわからない。だから、気にするのはもうよそうよ。じいちゃんの婿むこ選びだって、もっとおもしろがればいいんだ」

「おもしろがれないよ……」

「でも、今日、シンコウを見なおすことができたみたいに、人の見方っていくらでも変わるんだよ。おれたちも変われる余地を残そうよ。変わりながら、変わらない絆を少しずつ確かめていけばいいんだ」

　弟の言葉をしばらくかみしめてから、真響はつぶやいた。

「そう思えばいいのかな。言われて簡単に直せるなら苦労はいらないけど、そう思うことから、今ははじめないといけないのかな……」

　そのとき、廊下の角を曲がって、生徒会長が星野と大河内を引きつれて現れた。座りこんでいる二人に目をやる。

「宗田くん、こんなところにいたの？　宗田くんも宗田さんも、よく聞いて。合戦ゲームの最終戦を決行することになった。これから、各チームに通達を回すところ」

　二人とも目を見はった。中止の告知は時間の問題とばかり思っていたのだ。だが、仄香と二年男子の二人は、脱ぎ捨てたはずの黒頭ず巾きんをいつのまにか被かぶりなおしていた。垂れ布を上げて顔を出しているものの、審しん判ぱん態勢なのだ。

「この状態でできるんですか、ゲームの続き」

　真響がたずねると、星野が、うれしいとは言えない口ぶりで答えた。

「ゲームをして気をまぎらせたほうが、しないよりましって結論なんだ。暇ひまにしているせいか、またもや生徒のパニックが高まってきている。やたらに怪かい談だんめいたうわさが出回っているんだ。わけのわからない現状だから、無理もないが」

「幽ゆう霊れい話ですか？」

「もっと妄もう想そうっぽいんだ。学園の外にはもう何もなく、今の断絶状態は、世界が終わっているからって話。それを確認したくても、だれも敷しき地ちの外には出られない──自分でも知らないうちに、引き返してくるらしい」

　なかなか怖こわい話だと、真響でさえも思った。外部との通信が一いつ切さい途と絶だえているから、そういう話も出てくるかもしれないが。

「本当に、門から出られないんですか？」

「おれは試ためしてないけど」

　仄香が顔をくもらせて言った。

「馬場でゲームをしたチームのほうが、全体の混乱が大きくて、点呼をとったらいなくなっていた生徒も数名いる。先生が探しに行ったけど、見つからないそうよ。もっとも、丘おかの上までは捜そう索さくしてないし、何かの理由で学園を出ているという可能性はある。でも、いなくなった生徒の中に、相楽と鈴原さんがいるんだ。執しつ行こう部ぶとしては大打だ撃げきだよ」

　星野がそこにつけ加えた。

「消えた生徒に関しても、うわさが飛び交かっているんだ。異次元の穴に落ちたとか、亡もう者じやに引きずられて、過去につれていかれたとか。被ひ害がい妄もう想そうだと思うけど」

　真響と真夏は顔を見合わせ、それから真夏が急いで立ち上がった。

「あっ、すいません。おれ、仕事します」

「そうして。きみのような子でも、今は猫ねこの手でも借りたいから」

　仄香は容よう赦しやなかったが、彼女自身が不安と闘たたかっているのが見てとれるので、真響もあえて文句をつけなかった。生徒会長は続けた。

「このまま夕暮れを迎むかえて、しかも機械が復旧しなかったら、もっと怯おびえが広がって本当のパニックになると思う。すぐにもゲームの続きを進めたほうがいい。リーダーになれる生徒は、ここで力を結集して」

　大河内はすでに落ち着きを取りもどしていた。そして、動かない自分のノートを後生大事に抱かかえていた。

「理由がわからないまま、使えなくなったなら、理由がわからないまま、復旧もあり得るじゃないか。もとどおりになる可能性を捨てることはないんだ。おれたちで時間をかせいでみよう」







　最終決戦のゲームは単純そのものだ。ただ、乱戦状態になるので、仕切りにはちょっと注意が必要だった。

　校舎前の広場で行われる、戦国仕様の風船割り合戦なのだ。ここまで生き残った兵たちが、旗印の代わりに風船を背負い、それを命と見なして割り合う。両軍激げき突とつという点では、一番のスペクタクルだった。

　先の集計で、城しろ攻ぜめ軍と防衛軍には、さほど人数に差がないというレポートが出ていた。鎧よろい姿であまり身動きがとれない武将たちも、この最終戦では風船をつける。彼らの風船は点数が高いので、どう防ぐかもチーム全体の課題だ。

　真響のまわりでは、さっきまでしょげていた中三軍団が、姫ひめ将しよう軍ぐんを守ると奮い立っていた。うわさを忘れてゲームに興じる気分になっているのは、いい傾けい向こうだった。しかし、真響は、対決するべき城攻め軍の武将に、高柳がいないのを見てとっていた。これが異常のない事態なら喜べることだったが、今はさっぱり喜べなかった。

（……本当は、こんなことをしている場合じゃないんだ。泉水子ちゃんや相楽は、ゲームどころでなく危ない場所にいるというのに……）

　空は、いつのまにか雲が厚くなっていた。午後三時前後のはずなのに、早くも暮れ方のようにどんよりしている。だが、太陽がまぶしくないせいで、かえってものがくっきり見えるようでもある。

　ゲーム装備をする者もしない者も、全員が外に集結するには、思った以上の時間がかかった。マイクで指示が出せないと、これほど悠ゆう長ちようなものなのだと、だれもが思い知るようだった。戦国時代はこうだったわけだ。

　早めに陣じんをつくってしまった生徒が、待ちくたびれてだらけそうになったとき、それが起こった。

　坂の上のグラウンドの方角から、生徒ではない軍勢が下ってきた。

　それに真っ先に気がつく生徒と、なかなか見えない生徒がいた。驚きと疑いでざわめきが広がる。

　真響も、それほど早くは見つけられなかった。けれども、一度見てしまえば目から消せなくなった。うごめく人ひと影かげは、向こうが透すけて見えるほどに希き薄はくだが、戦国の合戦じたくをしていた。

　とうてい、この世のものには見えなかった。

　真響はまずいと気がついて、あわてて仄香の姿を探した。みんなの目の前で、運営責任者が幽霊にパニックを起こしてはよくない。

　だが、両軍の中ほどにいる仄香は、坂を下りてくる軍勢をただ見つめていた。まわりの生徒も同じで、少しさわいだものの、だんだん静まってしまう。目にしたものに茫ぼう然ぜんとはしても、怖がらないのだ。不思議なことだが、真響自身も同じだった。はじめて幽霊を見たにしては、怯える感情がわかなかった。

　半はん透とう明めいのまま行軍してくる兵の中には、恐きよう怖ふするにふさわしい容姿の者がいる。全員が黙だまって見ているというのは、どう考えてもおかしいのだった。変になっているのは生徒のほうだったのかと、真響はひそかに考えた。

（……あれと対戦することになったら、私たちはどうなるんだろう……）

　風船を背負って、他た愛あいのないゲームをしようとしていた自分たち学園生徒は。

　これを、蛇へびににらまれたカエルと言うのかもしれなかった。真響にもなすすべがなかった。取り込まれないようにと、心に念じるのが精いっぱいだ。

　そのとき、懐なつかしい感かん触しよくが体のかたわらに生じた。自分の立ち位置に重なるようにして、真澄が立っていた。

「えっ……真澄？」

「ごめんね、真響。おれ、ちょっとだけ、浮うわ気きなんかしちゃいました」

　真澄の口ぶりにあきれて、真響はたずねた。

「なによ、あんた。泉水子ちゃんは？」

「あー、シンコウに撃げき退たいされちゃいました」

「つまり、ふられたってことね」

「いや、決着はまだだと思うけど、とりあえず、真響の防ぼう御ぎよをしにきたよ」

　真響は大きなため息をついてから、ようやく言うことができた。

「お帰り、真澄。きっと帰ってきてくれると信じてたよ」

　真澄は答えた。

「うん、だから、もどってこれた」

「泉水子ちゃんと相楽を、早くつれてもどってよ」

「おれが、そうするまでもないよ」

　真澄は軽い調子でうながした。

「見ていてごらん。亡ぼう霊れいたちは今、八王子城へ帰って行くだけだ。その後でわかるよ」







　合戦の死者と見える幽霊たちは、生徒たちの前をそのまま通り過ぎた。真澄の言うとおり、よそ見一つしなかった。

　肩かたを寄せあって見つめる合戦姿の生徒たちが、彼らの目には見えていないようだった。そのまま正門まで歩き、門を出ていったあたりで姿が薄うすれていく。

　生徒たちはしんとして立ちつくし、パレードをながめる観衆のように彼らを見送った。夢を見ている気分だった。

　最後の軍勢が門に消え、生徒たちが顔をもどしたとき、それまで行軍のせいで見えなかったものがあらわになった。グラウンド寄りの広場の奥に、半透明な少女の姿が見えた。戦国姫ひめ君ぎみの打うち掛かけ衣装で、たったひとりで舞まいを舞まっている。

（あれは、泉水子ちゃん……？）

　真響は目を細めて見み極きわめようとしたが、確信できなかった。

　透けているので、衣装の色や柄がらはそれほどはっきりしない。だが、着付け講習会で泉水子が着たものによく似ていた。手に扇おうぎを広げており、ひるがえすと面の白さがわかる。舞姫の髪かみは背中に長く流れ落ち、顔立ちはほの白くやさしげで、泉水子よりももっと整っているとも見えた。

　他の生徒たちも、舞い姿に気づいてざわめいた。だが、これも、みるみる静まってしまった。一心不乱に舞う少女の様子を、だれもがかたずをのんで見守ったのだ。

「教えて、あれは、泉水子ちゃんなの？」

　真響がささやくと、真澄がささやき返した。

「静かに見ないとだめだよ。鈴原さん、見られているとは思っていないんだ」

　なかなか泉水子に見えてこない理由が、それでわかった。泉水子は、これほど大勢の前で、注目を浴びて何かを演じる女の子ではなかったからだ。舞が舞えるという話も、真響は一切聞いていない。しかし、これが泉水子なのだとわかってしまうと、真響の胸の内に、すとんと落ち着くものがあった。

（泉水子ちゃんは、特別だ。だれともちがうんだ。何もかもが……）

　曇くもり空ぞらの、影かげの落ちない広場で、幽かそけき姿の神聖なひとり舞が続く。

　希薄な少女は、しばらく慎しん重ちような足運びを続けると、ふいに長い髪が揺ゆれ、長い袖そでが揺れ、着物の裾すそがふわりと舞い上がった。扇の白さが一いつ瞬しゆんみんなの目を射る。そして、再び静かに歩み出した……延々とそのくり返しだった。舞い手がくちびるを動かしていると見えるときもあったが、音はしない。けれども、単純な動きから目が離はなせず、見ているうちに夢見心地ごこちに誘さそわれそうだった。

「……きれいだね」

　真響はかすかな声で言った。

「浮気がしたくなったの、少し認めてあげる」

　真澄は答えなかった。だが、笑ったようだった。

　この世のものでない少女の舞に見とれて、何分たったか、何時間たったか、生徒たちには時間の感覚がなくなっていた。だが、ふいに何かが切り替かわり、終わりは唐とう突とつに訪おとずれた。

　だれが聞いても機械音とわかる騒そう音おんが、空中にとどろきはじめた。連打するようなローターの回転音だ。

　それまで、空を見上げる者はひとりもいなかった。だから、だれもが目が覚めたように顔を上げた。

　学園の上空に、ヘリコプターがやってきていた。




　　　　五




　ヘリコプターの騒音でわれに返ったのは、学園生徒ばかりではなかった。

　泉水子もそのひとりだった。

（あっ、もどった……）

　持っていた扇がなくなっていた。自分の姿を見れば黒くろ子この衣装だ。ほっとしたというのに、長い髪だけは編んだ姿にもどっていなかった。奔ほん放ぽうに広がったままだ。

（どうして、髪ゴムだけ出てこない……）

　とまどって髪に触さわっていると、深行がぶつかるような勢いで駆かけ寄ってきた。まだ、錫しやく杖じようを握にぎっている。

「鈴原、こっちだ」

　反応の遅おそい泉水子の手を握り、引っぱるようにして駆け出した。

　周囲は再びキャンパスの風景だった。だが、深行が向かうのは校舎と反対方向だ。背後をふり返ると、合戦じたくの生徒がぎっしり並び、全員が空を見上げ、指さして何か言っていた。

　泉水子も頭上を見上げた。厚い雲を背景に、ヘリコプターが目的ありげに高度を下げていた。しかも、それだけでなく、ワイヤーロープを降ろして人がぶらさがっているのだ。降下救助を行うレンジャー隊員のような姿だ。だれもが驚おどろきさわいで当然だった。

「何が起きているの？」

　泉水子はたずねたが、深行もそれには答えられなかった。

「高柳くんは？」

「だいじょうぶ、もどっている。それよりあれ、紫子さんに見えないか？」

　宙に浮うかぶ人をふり仰あおいで、深行が気ぜわしく言った。ぎょっとして、泉水子ももう一度見なおした。レスキューの派手な色の制服ではなく、黒っぽいものを着ている。言われてみれば、女性の体型に見えてくる。

「でも、どうして、ヘリコプター？」

「降りるのはグラウンドだ。行ってみよう」

　深行と泉水子は、他ほかのだれよりも早くグラウンドに行き着いた。おかげで、ホバリングするヘリコプターが風を巻き上げる中、ぶらさがっていた人物が、ワイヤーの索さく具ぐをはずしてグラウンドに降り立つ場面に立ち会えた。

　ヘルメットを被かぶり、ゴーグルのようなサンバイザーをかけているので、顔立ちはそれほど見てとれない。だが、このような女性は紫子しかいないと、今は二人とも疑わなかった。泉水子は、風にあおられる髪を両手で必死に押さえながら、深行とともに母に駆け寄った。

　ヘリコプター本体は、学園に着陸する気がないようだった。ワイヤーを回収して再び上じよう昇しようしていく。その操縦席がはっきりと見えたわけではないが、深行は、離れていくヘリコプターを見上げ、パイロットは必ず雪政だと確信をもった。

（つまり、紫子さんがこういう人だから、あいつがああいうやつなのか……）

　紫子がヘルメットを脱ぬぐと、まだ強い風に長い髪が躍おどった。泉水子は、夏休みに会ったときより母の髪が長いと考えた。しかし、穂ほ高だかの例を見ているので、今さら髪の長短で驚くことはできない。それでも、登場のしかたといい、黒いレザーのような服に身をつつんでいることといい、十分あきれてよかった。黒いスーツには、銀色のファスナーが縦横についている。

「お母さん、これじゃ怪かい盗とうみたいだよ」

「仮装学園祭なんだろう。ちょうどよかったじゃない」

「うちのテーマは、戦国だよ」

　紫子はヘルメットを小こ脇わきに抱かかえたが、暗い色のサンバイザーははずさなかった。目の表情がよくわからないが、冴さえて赤いくちびるは笑えみの形になった。

「わたしは、たしかに生徒の保護者だけど、お仕事でも来たからね。公安警察だということを忘れた？　あやしい団体は、のちの摘てき発はつも視野に入れながら、証しよう拠こを押収しておかないと」

　泉水子も深行も、目をぱちくりさせた。

「もしかして……気球のこと？」

　泉水子の問いに、紫子は答えなかった。けれども、ほほえみが深くなった。

「今日はがんばったね、泉水子。そして、深行くんもがんばった。二人とも、なかなかえらかったよ。ここが乗り切れたなら、最初のステップをまちがえなかったと言える」

　何もかも承知して言っている口ぶりだった。泉水子は思わずたずねた。

「今日の姫神は、それなら、お母さんのほうにいたの……？」

「まあ、そういうこと。やっかいな後始末は、大人たちにまかせていいよ。社会的にまるく収める必要もあるから。わたしは、理事長室へ行って大人の話をしてくる。おまえたちは、おまえたちのことをしなさい」

　てきぱきとそれだけ言うと、紫子はもう背を向けて歩き出していた。そっけないいつもの態度だが、物見高く生徒が集まり出しているので、しかたないかもしれなかった。しかし、さっそうと肩で風を切る紫子の迫はく力りよくに、集まった生徒があわてて道を空けている。

　外部スピーカーから、生徒に集合を呼びかける仄香の声が流れてきた。機械が復旧しているのだった。

　いつになく、紫子を前にして問いの一つも発しなかった深行が、そのときつぶやいた。

「……野々村さんを探して、錫杖を返さないと。そのへんに置いとくわけにはいかない」

「野々村さんが来ているの？　わたしも会いたい」

　深行を見やると、どっと気が抜ぬけて疲つかれはてた顔をしていた。泉水子も、急に全身が重くなった気がするので、無理もないと思えた。

「どのへんで会った？」

「バザーのそばだったが、今は移動しているだろうな」

　二人とも、生徒の集合には加わりたくなかった。気力が底をつき、学校のみんなに問いただされることに耐たえられない気分だったのだ。

　錫杖を重そうに突ついて歩き、深行が小声でこぼした。

「よろけないために杖つえを突いている気がしてきた……食ってないし、寝ねてないし」

「そういえば、お昼、食べそびれたね」

　言いながら、泉水子は深行の様子が心配になってきた。途と中ちゆうで歩けなくなりそうなのに、認めないと見えたからだ。

　幸いなことに、いくらも行かないうちに、野々村のほうで見つけ出してくれた。肩かた幅はばの広い背広姿で、大またに歩み寄ってくる。目にして気持ちが急に明るくなる、たのもしげな姿だった。

「野々村さん」

「泉水子さん、お帰りなさい。深行くんも、よくやった」

　大きな顔に笑みを広げて、野々村は力強く言った。しかし、彼もまた、余分なことは言わないたちだった。深行が錫杖をわたそうとすると、すぐさま告げた。

「深行くん、倒たおれる前に保健室へ行ったほうがいい。いっしょに行って、養護の先生に話してあげよう。泉水子さんも同じですよ、必ず反動が出ます」

　野々村に守られるようにして、二人が保健室に入ってみると、先客にちゃっかり高柳がいて、すやすやとベッドで寝ね入いっていた。

　養護の榊さかき葉ばは、行方ゆくえ不明を不ふ審しんがっていたものの、彼らの顔色の悪さが明白で、野々村も付き添そっていたので、あまりあれこれ言わずに迎むかえてくれた。昼食がまだだと聞き出して、取り置きの弁当やパン、飲みものをもってきてくれる。深行は、ありがたくスポーツドリンクを飲んだが、その時点でギブアップ宣言をして、高柳にならってベッドで寝てしまった。泉水子はそこまで消しよう耗もうしていなかったので、保健室で遅い食事をとった。

　もらった弁当は、赤飯に海老えびフライや焼き魚のおかずがついたものだった。食べながら、泉水子はふと考えた。

（……あのとき、わたしが、御ご主しゆ殿でんまで行って何か食べていたとしたら、宴えんのごちそうって、どんなお料理だったんだろう……）

　もう、永遠にわからなくなったことだった。そして、両親を含ふくめたすべての人間は敵だと考え、一度は真澄と行く気になった自分のことも、今となっては別人のように感じてならなかった。けれども、それもたしかに泉水子の考えたことであり、表層の意識の奥には巣くっている感覚なのだ。この日に体験したことを、すべてかみくだくには、まだまだ時間がかかりそうだった。

　泉水子が、のろのろと弁当を食べ終えても、深行はまだまったく目を覚ます気配がなかった。そこで、野々村に送ってもらって、いったん女子寮りようにもどることにした。髪をきちんと編みなおそうとしたのだ。ところが、自分のベッドを見たら急に限界がきて、お下げを編む前に前後不覚に眠ねむりこんでしまった。

　彼ら以外の学園生徒たちは、すべてが正常にもどったことがわかると、風船割りの最終戦を最後までやり抜いた。それなりに盛り上がりもあり、歓かん声せいをあげて発散した後は、説明のつかない体験をしたことが、それほど気にならなくなっていた。集団幻げん覚かくから覚めた感じだった。

　キャンパス内で起きた事態が異常だったわりに、生徒も来校者もすっきりしてしまい、後から取りざたする人物が出てこないのは、おかしなくらいだった。機器の故障も戦国の亡ぼう霊れいも、世間に訴うつたえる事件として取り上げられることは一いつ切さいなかったのだ。学園経営者側も、深刻なクレームがこないのをいいことに、原因究明をくわしく行おうとしなかった。

　だが、学園生徒たちが、起きたことのすべてを忘れてしまうわけではなかった。

　再び電波受信ができるようになってから、生徒たちは、いつも以上に一いつ斉せいに自分の電話やノートを操作していた。

「やっぱり、似ているよな」

「同じだよな」

「いいよな、お姫様」

「あの舞まい、写せておけたらねえ……」

　だれもが、着付け講習会の泉水子のお姫様画像を、画面に出してながめていた。

　生徒全体の了りよう解かいをもって、もっとも傑けつ出しゆつする者として選ばれる学園トップが、このとき決定したのだった。判定者の村むら上かみ穂高が、高柳一条と宗田真響のどちらでもない世界遺産候補を選んだ理由を、ぐっすり寝ている泉水子と保健室の二人だけが、あとあとまで知らないのだった。





（次巻へ）









【引用文献】

「祓　五体加持文」「不動尊祈り経」『修験道秘経入門』

羽田守快編著　原書房

「創世記」『舊新約聖書』　日本聖書協会

『新版九字護身法』　大八木興文堂




【参考文献】

『決戦！　八王子城─直江兼続の見た名城の最期と北条氏照』

前川實著　揺籃社




巻頭の『レッドデータ』の用語解説につきましては、ＥＩＣネット「環境用語集」より一部引用させていただきました。

http://www.eic.or.jp/ecoterm/（２０１３年12月現在）
















本書は二〇一三年三月に角川文庫より刊行された『ＲＤＧ５ レッドデータガール　学園の一番長い日』に部分的なルビを追加したものです。
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